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お断り

本年度より 「洵外殷業セミ ナー」を「洵外製業ニュ ース」の別冊

として発行することにした。

もともと海外晨業セミ ナーは農林省、外務省の後援を得て、隔週

土il{iinの午後2時より 5時まで財団で行っているものであるが、
そのセミナーの内容をとりまとめたものが本，りである。

▼ 

I・ 

• 



． 

~ 

農業協力 ば 逆立 ちして いたいか

日本本位か ら相手国本位へ

海外品業開発財団

理事長 岩田 喜雄

アメリ カの平和部隊発足の時 ，ケネデイ大統領から長官に任命されたジュライパー

氏は ，最近匠なって ，アメリカ式海外協力の考え方は逆であったと述ぺている。アメ

リカでは ，高い教育をうけた大学出の青年をさら妬きびし〈 9II練すれば，どこの国へ

送り出しても立派匠やるだろうし ，きっと相手国の役に立つ匠ちがいな いと考えた。

しかし ，これでは相手国の事情よりもアメリカ本位の考え方であること匹は間違い

ない。ツ ュライパー氏は ，この考え方は逆だった ，協力はすぺて相手国本位匹改めなけ

ればならない，といっている。考えてみれば ，R本の技術協力匠もこうした逆立ちが

見られな いだろうか。

中 央よ り地方末端へ

近ごろの塁業協力は余り匠も政治的すぎはしないか。殷業協力や閑発は地域の塁民や梨村が主

対象となることは言うまでもない。開発途上国の塁民たちは変化のはげしい中央の政治とはほと

んど関係なく ，別のテンポで生きている。オイルバームやカカオなどの永年作物になると 20年 ，

3 0年という長いテンポ花なる。その間に政治は移り，社会は変り ，時花は戦争があったり ，国

が興り ，また減びることさえある。ところが土地匠根づいた炎業は ，大地とともに悠久である。

これまで塁業協力は中央政府匹関心を払いすぎた。中央には 1VCぎりのエリートがいるが ，技

術協力といってもエリート相手匠技術を伝える妬は困難は少ない匹ちがいない。 しか以支術を煤

民匠まで届かせることは容易なことではない。

店業協力は中央よりも地方の末端妬煎点をかけるぺきだ。都（みやこ）から遠く離れた片田舎

や離れ小島などが協力の対象匹なるぺきだ。そうしたところは猫の目のよう匹移 り変る中央の政

治とは ，まった〈関係なく静かに息づいている。

農業協力は金 よ り人 、量よ り質

業協力で大切なのは金でもなく ，物でもなく ，人である。こちらも人 ，相手も人 ，塁村の

コミュニテーに住む人々が協力の対象である。
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GNPの1％の協力が日本の義務だ，ということで，外からの圧力がかかり，政府では近ごろ

1％に相当する金を揃えることに力を注いでいる。その金そろえは役人のデスクワークで行われ

ている。相手国も「日本はどれだけ金をよこすか」と日本政府の鼻息をうかがっている。こんな

場面匠は塁民や煤村の姿はかけらも出てこない。協力というものが，ますます行政的 こなり，政

治妬巻きこまれ，地に足がつかなくなる。

開発途上国では農業人口が圧倒的花多いが，農業協力は国民大衆とともに労して，大地に財産

を創りあげる仕事である。私も長い年月をかけて北スマトラ，マラヤ，カロリン群島などにゴム，

オイルバーム，カカオ園などを育てたが，それらは過ぐる戦争ですぺて失ってしまった。しかし

今では，私の育てた農園全体から ，1年に 60億円ぐらいの収穫をあげているはずである。こう

した大地匹根ざした農業開発は戦争という激動をもってしても徴動だ匠しかなかった。私も若い

時代に大い花汗を流したが ，その汗はそれぞれの国の大地に大きな財産を創りだすという結果を

生みだした。もって冥すぺしだし ，としみじみ思っている。

このよう匠考えてくると ，農業協力は金よりも人，品よりも質だと思う。開発途上国の塁村匠

入りこんで，小さい農業プロジェクトと真剣化とりくむ，それでよいと思う。塁業の技術協力は

塁村の普及事業であり， 広い意味での教育活動のようなものである昇女育は祉より質であることは

言うまでもないが ，農業協力も質さえよければ ，いくらでも地城農村忙普及拡大されるはずであ

る。

農業協力の原点

以上匹塁業協力の逆立ちを指摘 した。いま一度くり返してみると，

1. 塁業協力は日本本位から相手国本位に考えるぺきこと。

2. 中央より地方 ，地域末端を重視すぺきこと。

3. 農業協力は金や物よりも人が大切であること ，批よ り質であること。

4. 政治や行政よりも教育的であるぺきこと。

5. ーにぎりのエリート相手でなく ，国民大衆とともに労すぺきこと。

などである ，いずれにしても ，今こそ塁業協力はその原点に立ちかえって ，全力をあげてその

本質的機能を発揮すぺき時匹来ていると思う。

． 

． 

． ． 
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ェコノミック・アニ マル中和剤

日本はこのところ ，貿易立国の形で世界各国へ物を売りつけてきた。そのおかげで，匹わか成
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金の大黒字国になりあがった3 反面 ，各国からエコノミックアニマルだと非難され，きらわれ

ている。このままで行けば八方ふさがり花なるのは必至である。

私は ，ェコノミックアニマノレ中和剤として供業協力の推進を提唱したい3 日本が各国から非難

されているのは ，がめつい商業主義である。それはソロパンの原理，奪いとる原理 ，もうけ主義

の原理匠立つ。相手がどうあろうと，日本本位に物を考える原理である。

これに反して，農業開発や協力は奉仕の原理，与える原理，赤字の原理匠たつ。相手国中心に

物を考え，相手国の大衆とともvc'相手国に財産を創りあげるという原理匹立つ。

農業協力がエコノミックアニマル中和剤であるという理由はここ匠ある。もし日本が ，今後も

世界各国と仲よくして物を買ってもらおうと考えるならば，塁業協力という名の中和剤を各国に

● 大羅匹ばらまかなければ，今のままでは，日本は自分自身の首をしめる結果になりはしないかと

心配する。

． 
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海外農業協力の考え方

前戻林水産技術会議事務局長

加賀山 国雄氏

私の海外協力問題とのつながりは昭和30年であったか，イラ ンのカス ピ海沿岸への米作染業

の移住問題について ，イランヘ出張調査に出掛けた頃からだと思う。その後 ，普及教育課長時代

最初にインド尻稲作センクーを四ケ所作る話があり，それが八ケ所忙な り現在四ケ所たなってい

るが ，この頃が技術協力のはじまりの頃ではないかと思う当時那須先生がインド大使をしておら

れインド匠いた青年達とー諸匠そういう問題匠ぷつかっておられた）

しかし ，塁林省は もともと成立の基盤が国内問題であり国内の事だけを考えていればよいとい

うこと匠なっていたので，省内ではあまり 璽視されず，すきな者がやっているという風潮であった3

しかしこんごのことを考えるとそれではいけない，東南アジア全体の煤業広くは世界の農業の中で

みんなが考えるぺきだと私は思っていね

とくに東南ア、ジアの発展途上国との問題は早く手をつけなければならないと考えていたっ具体的

匠は那須大使の話もあり ，私などの考え方とも非常匠ぴったりしていたという事もあって手はじめ

としてはインド匹四ケ所の稲作展示晨場をつくる ことに努力し作り上げた。このセンク ーは ，コロ

ンポ， プラン匹よったものであ り現在ダンダカラニアにいる島田氏などはその第 1回の派遺専門家

として行った 1人であって：

森村の青年で派米青年やその他海外等の経験者を中心に組織し四ケ所のセンク ーを作った当時

のことを思い出すと非常になつかしく思うが，当時の農林省は全体的な考え方は海外問題特に技

● 疇力などは ・刺身のツマ 1のようなものであり，どのような考え方でこの仕事を進めるぺきか

陀ついて真剣に考えている人は少なかったのであろう。

明治，大正，昭和を通じ染林省というのは前述のとおり国内農業の育成，生産者の保護，行政匠

徹底してきたのであり， 海外の疫業協力と いうものを積極的に取り上げるという気運匹はならな

かったのであろう。しかし，その後国際協力課がおかれ ，国際部がおかれるよう匠なって大部情

勢が変ってきているとは思っている。しかし，なおこんどを考えると努力が一段と必要である。

これまで私が経験し考えさせられることを中心匠海外協力の考え方についてお話しして見たい

と思う。

まず第 1VC我が国の海外協力を考える場合に，戦前の海外協力の考え方と戦後とでは非常た変
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っているのではないか。要するに日本を中心とする大東亜共栄圏的な考え方ではいけないのであ

ろう。発展途上国の人々が生産力の高い塁業を行うこと匹よりより高い生活水準を達成すること

を目標に考えて行く援助であって，日本が旗をふって戦前の大束亜共栄圏的な考え方の協力では

ない事ははっきりしていると思う。もい開発輪入的な協力が行われるにしても根底にこの考え

方がはっきりしていないと発展途上国の心からの協力は得られないのであろう。協刀ということ

はお互いの立場や考え方がはっきりしているとき匹のみ正しい協力が行われることを忘れてはな

らないと思う。

又 ，フランス ，オランダ，英国など西欧諸国がやってき来た梢民地的な，いわゆるプランテー

ジョン塁業とも違うのであらう。植民地政策というのは ，愚民政策 ，愚衆政策であり自国の繁栄

のため食糧なり鉱物資源を求める為東南アジア ，アフリカ中近東 ，ラテンアメリカなどに手を伸

ばして来たこの植民地政策というのは ，その匡々の国民を愚衆として放置することが必要であ

つて，そのためには少数のエリート（宗主国の手足となる）以外たは教育を与えない政策を進め

て来たと考える。

戦後，東南アジア ，アフリカ ，中近東ラテンアメリカ等が段々と独立してきたが ，やはり戦前

の植民地時代記日宗主国の浅した遺産は良し悪しは別としてなお浅っている中でわが国の協力政

策を確立するため匠は，かなり思い切った協力の仕方が考えられるぺきであり ，昔の梢民地時代

の方がよかったということがあっては困るのである。

旧宗主も大きく方向を変えイ意慾的た協力を進めつつあり，この点は戦後の巨ナなニュー フェス

アメリカの動きとも関連して考えなければならない問題である。

巨大なニューフェスアメリカの場合は，世界政策の一環として人的にも贅金的匠も驚くほど大

な援助をやってきている。 AIDを中心とする広範な活動，ロックフェラ ー，フォ ード財団の

． 

活動等それはすぺてアメリカのアジア政策 ，ァフリカ政策 ，ラテンアメリカ政策の一環であるヵ ● 
リッビン VIRRIVC国際稲研究所を創設した過程などを見ても東南アジァモンス ーソ地帯の農業

それもその中心となる稲新品種の育成普及ということはアメリカのアジア政策での中心的方策で

ありその一環として作られたと考えてよいのではないか。このような政策的なアメリカの援助の

良し悪しは別として我が国も考えなければならないという気がするのである。

このことはわが国の発展途上国政策広くは世界政策がはっきりするということが前提であり，

現段階のような対外政策が未確定であってはならないのであろう。対外政策の確立とともにこれ

からは段々それとマッチした方向匠進められて行かなければならない。ただアメ リカのこれまで

の発展途上国へのアプロ ーチの仕方が成功し ，効果をあげているとは必ずしも云えないのであろ
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ろう。アメリカは我々が想像出来ない多数の人と巨額な投贅を行って来たが ，東南アジアを回

って見ても，そのような物資が風雨匠さらされ，有効に使用されていない場合がある。また人的

な問題匠してもケネディの始めた平和部隊も平和部隊の連中と話し合て見たり，現地の人々の話

では必らずしも成功していないという印象を受けたこのようなアメリカ型アプローチと西欧の

旧宗主国としてのアプローチの間に我が国のユニークな戦前と違ったパクーンを作り上げること

が必要なのではなかろうか。

それは前陀述ぺたけれども発展途上国の塁業生産力の向上によって ，生活水準の向上を基本的

な考え方とし•このため人的，物的あるいは只金的援助をおしんではならないのではないか。

勿論 ，塁業投贅というものは先進国にあっても資本回転率のおそい仕事である ，発展途上国の

農業を考えた場合 ，それは贈与部分の増大を意味するものであろう。このことは，現在のわが国

の援助協力を考えた場合最大の問題であり改められるぺきことがらである。開発援助を考える場

合にも開発途上国の農民とー諸に活動出来る人材の養成ととも陀このことが基本となると思って

いる。

昭和 35年印度で稲作模範農場を四ケ所設置したことは先ほど述ぺたがこれは日本式稲作を

展示することたよってその周辺の米の生産力を上げようというねらいの技術的な協力であった）

しかいこの協刀＇：：結果的匹見ると 1つの技術を単純化持込んでも仲々拡り得ないという反省

をのこしねその後 ，センク ーが 8ケ所匹なったがその頃から最近良く云われているインデレテ

グート・アプロ ーチ（綜合的なアプローチ）つまり 1つの技術を入れる匹してもそれに関連する

技術あるいは必要資材を全部揃えて援助するという考え方が国際的にも話題になりはじめた。

当時インドの食糧危機を助けるため匠フォ ード財団を中心花進められた IAJ?P (Int en-

sine Agricalture District Program) もそのような考え方を出し ，

別名バッケージ (Pac k a g e Pr o g r mm a) といわれたものである。

例えば新品種を導入する場合 ，当時 IR-8がぼつぽつ出始めていた ，IR-8というのは短

稗直立型の品種で非常に受光体制が良い。従来の長稗種型のインデイカ品種と比ぺて見ると余り

匠も稗長が短くて短稗で受光体制が良いという事はおどろく位であった。同時に水のコントロ ー

ルがなければいけないこと花なる。要するvc'メナム河あるいはメコン流域等にあって雨期に充

分な灌漑排水等の水のコントロ ールが出来ないと全部水をかぷってしまうことになる。このため

妬は IR系統を入れる為花は基盤整備が必要である。もう 1つIR系統は従来の在来品種匹比ペ

ると非常に肥料の反応が商いのである。肥料を入れるとそれにリスポンスする力がある事は肥料

を入れれば収塁があがるという事である。
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肥料とく匠窒素系の肥料を人れるため稲体が軟弱匠なって，イモチ病等≪被害の発生を見るこ

とになる。そこで何らかの防除をしなければならないこと花なる。

以上のよう匠基盤整備をしなければならない，肥料，農薬を使わなければならないとなるとそ

のための在金はどうするかという問題が出てくる。肥料 ，塁薬を買う為の資金は，日本の場合，

点業協同組合がありそれが末端で農家匠売っている。嚢家が賂入するとき匠金がなければ信用事

業で金を染家が借りて肥料なり ，農薬なりを買うという II員序匠なる。そういう問題を全部解決で

きないと IR系統の品種は簡単匠入らない。逆匠言えば ，そういうものを全部揃えて総合的にア

プローチしょうじゃないかという思想であムこれはわが国の漿業の過去の歴史を見ても明らか

でありもっともな事である。その様なアプロ→チの仕方をこれまで日本はして来なかっ九）

要する匠，わが国は技術としては単品をもちこんで大い匹立派匠やって見せるということで ，

印度時代の展示農場紀行って見てもそれはなめる様にきれい尻作ってある。しかしインドの人達

はそれを持ち帰ってその通り匠はなかなか出来ない。やはり単品の技術協力は駄目で，色々なも

のが総合化された技術協力でなければならないという事に段々と変って来ている。

そういう努力を現在の技術援助ではしているつもりであるが，必ずしも現地側が 10 0伶満足

する様な形でやられているかという事は問題である。

そこで総合的なアプロ ーチに続いて段々と最近は進んだ考え方が出て来ている。それは ，もっ

と広い概念で ，地域的なアプロ ーチをすぺきであるということである これは従来の Commun-

ity Deve1opmentとも通ずる考え方であろう。そのため匠は，この地域プロジェクト匠対

して技術協力と経済協力が緊密な連けいをとって進められるという方向である。

技術協力と経済協力はこれまで別々匹進められている感じである。経済協力というのは，無償

援助をはじめとしてげ毎外協力基金などで有伐援助として資金の援助をし，片方の技術協力は 0 '

． 

T, C, A ぺ — スのコロンボ ・ プランで専門家を派遺したりあるいは ， 向こうの人達を呼んで色々 ・
な研修をしたり ，場合匠よっては若干の機材供与をしたりして二頭の馬で走っている感じである。

各種の包括してある地域（地域という概念は様々であるが ，行政地域という場合もあるし，地理

的条件を同ーにする地域という場合もある。）の中で協力を進めていくためには技術協力と経済協

カの 2つがかみ合っていかなければならないと思うのである。

カンボジアのメ イズ開発で ，御承知のソコトロビック ，ソコダックの事業はどちらかというと

経済協力の線であるが，メイズ種子の生産匠ついての技術開発匠ついての協力を同時匠やること

よってはじめて両者のジョイント ・ワークを期待していたのであるが残念ながら南北ペトナムの

戦乱の為匠おかしな恰好になっている，しかし ，ペトナム平和のおとづれた昨今，再びカンポ・ジア
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．
 

． 

に平和がもたらされれば，さら匠進展するのではないかと期待をかけており，私はまだこのプ

ロジェクトが失敗したとも，終ったとも思っていないし，何か一つこのような形のものを作って

行きたいという気持が捨て切れないでいる。と匠かく現地の政情なり，現地の人々の能力の問題

もあるし，もう一つは基本的に日本側の外務省なり，通産省，あるいは農林省などの考え方の不

統一という事もある。海外協力事業がうまくいっていないのは，現地の問題よりも東京にあると

いう考えもあるくらいである。要する陀経済協力と技術協力を結んでやって行く考え方が世界的

な風潮花なって来ており，私自身もそれが一番よいと考えている。

色々と経過があったけれども反省させられるばかりで落下さん部隊時代がら，それではいけな

いという事でインテグレートアプローチというものを非常に強調した時代，それからこれからは

広い意味で経済協力と技術協力とがもっと緊密匠クイアップしてゆかなければいけないんだとい

う考え方である。それからもう一つ煎要な問題は，海外協力を進める妬あたって，相手国政府内

たこれに対応し得るしっかりした組戦を作ってもらうことも忘れてはならない。

少数のエキスバートが広い対象地域を走り廻っても限界のあることで，どのように上手に相手

の組織を活用するかということである。このため匠は積極的に相手国の行政組織と緊密な連けい

をとる必要がある。

最後匠海外協力を行う場合匠 ，発展途上国の悶業を引きあげていくとき匹原則的に考えなけれ

ばならないことをいくつか紗ずて見たい。自助努力だけでは立てない，そこに手を差し述ぺて，

立ち上れるよう匠するというのが援助の原則，フイロソフィ ーであるという気がするのであるが ，

その場合どのような，考え方にもとづいたらよいかということを整理してみると次のようになる

のではないか。まづ第 1にソッャル ・センテイプ (Social iuceutive)づというか，社会的

刺激をどの様匠与えたら良いかということである。これは 1番良い例は農地改革だと思う。

戦後我が国の事を考えると ，今日煤地法が色々と批判の対象たなっているが ，要する匹森地改

革匠よって小作農を自作塁匠してきた。小作が自作花なること匹よって大い匠やる気を起して日

本の過去に於ける生産性向上の大きな要因匠なったことは誰も否定しないであろう。これがまさ

匠社会的刺激なのである。東南アジアの場合に，こういったソジアルインセンテイプを与える事

が出来ないかという気がする。しかし，東南アジアの塁地改革は非常に非観的であるという一般

の理解である。法律は出来るが，実際匠押し進めて行く主体的な力というのが出来ない。我が国

の場合も敗戦匠よって旧体制の崩壊というあらしが吹かなければ，塁地改革は出来なかったかも

知れない。しかし ，発展途上国の農業を発展させるためには，このような刺激が必要なのであろ

ぅ。
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第2番目は，ェコノミック・インセンテイプ（EconomicIncentive)経済的刺激である。

これは日本でいえば米価である。塁産物の価格を上げるという事がエコノミックインセンテイ

プの一つであろう。他には低利の金を貸すとか，補助額を高めるのもそうである。経済的刺激を

どのように組んでいくかはその国の経済事情や政策の方向と密接な関係があるが，と くに国際経

済の中でのこの問題の重要性を考えておかなければならなであ・ろう。

第3番目は，テクニカルア・ンスクンス (TechnicalAssistance)技術援助である。 この

技術的アドバイスという場合第 1に援助例の優秀な人材と現地匠適した技術内容，そしてその普

及の方法が問題となるが最も重要な問題は被援助国の教育問題たなって来ると思うのである。

字が書けない読めない，理解力がないという点が大きな瞬害になっていると思う。私は教育匹

関する協力援助問題匠もっと力を入れるぺきであると考える，これは大変難かしく ，非常匠長い

時間がかかる。他の援助のよう匹物をやったり ，工場を建てるという具合花はゆかない。日本が

敗戦後20数年匹して ，この様な見事な経済復興をしたペース花は， 1人 1人が非常に教育水準

が高く，理解力があり創造する力を持っていた。それが根涼だと思う。

発展途上国を立ちあがらせるためには基本的匹国民匠知ったり，理解する能力を先ず相当時間

をかけてやらなければ我々がやっている事は空振りに終ってしまう。そういう状態匠なれば ，先

程いった社会的刺激 ，経済的刺激，技術的援助が果実として帰って来る様な気がするのである。

国際会議などで，発展途J:国の代表の人達から日本が急速に経済発展を遂げたこと匠ついて良

く質問されるが，わが国の驚異的な発展も一明ータ匠出来た事ではなく，明治維新より今日まで

の長い月日を炊して 1つ1つ積みかさねたものが今日の繁栄を築いた訳であって ，発展途上国匠

於いてもやはり，このような地味な考え方が是非必要なのであろう。

． 

質 擬 応 答

．
 

（質） 先程の経済援助と技術援助をいか妬うまく結びつけるかという事妬ついて ，加賀山氏の

考え方を伺いたい。

（答） これは両者を結びつけるのが我々の悲願であり，今その為匹梨林省では海外塁林業開発

事業団という構想をもって取り組んでいるようである。

両者がうまく結合してゆかないと，なかなか援助というものはうまくいかないし，その

為匹は何らかの推進母体が必要であり ，その為陀も海外農林事業団を是非とも発足させ

る必要があろうかと考える訳で，今塁林省の方で兵剣匹この問題を進めている訳です。

又 ，これは民間と政府援助をう まくパインドさせる上匹於いても重要ではないかと思う。
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（質） 例えば ，現在やっている 0 ,T , C, A等の機構の中でもこういう事はやれるのではな

いか ，あるいは今の桟構では駄目なのか。

（答） 今の O,T, C , A等の機構でも，それらの事についてやれないという手はないが，た

だ計画から立案 ，実施まで一貫した筋が通り匹くいし，それぞれの考え方というものが

違う。又炭業の特殊性というものもあるし現状の機関などではそういうものができ匹く

い。今の体制では，技術協力と経済協力というのは言葉の上ではうまくゆくけど実際面で

合致しない。

（質） 今までの技術協力のやり方で東南アジアの零細塁業が米だけを作っても成り立たない。

従って，新しいプロ・ジェクトをやる匠しても，あるいは既在の塁家を指導するにしても，・ 米以外の色々なものを作らせてそれを加工業匠もって行く様な方向が最も望ましく ，又

それが採算に合う為には一定の原料の供給と計画生産が必要となって来る。

又，原料計画生産，出荷はそこ陀於ける生産協同組合の自然発生となる。だから染家

への多角化した経営 ，復合化したものと，それ匠よって得られる副産物で畜産等をやり ，

それによって得たものを持たせながら土地の保全をやってゆく必投がある。そういう意

味ヤ含めた次｝Eの違う新事業団構想の推進が望まれ単に復林省だけ匹留まらない技術協

力が必要だと考える。だから煤林省というのは単に国内の傑政匠留まららず大きな農政

という面で東南ア 、ジアの塁政まで含めた所の技術協力 ，塁業協力が必要ではなかろうか。

（答） 最近よくダイバ — •ソ フィケ ー ・ン ヨン ( Di vers iti ca ti on) という事がいわれるが，

これは色々な作物を入れて経営をやってゆくという事である，確か匹方向としては良い

か，果して東南ア ジアでこれがどの程度やれるか問題がある。グリーンレポレージョン，

緑の革命花しても非常匹楽観的匹見ている人が多いが ，私はそううまくはいかないう思

• ，。言いかえるならば，ゃはり多様化する前匠主食である米麦生産を向上安定させる必

要があるのではないか？。

（質） インテグレイ トされた協力計画，これは非常匠あらゆる意味で拡大されたものとなるの

ので ，当然関連産業の育成というものも出て来る。そうすると通産省なんか も関連性も

あるから ，もっと前進して ，1つ海外開発庁みたいなもの ，すぺてを含んだものを作っ

たらどうかと思う。そこ匹大きく権限を委譲して ，しっかりした組織作りをやって， 援

助をやった方が良い様に思う。今の日本の援助 ，海外進出では ，かなり問題が多い様に

思う。

（答） わが国の塁業発展の歴史を見ても関連産業の 1つとしての化学肥料の出現は無視でぎな
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い。そういった意味から国としての海外協力の一元化は望ましいことである。

（質） インドで西ドイツでやっているマンデイアの事に例を取るが，あそこで一番関心してい

る事は臣機具工場を作っている事であると思う。やはり我が国の場合も殷機工場的なも

のの必要性というのは，充分考えなければいけないと思う。

（答） やはり現地で組立て修理をしながら普及してゆくという事が必要である。又他の事でも

然り ，やはり他のものと関連性も考えてゆく事が最も重要な事ではないだろうかn

（質） 米国の援助の中でも必ずしも悪いものばかりでなく，例えばフィリッビンのイリーの様

な立派な施設を作って成功している。従って事業団構想の中でアメリカでやっているイ

リーに匹適する様な現地拠点をつくり ，それと共匹協力事業を進める事が必要と思うが。

（答） 何らかの形で，そういうものを是非作りたい。現匠殷林省附属機関で熱帯塁業センク ー

というのが，あるが今後もそういうものを中心に発展的匠考えるぺきであろう。

以上

-1 2 -
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熱帯畜 ー産の問題点

塁林省染業者

大学校教育指導官

海老名 六郎氏

．
 

．
 

次の表はF. A. Oの69~7 0年度のプロダクション ，イアープックからとったものである。

畜産の世界の現況の中で ，大陸別花分けてあるが特匠多いのが牛の部で世界で 11億余りと言わ

れており ，そのうち2低8千80 0万頭近く ，4分の 1というものをア、ジアの牛が占めている。

さら匠家畜別にゆくと ，プクが特徴的匠多いのは中国である。他の家畜匹ついては ，馬 ，ロバ

ラバ，山羊 ，水牛が圧倒的匠多く ，80，，，近くが東南アジア匠いる。

これを先進諸国の家畜と言われるものと，熱帯の家畜との根本的な相違は ，先進諸国の家畜だ

と乳をしぽる為の乳用牛 ，あるいは卵をとる為の採卵鶏 ，毛を取るための羊と言うふう匹用途が

はっきりしている。こういうものを畜産（用畜）と呼んでいる。

先進国の家畜は目的がはっきりした用畜が多いのに対して，熱帯諸国では用畜よりも ，むしろ

「役畜」が多い。役畜というのは ，トラックーやオ ートバイの替りになるもので養畜でなく役畜

の形態を取りながら最終的匠肉利用されるという性質のものである。

もちろん，これらの諸国は貨幣経済を中心とした発達が悪く ，牛の頭数や羊の頭数で財産を確

保しておき ，不時の出伐匠そなえたり，換金作物的な畜産である。これ匠対して植物の農業であ

ると ，秋花とれた稲とル ーヲンな収入源匹なるが ，畜産は一年中生きているから不時の出伐にそ

なえての財産の保有形式という性格を持っているのである。

家畜の中でも中小家畜匠ついては，プクがオ 一トパイのかわりをする訳でなく ，プク ，ニワト

リ，アヒル沢：ついては，用畜であるが人間の食糧と家畜の食糧が競合する場合が後進国では多く

あ〈までも余剰働力の完全燃焼と人間の食糧と競合しない浅査などの利用という面にとどまって

いる。

又 ，これらの国は教育水準とか ，民度の低い割たは ，宗教的 ，習慣的規制が非常に強ハ）例え

ば，東南ア・ジアを歩いて一目瞭然でわかることは ，回教の国ではプクは悪魔の化身ということで

徹底的匠嫌い ，さわることも見ることもいやだといいプクは ，回教徒のいる地域では見られない。

逆にプクのいる所は ，華梱，ベトナム人中心の部落である。回教徒の部落に行くと食料として

羊 ，山羊等の一部の乳をしぽって利用することもあるが，プク肉の変りとしてこれら羊 ，山羊肉
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馬 ラ馬 ロ馬 牛 豚 羊 '山羊 水牛 人 1= 1低
ヨーロ ッパ 7. 8 1. 2 • ] 9 1 2 4.5 1 3 0 3 1 2 8. 7 1 2. 7 0. 3 4,581 
ソヴィエト 8 0 0. 7 9 5. 0 5 6. 1 1 3 0. 7 5. 1 0. 5 2,4 0 3 
1北アメリカ 1 5. 3 3. 2 3. 7 1 6 8. 4 8 1. 9 2 8.0 1 4. 4 3, l 4 3 
南アメリカ 1 7.0 6. 1 5 4 1 9 7. 7 8 o. 6 1 2 3.1 3 0. 1 o. 1 1, 8 5 6 
ア ジ ア 7. 5 0. 7 8 7 2 8 8. 7 4 8. 0 2 0 5.4 1 4 5 9 9 2.5 12,505 
中 国 7. 3 I. 6 1 1. 6 6 3.1 2 2 0 0 7 0. 6 5 7. 0 2 9 3 8, 3 2 1 
ア フ リ 力 3 8 2. 1 1 o. 8 1 5 1. 0 6. 5 1 4 9.1 1 1 9. 0 1.8 3, 4 7 0 
オセアニア 0. 6 3 o. 0 3. 2 2 3 7. 3 0. 2 1, 8 9 0 
世＇ 界 6 7. 2 1 5. 0 4 2. 7 1 11 8.4 6 2 6. 6 1072.6 3 8 4.4 1 2 4. 5 36,470 

ア ；ヽ； ア 国 別 頭 数
ピ ノレ マ 4 1 5 3 4 1, 3 5 0 7, 0 0 0 ], 4 3 0 2 3 0 7 5 0 1, 4 5 0 2 6, 9 8 0 
カンポジア ， 2,4 2 0 I, 1 0 0 1 9 0 0 6, 9 8 1 
セ イ ロ ン／ 2 1, 5 8 0 1 0 7 2 9 5 3 5 7 5 0 1 2, 2 4 0 
イ ン ド 1, 0 0 0 8 5 I, 0 0 0 1 76,450 4, 8 0 0 4 2,600 67,500 5 4,2 0 0 536,983 
インドネツア 6 2 0 7,0 0り 2,6 5 0 3, 7 4 0 7,030 2, 7 3 5 1 16,980 
日 本 2 0 0 3,5 9 3 6,335 6 2 1 9 6 - 1 0 2, 3 2 2 
北 朝 鮮 2 6 1 3 7 3 0 I, 3 3 0 1 8 0 1 7 0 1 3, 3 4 0 
南 朝 鮮 l 7 1, 2 2 5 I, 3 3 8 2 9 9 3 ], 5 7 0 
ラ オ ス 2 7 4 2 0 I, 1 0 0 3 4 9 3 5 2,8 9 3 
マレーツア 5 2 1 3 4 6 3 9 2 5 2 2 5 1 0, 5 8 3 
ペキスタン 4 9 0 2 7 9 4 0 43,700 9 6 l 5,0 0 0 1 8,800 12,000 1 2 7, 5 0 0 
フ ィリ ピン 3 0 0 I, 6 5 0 6,600 1 1 7 0 0 4, 4 3 0 3 7, 1 7 8 
ク イ 1 7 3 5. 2 6 3 4, 2 0 0 4 1 3 4 6, 9 4 1 3 4, 7 3 8 
北 ペ トナム 5 8 8 6 5 6, 6 0 0 l. 8 3 0 20,350 
南 ベ トナム ， 9 3 0 3, 9 0 0 1 0 4 6 6 2 0 17,867 

． ． 



を食ぺる。

仏教徒ば ，割合と幅が広く自分達自ら手をくだして生命をたっという事はせず ，他の宗教の人

がやる。

カンボジアでは ，マレー人が屠夫であり ，この屠夫が殺して食ぺるぷん匠は ，さしつかえない

ということ妬なっている。 （小乗仏教，大乗仏教では非常に幅がある。）

回教徒についても敬虔なる回教徒はプクを見るのも，さわるのもいけないというのから，食ペ

るのはある程度かまわないという回教徒まで厳しさはいろいろある。

もう一つ ，特徴的な宗教として ，t:.ンズー教がある。ヒンズー教は逆匠牛を神様の化身として

あがめたてまつっている訳であるから，例えば車を運転していて牛を殺してしまうと神様を殺し

● て ，人間が生き残ったという事で，人間が死んでも牛が生き残った方がヒンズー教徒匠とっては

ありがたいという様なことで，単匹先進諸国で家畜を経済の対象として考えられているのとはこ

となる。

．
 

畜産のように，経済の差し引き計箕だけでは物を判断できない要素が非常に多いという事が熱

帯諸国の畜産の特徴的な事であると思う。次匠気候，風土，降雨位等の気象の面から言えば ，非

常に高温ということが決定的な要因であると思う。屁温といっても乾期には非常に混度が低く，

雨期匠は高温多湿の状態であるので，病気をおこす上ではコンデージョンがよく，したがって生

物，とりわけ動物で生き残ることが必須の条件である。生き浅って ，なおかつ繁殖し自分の子孫

をふやすという屯がなければ，種は減びてしまう訳である。

こういう事で先進諸国の人から見ると，その家畜自体は代弱匠みえるかも知れないが ，それな

りに厳しい自然環境た耐えて生き浅った自然陶汰のたまものであるという見方もできる。その結

果として一番大きなのは耐病性耐号性 ，岩さ陀対するトラレンスが非常た強く ，エサが粗末でも ，

これの利用性が商い。この三つが厳しい自然条件を生きぬいた結果として ，自然的匠帰化された

ものであると思う。その結果として ，それぞれの家畜は形が非常た小さい。性成熟に達する期間

もエサ等が悪いことで晩熟である。小格晩熟というのが熱帝の家畜の形を作っている。

動物的匠見ると当り前のことで，人間でも熱帯匠住む人種はやせて細い人が多く ，温帝の白色

人種の太った人では体表面積が非常陀体積に対して小さくなるので，熱の発散が悪くなる。体が

大きくなれば大きくなる程，熱帯の酷暑の中で体混調節（家畜は高温動物であるから）自分の温

壌：中枢を守ることが出来ない。その結果小洛匠なってきたのではないかと考えられる。経済面か

ら家畜を見てみると養畜ではなく役畜である。役畜として用をなさなくなった時点で主として肉

利用される。
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この場合，大家畜では役畜としての利用があるが，中小家畜はほとんど余剰労働の完全燃焼と

か ，人間と食物の競合しない残査の利用という事でその消費も非常匹異った形態を示 している。

大家畜匹ついては金に換え，あるいはその牛を買った人が国家間の貿易匠も国の輸出品目の中

で牛は，非常匠大きなウエイトを占めている。 （カンボ シヽアの揚合では ，ゴム ，米 ，牛と貿易祉

の第三位が牛である。）したがって ，東南アジアと言っても国土の狭いホンコン，ジンガポーノレ

では人間は多く て牛はいない訳であるからホンコン， ジンガボール向けの輪出がほとんである。

中小家畜のプク肉，鶏肉 ，あるいはアヒルの肉 ，卵等については住んでいる人種 ，それを支配

する宗教等の関係から地場生産 ，地場消費という様な事で ，中小家畜の国家間の輸出入はあまり

行なわれていない。

衛生 （病気）の面

これは ，まさにある意味では獣医学的匹見て，病気の宝庫であり教科書匠載っているものでな

いものはないと言われる位 ，豊富な病気がある。一番おそろしい病気は ，牛では口蹄疫である。

(F. A. 0) の統計（家畜全体を 10 0とした時）牛ー70，，，，水牛ー10，，， ，その他の家畜

2 0，，，） 

上記のよう匠牛が多いので ，病気についても牛の病気がほとんどである。もちろん国匠よって

は ，フィリビン，ラオスのよう匠水牛が圧倒的匠多い所もあるが ，大体牛中心の畜産である。

牛の病気の中での口蹄疫というのは ，ピーJレス花よっておこるもので先進諸国では非常に嫌わ

れている。 もう一つは ，牛疫 （リンダーペスト）という病気があり，これもヒ'-ルスによってお

こる病気である。又，野獣牛疫（別名 ，出血性肺血症）は細菌匠よっておこる。この三つが主な

病気である。

牛疫にかかると 98，，，以上が死んでしまう。出血性肺血症も死亡率 95，，，以上である。かかれ

ば必ず死亡すると考えてよい。これ匹対して先進諸国が一番嫌う口蹄疫の死亡率は割合低く ，

農民は口蹄疫を病気と考えていない。

牛の値段

肉質は別として， 5o o Kg一頭 36~3 7万 （日本芝浦）のものが 2万50 0 0~3万円，約

1 0分の1から 15分の 1と考ぇてよい。

国家間の貿易をやろうとすると，日本匠家畜伝染予防法というのがある。パリに本部のある，

0. I. Eという所で国の汚染度 ，家畜 ，産物等の厳しい監視を行なうので ，その法匹基づいた

ものでなければ対外的な輸出入はできないのであ仕

． 

．
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． 

． 

対先進国とのやりとりと言う事陀なると ，口蹄疫を解決しなければどうにも動きがとれないと

言うのが現状である。

今まで ，これらの根本的な問題を解決しないと ，いかに畜産を振興しても一頭あたり ，2万

5 0 0 0位でしか売れないということでは ，あまりもうけにならないという事でトレードでな し

に病気をおさえこむ消極的な意味での工作はとられているが，これを一歩飛躍して積極的匠もっ

と，アクテイプにエサ ，品種の改良はほとんどなされていないというのが現状である。

餌，飼い方について

モンス ーン地帯であるので草木がありあまる時と ，全然ない時とがある訳で ，家畜もそれ匠対

抗して生き浅らねばならないのである。牛の場合では周年発情で 21日を周期として ，春夏秋冬

いつでも生めるというのが牛の生理の特徴である。

これに対して馬 ，羊山羊は授村が春だけで3月上旬から 6月の上旬匠かぎられているので ，

生まれるのもほとんどこの3ヶ月の間花生まれるのである。ところが，特に熱帯のモンス ーン地

帯では ，雨期には雨が非常陀降り ，それに反応して草が豊富匠なるので ，オス ，メスとも体力が

つき交配が行なわれる。 逆に乾期には，自分が生き残る事だけで精一杯で交配が行なわれない。

こういう自然条件的匠牛まで周年繁殖から季節繁殖に変っている。これは牛そのものの性質を

変えたのではなく ，むしろ気象からそういう状態匠変っていると思う。

牛 ，ブクの飼育

メ コンデルクでは ， 床の高い二階家匠住み ， —階が大体畜舎で二階が人間の住まい匹なってい

る。家畜は牛 ，プク ，アヒル ，ニワトリ等ー諸匠雑居している。この様妬雑居しても ，日本の家

畜と違い非常匠本能に忠実な家畜が多い。

日本の場合だとホルスクインは ，子牛陀やる 10倍の乳を出し'―日 30kg出 し3Kg仔牛匹

やり， 27 Kgは人間が飲んでいる。肉妬しても ，芝浦屠場に 6o o Kg出されるが生理学的匠牛の

一番良い状態というのは ，35 0~ 4 o 0Kgである。あとの 20 0~ 2 5 0Kgというのは人間が

食ぺる為に餌をやり脂肪をつけさせるのである。

これ匠対して ，東南アジア ，熱帯の家畜というものは ，生き残る為に喪肉は全部取り払ったネ

ット そのものとい う事である。この国の特徴的な事は ，オスが非常に大きくメスは小格であるの

で労働匠使う 妃しても ，オスニ頭でないと，地質等の関係でうまく行かない ，ゆえ匠オスが一頭

一万でメスは二千円位である。オスー頭でメス五頭の牛と物々交換できる訳である。

オスは 20ヶ月～ 24ヶ月で繁殖できるので ，去勢される。オスは利用の度合から言っても非．
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常匠粗末に扱われる。カンポジアでは，輪出産品のナンバ— 3 であるので非常に大切である。

メスは 8オまでは（子を生むため）理由のいかんを問わず屠殺禁止令が法律で施行されている。

しかいこれはいっこうた守られておらずメスは安いし子供をとるだけである。牛はオス ，メ

ス ，3~4割の体重の差があるが ，水牛は体の大きさがメス，オスほどんど差がなく， 1: 1の

比率を持ったままで成長し ，オス， メスベアで使われる。水牛は去勢は行わないのが普通である。

畜産物の利用

肉..・・東南アジアでは一番高い肉はハト ，二番目はアヒJレ，鶏， 三番目はプク (1Kg300円）

四番目は牛（ヒレ，ロース， 1Kg250~38 0円）五番目は水牛となっている。

餌 につ いて

日本の餌は可消化養分総祉でS4 7年21, 8 7 1千トン輪入している。ゆえに ，日本の畜産は

どっしりと土匠根をおろしたものではなく加工畜産で ，アメリカの大豆 ，トウモロコ ンやミルク，

卵や肉花なったりしたりしているだけである。日本の濃厚飼料は ，東南アジアのある土地では人

間が食ぺている。向こうでは米も食ぺられずキャッサバ，トウモロコ・ン等を食ぺている状態であ

るから ，トウモロコジのできたのを全部家畜匹やるという事はけしからんと思っている。だから

家畜の餌はあくまでも人間の食粗と開発途上国では絶対忙競合できない。

人間は単胃動物であり ，牛，哨面，山羊等は反．ずう獣であるから胃が 4つある。本来1つが胃

であと 3つは食道変化したものである。この食道が広がって胃になった3

牛の腹腔の二分のーが胃である。 その他に心臓と肺が押しこめられている。なぜかというと

3つの胃は食辺がふくらんだものであるから，原虫，細菌類 ，材料は植物性のセルローズであり，

セルロ～ズは水に対しては不溶性であるので直接動物には役に立たない。 セルロ ーズを原虫細

． 

菌がとりこんでしまい ，原虫細苗はクンパク何であるからセルローズの中の多糖類，チッソポデ ・
ーをとりこんでクンパク可溶性のデンプン花おきかえる。そうすること匠より ，牛匠はクンパク

等をやらなくても牛肉になる。 しかしプクはけっしてそういう事はない。食ぺものの中匠クンハ

クが含まれていなければプク肉にはならない。これが反すう獣の特徴である。

貧しいと苫われる地方の家畜は ，大体反す匁犬に限定される。羊，羊面 ，山羊もそうであるが，

プク ，ニワトリ VC10Kg餌をやっても ，そのうちの半分から三分の一のクンパクしか人間は利用

できない。東南アジアの餌事情を支配しているものは人間と競合しないセルローズであるが ，セ

ルロー ズの原料は草であるがこれは ，ある時は良いが無 くなると全くなくなるので乾期では稲ヮ

ラを多く取っておき ，それを食ぺさせねばならなく ，体力が落ちるが逆匠悪い条件を利用して，
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おとなしい状態の時リンダーベストの注射をする。という様匠向こうの気象条件，牛の条件に

合わせて仕事をしないと労・多くして益少なくという事になる。

カンポジアに大湖というのがあり淡水魚では世界一の漁獲祉を上げている。畜産と魚と競合し

ている所は，クンパク質と言う事で畜産も労力を除けば，良質のクンベクを求めている訳である。

同じクンパクを 1Kg買うとすれば魚が安＜，ただ生活の西洋化， 所褐の倍増でクンパク源が魚か

ら肉，卵，乳となってゆくのは当然の事である。

去年の統計では，加工したものを含めて日本人一人 1年間 13Kgしか食ぺていない。カンポジ

は， 2百50万頭という肉牛がいながら人口は六百万人足らずである。 日本は1低人以上いて，

乳牛，肉牛合わせて 3百 50万頭，カンボジアがこと牛肉に関してはどれだけ豊かであるかわか

●1 る。 日本はまだまだ東南アジアに比ぺて畜産の消費鼠は少ない。

東南アジアでは，魚と畜産のクンベクの力関係の相違は決定的なものになる。一番利用される

肉，次は卵（アヒルの卵）ニワトリの卵は非常に消喪醤が少ない。向こうのニワトリは，年間

4 0から 60ケの卵しか生まない。乳は割胚消費量が高い，なぜかというと旧宗主国といわれ

る国がフランス，イギリス，であり彼らはバクー，チーズを食ぺ，一番多いのはコンデンスミル

クである。コンデンスの中にも無糖コンデンスと加糖があり加糖コンデンスの消代が圧伯胚］妬多

く，これからの輸入椛匠占める割合も大体各国共通である。

向こう匠持って行った牛で，ジャージーという牛は日本では乳が 3千kgでるが，向こうでは，

2千Kg位である。ホルスクインは，オランダ産であり暑さ匹弱く・ジヤー・ジーの方はドーバー海峡

のジャ — ./ -産であるから相対的には暑さ陀強いがホルスクインとはさほど差はない。

病気の中にピロ（ピロ プラズマ）という原虫によっておこる病気があり ，牛の場合 1C C中匠

赤血球が 85 0万個あるが ，これ匠かかると 20 0万個匠減ってしまう。クンペクが尿の中陀入

っているとアワが多くでるので ，それたよって病気を見つけることができる。これを発見してか

ら24時間以内匠死んでしまうというのは 4分の 1に赤血球が減り，窒息という状態匠なる。

ピロ妃喝しては，土沿の牛は平気である。毛の長さが非常に短く，めん毛がほとんどゼロであ

るのでダニがつかない。アメリカの牛はピロプラズマ匹は弱いが ，ゼプ牛はそれにかからない。

アメリカ西部へ開拓の歴史は牛ではこのビロプラズマ病とのたたかいでこれをゼプ牛が解決した。

日本から持って行った牛とかけあわせて Fを作るとコプはなくなってしまう，結局，遺伝的に 言

うとコプは劣性である。
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質 疑 応 答

ぽ） 海老名講師は，カンポジアから帰国後，農林省畜産局畜政課に於いて，我が国の食肉輪

入や流通の問題を担当しておられたので，我々が関心を持っている肉の輪入 ，流通匠つ

いて話リ碩いたい。

（答） 日本の下情で言うと生きている牛は ，46年10月1日から I. Q,からA.Aに変えた。

牛肉は殷林省としては I. Q,のままの姿熱をとっている。 A. AVCした時点で活牛は育

種 ，改良用の家畜については無税（農林大臣の認定により） ，その他の牛匠ついては，

3 o o Kg以下一頭あたり 4万 50 0 0円， 3o o Kg以上は 7万の関税をとり，この関匠

よって国内外の競争力の調整をしている。

しかいこれは大蔵省との協議で3年間の時限立法としたはずである。だからあと 2

年たつと手直ししなければならない。すで匹箱根の日米会談で5,00 0頭の素牛をアメ

リカから無税で福岡，羽田陀運んでいる。しかし，一頭あたり 15 0~2 o 0Kgの牛で

1 5万円位たついている。国内への影響が大きくなるとこまるので ，I'Q,からA. A 

に変えると同時に土手を喬くした訳である。

◎ I. Q, = 輸入割り当て麒存在輪入制限3 特別に認めた祉だけが輪入でき

る。

勝手匠報告のみをすればよい。牛肉匠ついては関税は 25'Klであ

る。キロ 10 0円のものが通関のとたんに 12 5円匠なる。それが

さら匹国内との差額調整のため差額嗅税が上乗せされる。

これ匠対して家畜防疫の面から家畜伝染病予防法と言うのがあり，これ匹より ，日本

◎ A. A 

列島匠入る畜産物（骨粉 ，原皮 ，羊毛等）全て畜産からプロダクトされたものは ，この

適用を受ける。この為匠雨際空港匠は動物検疫所が必らずあるので ，ここで全部チェ ッ

クしている。牛肉， 活牛はどのような険疫姿勢をとっているのかというと ，疫，牛疫を

Aグループ ，Bグループ ，cグループと匠別け， Aグ）レープは非常にクリーンな国であ

る。 Aグループ ：アメリ カ，カナダ，才ーストラリャ， ニュー・プ ランド ，南朝鮮，台湾

（アイルラ ンド 。マダカスカル，メキ シコ，バナマ）

Bグループ：ョーロッベ諸国

Cグル ープ： アジァ ，ァフリカ ，南米 （きたな〈て手が出せない国）

なぜかこのよ うな規制をしたかと言うと 0. I. Eというベリ匹本部のある国際獣疫会議

で，前年度の家畜の病気の発生状況報告があるのでそれに基づき，病気の国際的な侵入を

． 

． 
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防ぐ訳けである。現在アメリカに於いても不足しているが，日本は不足している時だけ多品花輪入

しょうとする。 しかいその時匠は時局国際価格が高く思う様匹輸入出来ない事陀なる。だから計画

的な輸入をやる為匠日本を貿易のパートナ ーとして認められない訳で ，これを多様化してゆかなけれ

ばならないのである。

その後 ，追加されたのがアイルランド ，マダカスカル ，メキ シコ ，バナマを加えて現在では ，10 

ヶ国をAグJレ ープた格付けしている。 Bグル ープは ，ほとんど動いておらず ，Bグル ープの数ケ国が

AグJレ ープ侭昇格しただけである。問題陀なるのは ，残る Cグル ープであるが ，何故畜産物の中でも

牛肉がその様に騒がれるというと ，グラフで見ると昭和 25年 ，30年 ，35年 ，40年 ，45年 ，． 
5 0，，， 

ニワトリ

ー牛肉の消倣位

1 5 l人当り

25 30 35 40 45年
として食肉の消侵紐というものが急増している。これは ，所得水準食生活の多様化等から急増してい

るわけで ，昔は牛肉の消侵籠は 50%であった。

例えば 10キロ我々が 1年間匠肉を食ぺたとすると ，その肉の5キロは牛肉であった。ところ

が牛は 20 0回に 1回程度の割合でしか双児を生まない。これは人間とほぼ同様の割合である。

授籾して体内に仔牛が入っているのが 28 5日，そして一回匹一頭しか生まない。生まれて来て

から最底 24ヶ月 ，2年して肉になる。

一方これが逆匠牛以外の豚やプロイラ ー等は回転も早く ，集約的匠供給出来るのでこれの占め・る割合が大きくなって来ている。 （牛肉の消代蘇は今日では 15%)本当は牛肉をもっと消伐 し

たいのだが，高価な為になかなか消費出来ない面が多分たある。かって・ンエア ーの低い羊肉 ，プ

ロイラ ー， 豚肉などが今ではほとんどの・ンエア ーを占めている。これは結局牛が増えない為であ

り，農家側としても時間がかかるなどで余り乗り気がないわけである。

それが ，今日の牛肉ヽンエアーの停滞となっているが消伐者は1vc:牛肉 ，2VC豚 ，3にプロイラ

—その他を希望している。 そこで農林省としても ， この様な状態を放置してお〈と既匹国際価格

から見ても 2.5~3倍に近い価格水準を取っているわけで ，米の食管と同じで内外の較差が大き

い

牛゚肉を消骰しょうとする傾向は高まっているの匠，この較差をうめる為匹 I.Qではありなが

-2 1 -



ら対前年比で20~ 3 0％程度ずつ輪入の割合を増している。輪入の割合を増しても輸出国が

それに見合うだけのプロダクトをしてくれなければ ，日本は輸入出来ない事花なる。

このAグJレープの国から輸入される場合は， ほとんど豚肉 ，牛肉を食ぺるといっても生肉であ

る。すなわちフレッジユミートで消伐したい訳である。だからAグノレープから入るのもフレッツ

ユミ ートであるが昔はフローズンで輪入された訳だが，今はチルドである。 チルド ，プロン

ズというのは，マイナス 50度なりに冷凍にしてそれを戻すというのであるが ，これを常混に戻

すと品痛みがする。従って ，肉屋の店頭で売っても色が変ったり ，味が落ちたりする。つまり ・；；

ユーツーなものがなくなってしまう事たなる。

一昨年の森あたりから「すえひろ」あたりがチルドで6℃~4℃程度で保って結局熟成を輸送

中にやらせている。非常匠このや り方が最近では強くなってきており ，フローズンも段々とこれ

に変ってきている。これだと価格も高く売れる訳で今日ではこの様な方法をとっている。

だから，このCグル ープの国が ，例えば印度が大鵞に牛が余っているので日本花輸出してドル

を稼ぎたいといっても ，これを突き破る方法は CグループがBグル ープに上り， Bグループが ，

A グル — プ匹上らない限りフレッシュミ ー トでは不可能である。

処が一つだけァルゼンチン方式というものがある。アルゼンチンは牛の国であり ，EC諸国あ

るいはヨ ーロッパ全土匹牛肉を輸出しており ，この中陀クックミ ートといわれるものがある。

日本でいうならば煮沸肉でありアルゼンチンはこの煮沸肉の国なのであってこれが Bグループを

素通りして輸入される。これは大きな業務用の罐の中匹牛肉を入れて ，指定された工場の中で，

あるプロセスを取って ，場合匠よってはこれらの中陀含まれる口蹄疫 ，牛疫なりの病毒を完全匠

アウトしたものである。従って ，これはコンプーフか罐詰にしかならない。このアルゼンチン方

式というのが今迄 Cグループで認められている唯一の貿易可能国である。

． 

従ってこのアルゼンチンに対しては日本の畜産局からその筋の専門家が派遺され，そこで工場 ・
もプロセスも指定してオ ーソライスしたものである。

一頃中国が日本匠対して牛肉を輸出しょうという事が過去 3回日本に調査団を派遺しており，

その調査団が見た限りでは病毒がないとしているが ，これは国交正常化以前の話しあいで ，しか

し，中国という広大な国で ，しかも周辺諸国は ，ネパーノレ匹よせてモンゴル ，チペット ，ペトナ

ムにしろ ．皆この口蹄疫がプラスである。完全匠マイナスだというのは ，日本の格付けからゆく

とCに入っていた訳であり， これが最近活牛を検疫の上輸入出来ることとなった3

しかし ，中国という国は畜産に於いて豚が多数を占めており ，畜産からというと中国は豚文明

の国である。
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牛肉についてはあまり輪出余力はないと思う。口蹄疫という病気は偶蹄類（蹄が二つにわかれ

て＼＾る）家畜がかかる病気であり，牛，水牛，プク，羊，山羊がこれ匹入る。だから家畜として

被害の大きいのはこらの家畜である。

これらの国々から入ってくるものでも，反すう獣だけが法律匠引っかかり馬などは 1頭 1採円

3億円もする様な種馬がゆうゆうと輪入されている。

このBグループも時と場合匠よっては，検疫期間を長くもって ，普通Aグループから入ってく

るものは 14日間の検疫で許可を出す訳であるが，これは過去のコンデ・ンョンを判定し，過去何

年間かの発生がなかった鴇合紀は ，検疫期間を延長して輸入検疫が行なはれる。

こういう国別けを日本は家畜の防疫の面から行っている。処が防疫の不均等を応呼しているの・は結局 CグJレープである。商社にとっては，牛肉はまさ妬住品の中のダイヤモンドな訳であり，

先程の表の様匹消焚動向を見ても充分理解出来る。

今日世界でどれ程の牛肉があるかというと ，牛肉は世界的た不足気味である。アルゼンチンで

さえ金曜日は牛肉を食ぺない日という事で国で規制して ，牛の改良増殖を計っているぐらいであ

る。貿易伍そのものもほとんど地忠生産 ，地場消費という事で，世界の貿易位は例えば 10 0キロ

あったとするならば，せいぜい5弔の 5キロ程度という事である。米と小麦！な国際商品として非

常匹輸出国，輪入国匠とって価値のあるものだが，米はそれ程ではない。米と同様 ，牛肉も余り

国際流通はない。豚肉の貿易の場合日本と中国しかこれを生肉で食ぺる習慣がなく ，西欧諸国で

は屯とんどペ ーコ ン，ハムなどの加工肉として豚を利用している。豚肉はもちろんこの口蹄疫 ，

牛と同様であるから法律に引っかかっておるが関税は 10弔である。

豚肉の場合は，政府が保証している。 1キロ 39 0円を基準として下位安定価格，上位安

定価格という幅を設けて ，ここから下落した場合 ，政府がこれを全部最低価格で買い支えて冷凍

● iEに入れてしまう。そして ，それが喬きくなった場合 ，海外からの輸入をゼロにして国肉の鎮静

化を計るという価格支持政策とムヲとアメの両方のスクイルで豚肉の場合はやっている。

処が，これは割合国際的な価格帯匠近いので豚の場合にはこういう事ができるが，一方牛肉の

場合匠は価格が全然上死あるので ，この様な価格の保証制度という様なものは ，まったくない。

それだけ匠需要の下おしというか底流は高い訳である。これが今行われている日本の牛肉を中心

とした綸出入の制度である。
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（質） インドネツアのバリとかスラペジ匠多いパンデン牛匠つ＾てである。パンデン牛という

のは南方の牛ではどういう位値づけがされるのか。 （牛の世界から見れば）非常尻繁殖

性の強い牛だと思うのだが。

（答） 牛というのは ，その地域の名前をとっているものが多い。先に少し述ぺた原牛といわれ

るもの ，これはヨ ーロッパ原牛とアジア原牛匠大別されている。この中で今述ぺた様な

ゼプ ，オウ （黄）牛 ，日本牛 ，この次匹くるのがバンデン牛だと考えられる。

牛の詳しい分類たついては ，東大の内藤さんが詳しいが ，ここでは一応牛匹はアジア

原牛とヨ ーロ ッパ原牛の 2つがあって 日本の和牛もこれらの遠い親類である。

又 ，繁殖の事については， 非常に繁殖は相互に可能であり，かけ合せれば子供が出来

る。畜産と いう と，何んでも近いものにかけ合わせれば混血が出来るのではないか ，早

い話しが豚と猪は出来る。 猪豚と称 しているが。処が近いと思われている山羊と羊は出

来ない。それから野鶏 ，東南アジア匠ゆくとバンキ ーバーと称する赤色野賤と緑色野鶏

もいるがこれは良＜出来る。家うさぎと野 うさぎは出来ない。簡単に見えても品種の非

常妬違うものである。

そこにいくと牛は角があったり ，コプがあったり色も様々匠違うけれども ，非常に近

緑なものである。ただ ，みかけの上で非常なバリ エー ションはある。いずれも 27 5日

から 29 0日の妍娠期間である。これは非常匠幅がある。何故アジアクイプはスロ ーか

というと ，これは生れる所の環境が大きく影響すると考えられる。

欧州の牛は早く生まれる。これは一説尻よれば ，結局ヨーロッパの母牛はよく母乳を

出すし ，外界の気候も非常匹快適な訳である。処が ，東南ア ・ジアの場合 ，生れた途端匹

スコ ールがあったり強い日光匹さらされるのでは ，早産で身体が往弱なものでは駄目な

． 

訳である。 ● 
そこで ，これらの地方の場合 ，体内で十分な体制を作った後匠生れてくるのではない

かといわれる。これは人間の場合も同様の事がいえると思う。だから牛の位置づけとし

てはバンデンもゼプも余 り遠いものでない ，かなり近い位骰匹あるといえる。

（質） 口蹄疫 ，牛疫の低抗性匹ついて ，パンデンの場合はどうか。

（答） 先程述ぺた様匹死亡率 5%というのは ，日本の牛 ，ヨーロ ッパの牛を除いたものである。

東南ア・ジアあたりの上焙の牛が口蹄疫で 5%,パンデンも同様である。

口蹄疫といっても ，日本の牛の場合はこれが発生するとたちまち死亡率は一辺に 10 

倍の 50％程度匠はね上がる。一番口蹄疫でおそろしいのは乳線がやられる訳である。

ヨーロッベや日本では乳用牛匠口蹄疫が入って来た場合被害甚大な択である。
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だからたとへ死亡率 50'1,程腹であっても口蹄疫をいみ獲うわけである。

処が東南アジア等の場合は，もともと母牛が余り乳を出さないので，口蹄疫にかかった処で余

り影響がない。ここで意外匠口蹄疫匹弱いのが水牛で，水牛は平均 85 0キロから 90 0キロ程

度の体重があるが，これ匠先程述ぺた様匠蹄間部にピンランが起きる。そこ匠ピッツオイ ，キン‘

，，＜ェというハエがウジを生む ，そのウジが段々匠組戦を喰い荒していって ，丁度靴を脱ぐみたい

に冠部，ひづめと肉の間匹メスを入れてしまう。そうすると，脱蹄といって靴を脱いだ見たい匠

ひづめが取れて，裸匠なってしまう。そうなると爪はもう生えないで，水牛の場合の被害は多大

である。

病気よりは，二次的匠ウジ陀寄生する脱蹄現象のため匠である。水牛は他の病気匠は割合強い。・豚は牛い比ぺて相当低抗力はある。

しかし，口蹄疫という病気は，例えば結核，肺結核はバチJレス，トウペルクロ ージスといわれ

る 1つの細菌匹よっておこる。ただそれが皮フ妬おこる，肺か腸かの場所匠よって違うけれど ，

これをと匠かくバスを飲んだり治療すれば治る訳である。これはいわゆる細菌匠よっておこるも

のである。またクイプが色々あり因子が有名なもので， O. A. C. Asiar1,SAT1,SAT2 

SAT3,と大別されるそれぞれに変種が別れており，と死かくクイプとして数種類ぐらいある。

そうすると ，普通免疫 ，抗原抗体反応といわれるものは， O型の 1に対して O型 1が拮抗作用

を取ってアウト匠なる。早い話しが，人間でもハッカ，マツンウイルス紀は効き，それから赤痢

菌なら赤痢菌匠効くがハエやアプが食ぺた物匠ワクチンをうってハエがかからないよう匹という

事は不可能である。

このように起す病原体が小さくたればなる程ダイレクト匹効くわけセある。牛疫というのがま

さにこれである。牛疫ピーJレスというのは日本の中村淳治博士が作って 「中村ワクチン」と呼ばれ，． とても良く効き東南アジアでは牛疫という病気はめった陀見られなくなった
しかし，口蹄疫ではポリクイプなあらゆるクイプたき〈ワクチンというものができない。今口

蹄疫はイギリス匠本部があり，東南アジアではクイのパクチンとプラジルに検査機関がある。こ

の三つで口蹄疫を何とか退治しょうとしている訳であるが ，今だ成功しないでいる。死亡率は現

地の牛にとってはさほど嵩い事はないがやっかいな病気である。
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（質） バンデン牛は，牛疫や口蹄疫，ダニ等匹同じような低抗力があるのか。

（答） その通りであり ，もしそうでなければ，いつも病気匠かかっているのV('このよう花生

き浅れない。

（質） 温帝たもってきて ，飼った均合はどうか ，同じようた抵抗力があるのか。

（答） おそらく有るだろうが ，そのトラレンスは大部分落ちると思う。先にビロと言ったが ，

これは学問的匠は,,,ペツァ，ペゲミナという原虫でおこり ，日本ではこれを大型ピロと

ょんでおり ，これ匠対して小型ピロというのがある。これは今日本でも山等で牛を飼う

事が多いが ，この時牛匠つくダニ匠クイネリアというのがあり ，これを小型ビロという。

小型ビロというのは ，ほとんど死ぬ事はなく ，発育の途中で一回かかって大部やせて又

もちなおす。だからこれを仔牛の時原虫の毒血を接種してやり，コンデイ、ンョンのいい

ところで飼ってそれから放牧するよう匠すればよい。大きくなってからかかると病気も

重くなるので ，

日本では小型ピロはあるが，大型ピロは日本匹はない。だからこれは原虫でおこる病気

であっても法定伝染病匠なっている。家畜匹も人間と同じく法定伝染病があり ，この中

でも特に牛疫と口蹄疫匠重点をおいて水際策で検疫を行っているというのが日本の動物

検疫の実態である。

（質） 黄牛というのは東南アジア一帯匠いる牛の総称であるのか。

（答） そこにいるのが品種であり ，ある意味では純粋の雑種であると考えればよい。

アメリカのテキサス ，キング牧場で，アメリカではゼプ牛の事をプラ ーマンと称してい

るが，しかしプラ ーマンというのはゼプ牛を基にして耐培耐病性のある耐暑耐病性の附

与を持って育種してできた固定した品種である。そのプラーマンにさらにヨ ーロッベク

イプのものをかけあわせピロに対する対抗性を持たせたものがサンク、シマトルである。

ゆえ花これは確立した品種である。

黄牛といわれるものはもっと定義的花言うと幅の広いものである。だから少々はゼプの

血もひいているので肩峰もでる。 しかしゼプに対してはオウ牛は非常に小さい。だいた

い大きくなって 45 0Kg位である。ゼプはオンゴルあたりでは 6o oKgl'Cなる。

（質） 性質はおとなしいのか',野性であるのか。

（答） 品種としては ，ゼプよりはおとなしいと思う。セプは相当ナーパスである。

．
 

．
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． 

． 

（質） 東南ア・ジアには肉質の開発，輸入等は絶対不可能であるのか。

（答） フレジェミ ートは不可能（日本の態勢がそうであるから）である。これを解決する為た

は ，アルゼンチン方式の煮沸牛肉かプイヨン ，加工穴品のミ ート ・ジュ ース的なものなら

一応煮沸減菌の網をくぐって〈るので実施協議的なものになると思う。現状では梨林省 ，

殷民を守るのであるという根本的な相違があり ，現実にきびしいようである。

（質） ホンコン，ジンガポーノレ匠輸出する時の価洛はどの位か。

（答） 2万～ 3万位，輸出の方法はメコンの川添から送ってきている。

（唆） 貿易仕が少ないというのは，入れる方か ，出す方か。

（答） 両方ともである。カンポジアが高ければ他の方から買うのである。 しかしジンガポーJレ

は非常たきびしいらしい ，ィ ギリスの領土であった事と獣医が東南ア・シアでは一番進ん

でいる。

（質） 肥育の状態と肉質について，肥育されない益牛匠使っていた牛は肉も悪く味も良くない

が日本の和牛のよう匠肥育すると肉質 ，味も 良くなるのか。

（答） さしがはいる。病理学的匹は脂肪変性をおこすという事である。組織匹は入らず腸かん

膜など匠脂肪がついて ，なおかつゆく所がないから筋肉細肪の中には入るのである。

ところが寒い地方で育った牛ではないから脂肪はない。

（質） CグJレープからAグループヘは行けるのか。

（答） CからAへは行けない。 CとBは結ながっており BとAも結がっている。その良い例と

してシャローレイという品種があるが肉牛としてナンパーワンである。この牛はフラン

ス産であるのでBグループであり，カナダはBグループから AグJレープ匹入れここで増

殖し ，混血を作るため種牛なり精液をアメリカ匠売り ，自分の処で増殖してアメリカ匠

牛肉を供給している。

ところが ，カナダが高い事を言うものだからメキ・ンコから入れた方が労働力も安いし牛

も安い。するとカナダがおこってしまって， シャロレイを入れるのをやめてしまった。

BからA(/(やるのだから ，ここで相当の検疫が行なわれる訳であるから，この貨用をネ

ガテイプたして ，いいところだけをアメリ カからもらうとしてカナダがおこってしまう。

カナダは，ジャロレ陀ついてはここ匠ペースをもうけてアメリカを・ンヤトアウトしてし

まった。アメリカは牛肉の不足を補うため匹日本からここへ入れた, BからAへこれが

ッャロ レーはフランス原産であり，この輸出陀ついてはフ ランスではコフラニミックス

という公社がありこれは 50％を家畜の登録協会が出し50％を政府が出贅した半官半
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民の家畜の輸出公社がある。ここでシャロレについては，ソダが極東の販売権を持った。

アメリカは病気が入るのを恐れて ，Bからは絶対に入れようとはせず，従ってジャロレ

ーでも，フランス産のはダメでフランス産から生まれたむすこ，むすめなら良いと占う

方式をとっている。フレッジュミートで入れないこと花はむつかしい。大品匠やればミ

ート ジュースという方式もある。

（質） 小動物の病気匹ついて

（答） 土沼のものを飼うならゼプ牛と同じことである。日本匠はない家畜コラレがない。

中小動物は面積をとらないので，大動物にくらぺてやりやすい。現匠ホンコン贅本が二

ワトリ匹ついては ，ィンテグレジョンしている。という事は原料がある訳で，トウモロ

コジにしても日本匠売らずに向こうで使えば安いし ，米ぬかにしても ，労働力，土，全

てのものをとって気候，衛生のマイナスをひけばどちら匠メリットがあるかと言えば中

小動物については向うの方がメリットがあるだろう。

現に日本から出ているのでは ，ニワトリ関係ではふ卵業0・実際匠消伐するものをやる

のではなく種属である。岐阜の後藤さんエンヤさんがマレージア ，ペトナム，ジンガポ

-Iレ，クイあたりにでている。まず種屋さんがのりこんで，その後民族汽本がやろうと

いう訳である。

プロイラー，レイヤー陀ついてはニワトリはある程度行なわれている。プク匠なると

牛と同じく口蹄疫の問題があり，国際商品としての関門がある。

（質） 東南アジアでの人工授精の可能性匹ついて

（答） ホンコンヘカンボジアの牛を出しているという話しをしたが， 40年位前，塁家がゼプ

牛を入れたらしい。これと黄牛をかけてカンボジア種というのを作った）カンボジア人も ，

． 

改良，育種という事匹は非常匹熱意をもっている。 ● 
人工授精は昔は ，一週間保存して使っていたが今は凍結液と言って液体窒素 (-196℃) 

で保存する。この中に精液匠グリセリンを 7'1,添加した精液を凍らせておくとほぼ永久

的匹使用可能なのである。 日本は今は全部これなのである。

ところがカンボジアでこの方法でやろうとすれば，種はゼプーを持ってきてやる場合い

〈らでも可能である。・小型の液体窒素の製造機を持ってきて，あとは電気と水で可能で

ある。国際精液銀行を作ってやれば ，非常匠・ンステマチック陀なると思う。

（質） 東南アジアのアヒルの卵匠は，パクテリヤがいるので生で食ぺてはいけないという話し

を聞いたがどうか ，人体匠も影響あるものか。
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（答） 日本のもの花もいる。

サルモネーラ ーというのは ，大腸菌ということであるが ，大腸菌は多くいる。これは食

ペ物を分解してい＇＾固さの糞にして出す役目をもっており ，このもの自体は病原性はな

い

゜

． 
しかし，例えばこのABCの三者がうまくつり合いがとれていたら良いが ，バランスが

くづれた場合妃病原性が発揮され，大腸カクル等を起す訳である。たまたま東南アジア

た行けば ，どっちにしろコンデーションが悪くなるから受の方が悪いから発病するので

ある。

大腸菌を 1つの指標に汚染の度合いを示すものと考えれば良い。

以上

．
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． 



． 

． 

水田用水を主とするアジアの水問頸

三井建設コンサルクント技術顧問

狩野徳太郎氏

緒日

ここ匠産業上欠くことの出来ない水の問題を取り上げて ，わがアジア諸国の水の甜給関係，水

の取得の手段 ，水利用の方法等を検討したいと思う。ここ陀云うところのアジア諸国とは日本 ，

東南アジア ，中近束諸国を指すものである。互いに国々の環境を異紀することを念頭匠おいて ，

以下述べる諸問題を咀喩して採ろ可きは採り更匠改良すぺきところは改良して各々国情匠応じた

経済的に技術的に最も有利な水の使用法を採らねばならない。

I 水の需給関係の現状と将来

A 日本の水の需給関係

先づ日本の水の需給関係を述ぺて大方の参考匠供したいと思う。

a 雨水の流出率と利用率

我国の平均雨量約 17 0 OHは世界の国々に比して決して少ない方ではない。 しかし国土総面

積が狭少であるので ，その年間の総雨量は少く，大略 6,0 0 0億屯である。；又人口過剰のため妬

一人当りに換算すれば 4,3 0 0,rtとなる。この個人当りの換算量は世果の国々に比して略平均値

に当る。 次ぎに流出嚢匠ついて見ると ，日本では土地が一→女に急傾斜であり，雨最も多く，従っ

て降雨の流出祉は大となり ，年平均流出量は 67％を算する。又年間流出鼠は ，4,00 0億屯と

なる。しかしながら日本の河川は急流であることに加えて，山林の伐採も少くないので，山萌れ，

地辻り相つき．，土地の荒廃するもの多く ，従って洪水と渇水の較差が大となり ，全流出量のうち

真に利用し得る範囲が狭められている。わが国の比流量（流域 100km'当りの河川の流量）は

次の如くである。平水籠， 3.4 7 rd I s,低水量， 22 3rd IS,渇水嚢1.3 0が／s,であって

洪水量の比流祉は河川匠よって考るしい差がある。 2 0 0ないし 30 0成／ s，殊に大なるもの

は ，1,o o o rd I sを越えるものもある。

森林の伐採も日本の如く需要の大きい国ではやむを得ないところであるが ，そのために山崩れを

を起し，地江りとなり洪水を招き ，河川の荒廃 ，土砂の流出 ，河港を浅くする等 ，この 10 0年

間に河況陀若るしい変化を見せている所が多い。又平水流が減少して河口から海水の逆流を起し
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淡水を塩水化し用水として使用不可能となっている処もある。

山地より土砂の流出 ，河床への推積は日本に於ては甚だ多く我国の悩みとなつている。大体わ

が山地の平均流出土砂祉は年間 20 07ri'/ kがであるが，これを土性植性等匹よって区分すると

荒廃地 10411f/kが，裸地 10 3 成／ kが，農耕地 102nf/kが，草地 101ri'/ k成，林地

1 0 m'/ kがと見ている。

次ぎに利用率匹ついてであるが，この様匠河川の流出量に於て洪水と渇水の較差の大きな急流

河川では ，河水を直接取水して利用する時は，無駄匠放流されることが多くなる。

わが国に於ける河水の平均利用率は， 19 6 5年（昭40) VC於いて 12. 8，，，であり， l9 8 

5年（昭60) 匠於ては21. 7劣になろうとしている。

以上換言すれば我国では年間総雨屈 6,0 0 0億屯のうち河川に流出するもの4,0 0 0 t意屯がり， ● 
そのうち利用された総祉は 6 5年は50 0~6 0 0億屯であったが， 8 5年匠は 1,0 0 0低屯

前後にならねばならない。

科学技術庁の調ぺによると，多くの河川匠於いてその利用率が 20~.3 0，，，までは，特に貯水池

を造って水源の増強を図る要はないが，それ以上の利用率となれば貯水池大いに造る可きである。

併し利用率が50~6 0，，，に至ると経済的限界に達して ，更匹上昇して70，，，匹達すれば貯水池等

造は経済的に不利であると ，これは外国の場合匹見るとその甚準が大いに異るものがある。アフリ

カのナイル河に例を採ると， ハイ ．アスワンダム (High,AswanDam) の総貯水容積は1.30 0 

億屯であり ，そのうち有効貯水容積は80 0億屯である。これ匹対しナイル河の年平均総流祉は

9 2 9侭屯であるから，ナイル河の利用率は86，，，となる。環境匠よって経済的基準が変らねばな

らない1例である。

因に現地踏査の際，概略計画を見積る時に便利である次の如き基準がある。湘誤のため匹河水を

直接取入れる時は ，被泄漑水田面積の 10倍以上の流域面積が必要である。貯水池による時は流城 ・
面積 5倍匹て足りる。時には 2倍でも用水瀕の役目を全うしている場合もある。この様に河水が用

水採として過少であれば貯水池により加用水を追加して流域の利用度を強化することになる。

地下水利用は雨磁の豊かな東南アジアでは余り問題とされないが，ゴム園高燥地雨季ー作台地等

では多少利用されており又計画もある。中近東匹ては地下水 ，伏流水は大いに灌漑その他の用水源

の対象となっている。海水淡水化さへ実用化されるに至っている。

日本匠比較して，砂漠地帯は別として ，熱帯多雨地帯である多くのア ・ジア地域は ，今のところ ，

水の需要匠対する供給位は充分可能であって，唯その取得方法と使用の方法を経済的に如何に処す

ペきかが問題である。
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b 農業用水の布給

日本の耕地面積，収盆は維新後 10 0余年の間匠著しい増加をなしている。 1 9 0 3 （明治 36) 

耕地面積 5,2 6 6千加（内水田 2,8 3 0千加，畑 2,434千加2) であった。 1 9 2 1年（大正5年）

耕地総面積6,1 6 2千加， 19 2 6 （昭和元年）畑地面積 2,9 6 2千加， 19 3 6年（昭和11年）

水田面積 3,21 9千加とそれぞれ最大限に達している。爾後次第に減少して 19 7 0年（昭和45 

年）に於ては耕地総面積 5,7 9 6千加 （うち水田 3,4 1 5千奴z'畑2,381千加）となっている。

又 ，米収岱は同年 12,393千屯である。

加当りの米収量を見ると ，19 0 0年l.5 0屯， 19 4 0年 3.1 5屯， 19 7 0年 4.3 0屯と

増加の一途をたどっている。このように増産成果の重なる原因は品種改良 ，栽培技術 ，灌漑工事・病害駆除等の研究 ，施工が過去数拾年に亘って行なはれて来たためである。

． 

日本に於いては旱魃年に於て却って米収祉の増加を来していると云ぅ ，開発途上国と逆の結果

を来たしているのは ，湖漑施設の整備されておるので ，旱魃年に於て一部の水不足匠よる減収は

日照多熱による増収花よって充分カパーされているためである。

現在は正しい排水改良の技術研究が進められ又事業としては工業都市 用水 労力と虚業用水

労力｝の調整を考慮した店地の基盤整備 ，機械化 ，自動操作等が行はれているぐ

農業用水消投紐について言うと次の如くである。

日本の水田の単位用水位は l5~2 51'1111./日を標準と し， 平均は 181/I.1/I.／日である。これ匠各

種水路内の損失を加えると ，1？i/ 8の用水妬よって， 40 0加の水田を灌漑維持出来る。畑地

灌漑の場合は平均 1日邪漑用水岱は 6霞1/I.である。従って 1が／ 8の用水匠て畑地 12 0 0．切の湘

漑維持が出来る。

1 9 5 5年の調査妬よると我国C農業用水源の種類別の益は次の如くである。

河川（湖沼含む） I 1. 9 8 2, 6 7 4 ha 7 0. 6，，， 

貯水池 473,058 l 6 7 

地下水裟流水等 3 5 2.2 9 1 1 2. 4 

計 2,8 0 8,0 2 7 1 0 0. 0 

現在水田の用水贔は全国平均 18J171t/日，灌漑日数 90日直接降雨量の 80％を有効雨籠とし

水路内損失 20'1,とするのが常識であるが， 1？i/ 8の水源で4o ohaの水田を湘漑し得ると云

うデークも用いられる。これ等を参酌して，水田 3,,f1 5千加と畑 2.3 8 1千加のうち 1/ 3を

灌摂面積とし用水黛を水田の1/ 3として計箕すると ，年間塁地用水罷は略 64 0像屯となる。

c 電力用水の滞給
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発電のための水の使用は水のエネルギーの使用であって，水自体の消炊ではないので他産業
の

水利とは競合しない筈であるが，その使用方法匠よっては，大きな関連がある。

憶源関発匠於ても水在源の逼迫ととも尻，その利用方式が次第に変化している。即ち 19 1
 8 

年より行はれた電力調査以来 ，使用電力茄の基準は渇水屈から平水罷匹移り，渇水時匠は補
給と

して火力発電所を加えるようになった。更匠河水の有効利用度を高めるため妬，調整能力を
考え

るよう匠なった。近年は火力発電がペース供給を占める割合が多くなって ，水力は火力の調
整陀

専ら用いられるよう匠なった。即ち火主水従の形となった3

最近ではピーク調整としての役が認められて，火力匠よる揚水が計画され，大規模水力地点
の

多く陀は，揚水施設の織り込まれた建設が行はれている。都市近郊の火力発電所匠 ，海水使
用の

揚水式発電施設がピーク用として併設され様としている＾

今後は一般水力地点の開発ととも匠 ，既設発竃所の増設，一般水力地点匹併用する揚水発電
所

の開発が行はれ，次いで水力発電の涸渇し始める頃から純揚水発電所が建設され，ピーク発
霞C

大きな部門を受け持つ様匹なるであろうn要する匠水力地点の減少と共に，火力発電が取って
代り，

水力発電が補助機関として ，電力のピ ーク時のみ需要に応ずること匠なる。

．
 因匠日本の電力の需給関係は下の如くである。

昭和 ，年度 1 4 5 4 6 4 7 4 8 

供 給 47,774 5 3,1 5 1 57,832 5 9,6 7 2 

需 要 4 6,313 51,721 57,782 63,926 

予 備 1,461 1,427 50 64,254 

同上率％ 3.2 2.8 0.1 △ 6 7 

（単位 1,000kw)

原子力発電の本格化傾向 ． 
4 3年度末 l 0. 3 % 1 6 6，，， 

5 0年度末 I 1 0. 2 6 8 7. 5 2 

6 0年度末 l2 4.8 0 4 0 0. 0 0 

（単位 l,OOOkw)

尚 ，49年度需要総電力量は4,6 0 6億kwhであって， 43年度のl.9倍に当り， 年平均
延

率 1l. 2 %となる。

又 ，電力需給関係の適正予備率は8~9％であるが ，上表の如くこれをはるか匠下廻ってい
る。

d 都市用水の需給
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上水道の需要屈は人口の増加， 1人当りの使用祉の増加普及率と共にその増率は急激に上昇し

ている。 19 6 0年（昭 35)の普及率は 48. 7'1,であったが ，19 7 0年匠は普及率 8o. 9'1, 

1人当 り使用址 50 0 l. /日年間総使用醤は 10 4伯屯とされている。

e 工業用水の需要

工業用水需要址の実組予想は次の如 くである。

万成／ 日

年間億屯

1 9 5 5 

9 7 

2 0 

1 9 6 5 

8 9 4 

2 7 4 

0

0

 

6
l
o

6

 

．
 

7

6

4

 

9

2
 

1

1
 

． f 用水需給の時期的変化と調整
我国の水の需給関係は次の如〈である。

我国の水の需要輩は現在大体河川の13 %.ぐらいであるが， 19 8 5年になっても 22，，，ぐらい

匠止る。

これに対して河川の供給能力は総量匹於いては充分であるが，河川水益及農業用水位の季節的

の変化匠よっては ，河川水を自然の流出のままのみでは不足することがある。大体その不足の時

期は 8月である。この時期の我国の総渇水籠は ，全国総水利権許可水益より少ないと云う奇現象

を呈している。

全国の河川水利権 3,190が／8 

農 業 用 水 2, 5 0 0 

上 水 道 9 0 

工 業 用 水 1 3 0 ． 河川維持用水 4 7 0 

全国沖川総渇水旦 I 2, 8 6 0 

／
 

ここ妃貯水池の必要性を生ずる。貯水池妬於ては自然河川の場合と較ぺて，その流城面績を 2

倍から 5倍匠利用出来るのである。

我国の貯水池操作は ，東南ア・ジアの場合の如く ，前年の雨季の貯水を，次の雨季の使用時期に

至るまで ，乾季中蒸発にまかせて多大の水の損耗を止むな〈すると云う不利はない。又 ，ァフリ

力砂漢地域の如く累年の貯水を旱魃年匠使用するなど ，越年して使用計画を樹立しなければなら

ない程逼迫した水資領に頼らねばならないこともない。

日本の貯水池の操作する周期は一ケ年である。 ーケ年以内に貯溜した水を ，その年の内に使用
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し終みのが一般である。その上稲作期間中の降雨分布が良好であるので ，貯水容積の 2倍以上

の水試がイi効匹潮漑匹使用される。

我国の河川の流出情況を利根川の例匹よって見ると次の如くである。日本の大河川は大体この

例匠類似していると見てよい。

4~5月の間は冬季の積雪が融解して流出すると共花 ，その時の降雨も流出するので相当の量

となる。次に梅雨季匠入り 6~7月の流仕は更匹増加する。 8月は旱天多〈減水し ，再び9月匠

増水して， 11月に至り急に減水する。 1 2月～ 3月は渇水季である。 8~9月は台風豪雨匹見

舞はれ洪水となり又旱天にも見舞はれ渇水ともなる。即ち 8~9月は災害の多い季節である。

河川の流出状況が以上の如〈なるのに対して，用水需要の大宗である塁業用水の需要は4月苗

代立てを行って取水を開始し， 6~7月は植付用水のビークとして需要が増大し， 8月は花水用

水として最大水量を連祝的に要求される。 9月中旬に灌漑を終る。

上水，工業用水の需要も ，夏季には多いけれども塁業用水の如く時期による較差は大でない。

この様に丞節による需要と供給の変化匠より結局 8月が供給不足の危機に見舞はれる。 ここに貯

水池が必要となる。

我国の貯水池の操作は次の如くである。 4月末までに満水して， 5月 1日から農業用水として

放水を開始する。 9月25日に放水を終る。工業用水，上水は年間を通じて行はれる。治水のた

め匠洪水調節を兼ねる貯水池妬於ては ，8~9月の洪水に対しての洪水謂節容祉として， 7月1

日から 9月30日まで，定められた容祉を空きょとして確保してお〈。これに満たされた水は 10 

月以降の工業又は上水迫のために使用する。再び翌年 4月1日までに満水する。即ちーケ年間を

一周期とする操作法を行う。

B アジアの米の需給関係

世界の現在の人口は 3L 6億人であるが，このうち 52，，，匹当る 17. 1憶人がアジアに生活し

ている。 しかもその国民所得は少〈アメリカ 2,308ドル，オランダ 85 1ドル匠対し，アジ

アに於ては70ドル前後である。現在アジアの大部分のところでは人口の 1/ 4が飢餓の状態に

ある。

以上がアジアの現状であるが，ァジアの人口増加率は 2~3，，，であるが，これ匹対し農業生産

増加率は 2,;,以下匹ある。西暦 2,00 0年には世界の人口は現在の 2倍の 60億を予想される

が ，特にアジア人口は 2.5倍となるのであろう。
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． ． 
各国内情勢及各種主兌生産物の需給見通 しは下表の如 くである。

各 種主食牛 産物 需給 見 通し 表 単位 IO O J5トン見通 1ガト ン実績

3
 7
1

 

1 9 6 3年世 界 の火杭 1 Y 7 5 年 世 界 の兄 迪し l 9 8 0 年 世界の見迪し

生 産 輸人 輸出 消 伐 パランス 生産 輸入 輪出 哨伐 茫ランス 生産 輸入 輸出 消伐 バランス

モミ

2'1,880 502 7 4 7 16,676 + 2 4.5 2263 1 3.1 J I 6 2 2.8 -J.5 2 5 4 5 1 7.4 1 9 3 2 5 2.5 + J.9 米

精米

I 6,9 2 1 

2 2.1 tf 6 3,980 4,1'1 1 2 2,0'18 + 97.5 3 2 3.9 5 3. l 6 6.8 31 0.2 • 1 3 7 3 7 7 0 6 l. 4 8 9.9 3 4 8.1 + 28.9 小及
4 3,0 4 2 2,642 2,642 4 2.4 5 6 + 6 5.3 5 ~ 6.4 4 3.9 5 0.0 580.3 + 6 I 1 5 l. 6 5 3.2 6 0.5 6 4 4 3 + 73 粗粒穀物

J,J 36.6 1101 127.4 91 3.3 + 18.3 1 2 8 3 1 1 3 1.6 169.7 1.2 4 4.9 + 37.7 i「

1 9 6 3 年 アジア の 実 積 1 9 7 5年アジアの 見 通 し l 9 8 0年 アジ アの見辿し

生産 輪入 輸出 哨 伐 バランス 生 産 輪人 輪出 哨骰 パランス 生産 輸入 輪出 消代 バランス

モミ 3 1 4 4 4 5 1 0.1 1 6 + 1 3 1 130.7 1 0.3 7.2 133.8 -3.2 1 4 5. 9 1 4. 0 1 1. 9 1 4 7. 9 -2.1 米
1 5,0 6 9 

精米

10,24 7 

5,2 8 9 1,278 35 6,426 -11,374 7 5.6 ~ 3.3 0.1 9 8.8 -2 3.2 8 5.2 2 9.2 0.4 11 4.0 -2 8.8 小炭
4,1 5 9 269 82 4,367 - 213 5 6.7 6.7 ll.l 62.2 -5.5 6 2.8 8.9 1.8 7 0.0 -7. 1 粗粒穀物

2 6 3.0 ~ 0.3 B.4 2 94,8 -3 l.9 2 93.9 5 2 1 l 4.1 3 3 1.9 -3 8.0 計
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＼ 
国民 全人口匠 米（籾）

国土総面積 総人口 密度 増加年率 所得 対する炭 耕地面積 耕地率 湘摂面積 収祉

KI (1 9 6 5) • 1965 58-65 1965 業人口 千 ha ％ 千 ha (1 9 6 5) 

千人 ば＇ ，，， 1人トウレ 佑 1 O OKg/ha, 

(1 6 3) 

ビルマ 678,033 24,732 36 2.0 57 62 15,878 23 753 1 6.6 

カンボジア 181,035 6,11 5 39 2.5 88 80 2,938 16 1 0 0 1 0.7 

セイロン 6 5,610 11,232 171 2.6 54 1,876 29 341 1 7.7 

(164) (16 4) 

イ ン／ ド 3,046,232 483,000 1 5 9 2.3 89 70 161,940 50 2 6,1 3 0 1 3.1 

(1 5 4) (161) 

インドネ・ンア 1,496,564 1 0 4,500 70 2.2 52 66 1 7,681 1 2 5,536 180 

(1 6 4) 

カンコク 9 8,4 3 1 28,377 288 2.8 90 56 2,256 23 1,286 38.5 

(1 6 4) (161) 

ラオス 236,800 2,000 8 2.3 50 8 1 800 3 750 8.1 

＼ 

マレ ージャ 332,632 9,403 6 J 309 5 5 (164) (16 4) 

（西マレー ジャ） (1 3 1,3 1 2) (8,0 3 9) (6 1) (3. 1) 2,484 1 7 253 27.l 

(16 4) (I 6 I) 

ベキスクン 9 4 6,7 1 6 1 0 2,876 1 0 9 2 j 8 l 7 4 2 6,0 2 l 1 9 10,761 16.8 

(I 6 3) 

フリッビン 300,000 32,345 1 08 3 3 136 59 7,934 37 958 1 3 J 

(16 4) (1 6 4) 

ク イ 514,000 30,591 60 3.0 102 78 11,26 7 2 1 2,063 1 6.1 
(1 6 4) (I /; 1、

南ペ トナム 170,806 1 6,1 2 4 9 4 3.2 96 85 2,935 1 8 6 1 3 1 9.9 

11 本 3 6 9,6 6 l 97,960 2,6 5 1.0 682 2 7 6,005 1 6 3,123 49.5 

． ． 



． 

． 

Il 灌漑排水技術

日本の泄漑排水技術を述ぺてアジア諸国の参考に供するものである。

A 淮漑

a 湘漑操作

一般にここに説こうとするアジアの大部分は，日照と蒸品の供給は充分に恵まれているところ

が多い。又河川の流益も豊富である。唯その流紐に季節的変化があるので ，作物の栽培は ，河水

の潤渇に合致する様行はれている。日本の場合はこれと異り，河水の潤渇の調整は，用水源導水

施設，淮摂技術により行はれているので，栽培操作は比較的乏しい日照の長短気混の上下に対応

する様行はれている。

一般に寒冷の東北地方は ，暖い西南暖地に比し ，遅れて栽培を開始し ，早く収穫する。

中間の暖地における標準の栽培型は下の如くである。

暖地匠おける稲の栽培型

こ 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 
上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下

゜R へ ヽ

゜； 早期栽培早 期栽培 レ ／ 』'‘’‘9 』'~』

゜栽

早期栽培

普通栽培

晩期栽培

極早期栽培
トンネル苗代

蓉苗

b 湛水深

L// / /』

I 

早期育苗
平カサ苗代

レ/9／イ代
苗代期

゜

゜
I 

I I 

゜ ＇ 

普通苗代 出穂期
ひふくなし

三 期 に互ニコ 本田期

日本に於ける水田の湛水深は普通 3~ 1.5cmである。しかし育成の時期匹よっては深浅を異ら

しめる。

移植後活着まで 1週間ぐらいは深か水とする。 目的は移植直後の苗を保護すること ，水田のi尼

土を沈定させること花ある。 7月下旬苗の生育分けつ旺盛な時期には浅水とする。目的は根陀充
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分な日光を当て ，根張りを強くし茎を強〈し，分けつの旺盛を計ること匹ある。この期間は時

々落水して，田面を大気に触れしめ ，根の発育を良好陀する。

穂牛から開花匹至る期間は再び深水となる。 目的はこの時期断水することは稲妬甚大な被害を

与えるからである。又深水とすること花よって ，稲の無効分けつを防ぐ効果がある。開花後は再

び浅水として，収穫前 25日ぐらいで落水する。

湛水の深浅は地方によって異らしめる。東北，北海道で深水とするのは，寒冷地に対する保温

のためである。試験によると水深 5cmの嶋合の収嚢を 10 0として， 1ocmの場合 170,15

cmの場合 22 0であったと，精細な灌漑操作が許されるならば夜間深水，昼間浅水又は落水する。

これは単に保混を目的とするばかりでな〈，暖地でこれを行う時は稲の根に温度の変化を与え

て，稲の生理作用を良好匠する。

九州地方では深水とするのは，稲の倒伏を防ぐためであるが地温の過熱を防ぐためにも行うこ

ことがある。熱帯地方の水田の湛水深は少なくも 1OC71叫、上であるがこれは単に粗放栽培のため

ばかりではなへ

因に稲の健全な生育のためには水温 24~2 5℃がよ〈， 28~3 0℃が理想的である。 40 

℃を越えると有害である。又昼夜の源度差は10℃ぐらいはあった方がよい。

c 落水の時期

落水の時期として寒冷地は稲揃い後 25日，西南暖地に於ては穂揃い後 30日が適当である。

しか以湿田のため窒素過剰のため ，倒伏の恐れある湯合は落水を早める。その反対に乾田の場合

で ，病虫害発生の恐れあるところでは ，落水を遅らせる。ただ落水後直ち匹士地が乾燥状態たな

るところでは早期落水は好ましくない。最大容水盆の 80~9 0％の水分が土壌中残存している

ことが望ましい。

近年の泄漑法としては ，生育期間中絶えず涎水することを避けて ，適当V(I田干 Iを挟むこと

によって収品の増大を計っている。この方式は，南方に於ても試験の結果同様に稲の収益を高め

ると云はれている。

かって日本で行はれた米作日本一となった水田匹於ては， 3灌2落式間析灌級法を行って，

10,239 t／加の収量を挙げている。その灌漑方法は次の如くである。

移植後活殖までは深水とし・，以後は減水深 1日15m1ILの水田で， 5日目ごとに 9'/IL'/ILの湛水をな

し，灌水後直ち匹止水する。従って 1~2日間は軽〈田面を干すこと匠なる。 これは土壌の酸化

作用を促し根腐れを防止することになる。又生育の初期深水としたことは保温の効果があった3

更に還元作用が極度に進行した7月20日から 1週間中干しを行った。この時の最高の分けつ

-4 0-
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期であるので ，呼吸作用も盛ん陀行はれ ，酸素も多く要求される時期であるので稲の生育に役

立った。

この様陀濡漑期間中に，時々田干しをすることは多くの試験実例匠よってその効果が証明され

ている。

d 水田の縦没透

水田用水の節約のために土壌面からの降下滲透を絶対に起させないことは稲の生育のため花よ

くない。 縦滲透として或る程度の降下滲透のあることは必要である。そのためにある地方では田

面下 1mぐらいの土陪中に暗渠を埋設して，湘概期間中降下滲透を促しているところもある。この

縦没透は稲の生育の如何なる時期匠 ，如何なる品が必要であるかは深い研究はないが ，今実施さ・れているところは次の如くである。

． 

移棺後根の活消まで， 10日間ぐらいは地下滲透させないで深か水とする。その後生育の旺盛

となるに従って地下滲透を与える様匠する。その滲透批は今のとこる ，24時間に水深で表わし

て15~ 2 5lll重をよしとしている。これ妬田水面の蒸発 ，葉面の蒸散を加えて， 20~3 0711霞が用

水屈として適量となる。

この地下滲透が稲の生育のため匹よき理由としては ，新鮮な水を土壌中に送って ，根に充分な

酸素を補給し ，又土壌中の諸物質の分解作用匠よって生ずる有害物何を洗い流す効果がある。

科混地帯の地下滲透は土壌の冷却のために ，又寒冷地帯の地下滲透は土壌の保温のため匹それ

ぞれ効果がある。ただ滲透速度を余り大にすることは地中の養分を流去して ，又寒冷地帯では一

陪地温を下げ ，その上湘誤用水の浪費をなして不利である。

e 用水址

我国の水田の平均用水屈は水田の土壌によって異り ，次の如くである。

我国の平均水田用水益

砂 土 1 日減 水深 2 6. 9訊皿

砂 壌土 1 2 2. 5 171171 

壌 土 1 1 7. 3霞11L

埴壌 土 1 1 4, 7叩霞

埴 土 1 1 3. 8 111111 

乎 均 1 1 8. 0 711711 

以上の減水深は降下滲透 ，水面蒸発 ， 葉 1面蒸散•J_)総祉で ある。実際用水祉として濯摂計画を立

てる時は，この外匠植付用水として 15 om，水路内損失として日本の湯合普通 20，，， を見込み，
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泄漑期間の直接降雨の有効罷として，その 80，，，を差引いている。

例題 灌漑期間 90日，その間の平均雨品68 on 

減水深 1 81117JIの時， 10 0加の水田の用水量を求む

(1 8 X 9 O+ 1 5 0-6 8 0 X 0.8 0) X (1 0,0 0 0 X 1 0 0)= 1 5 3 7,5 X 1, O O O成／年

0.8 0 1,0 0 0 =. 1 5 0万立米年

B 排水

a 浸水被害

水田が冠水した場合，稲の被害減収量は浸水の時期，浸水時間，浸水深，浸水の清淘匹よって

異り，次表から求めることが出来る。

浸水匹よる減収量表（，，，）

(a)分けつ作用のようやくおとろぇ，草丈伸長なお旺盛な 8月9日より浸水を開始し，浸水の 日数

によ る被害の相違を試験したもの（移植 7月1日）

浸水日数 I不没水 I2昼夜 I 4 6
 
8
 

1 0 1 2 

籾収 羞 I1 o o 9 3 7 1 50 1 9 7
 

3
 

（廿 移植後 7日目すなわち7月 11日および15日目すなわち7月19日各々浸水を開始し，ま

た浸水日数も種々変らせて被害の相違を試験したもの（移棺 7月5日）

水
日始

浸

開

7月11日すなわち

移棺後 7 日目 7月19日すなわち移棺後 15日目

浸水日数 l不浸水I4昼夜 I 6 I 8 ー 2 I 4 6
 
8
 

籾収饉 J1001 84 145 135 I 10411031 79 I 81 I 53 

(c) 穂牛中すなわち 8月29日より浸水を開始し，浸水日数を種々変らせ被害の差異を試験した

もの（移植7月2日）

．
 

．
 浸水日数 不浸水 2昼夜 4

 
6
 
8
 

籾収 品 100 40 22 11 ー

(cl,} 開花中すなわち 9月12日より浸水を始め ，浸水日数を種々変らせ被害の差異を試験したも
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(d) 開花中すなわち9月12日より没水を始め，浸水 日数を種々変らせ被害の差異を試験 したも

の（移植7月2日）

浸水日数 不没水 2昼夜 4
 

籾収量 100 4 7.1 36 

(e) 没水日数を一様た 4昼夜となし成育各期匹わたり ，没水してその被害の差異を試験したもの

（移植 7月2日）

．
 

浸 水
9月2日 8月29日 8月9日 7月16日 7月9日

開始の日

同上時期 分けつ衰え
不浸水 開花中 穂年中 草丈の伸 移植後 移植後

の成育状態 長旺盛な 2週間目 1週間目
る時期

籾収 祉 1 0 0 36 2 2 80 89 9 3 

(f) 没水日数を4日間 とし深さを異匹する場合の被害の相違 （移梢7月5日）

．
 

浸水開始 不浸水 7月 2 1日 8月 10日 9月 1日
の日

移植後 17日

同上時期 目たして草丈 分けつ作用衰え 穂学中
の の伸長分けつ 草丈伸長尚旺盛

成育状態 作用共匠旺盛

同上時期の草丈 4 2.4 4 2.5 65.2 6 4.2 6 5.8 80.3 8 0.6 8 2.6 8 0.0 

浸水の深さ 30 60 30 60 90 30 60 75 90 

籾 重 1 0 ( 93 7 8 90 84 75 92 40 6 3 

(g) 8月6日すなわち分けつ作用を停止し ，草丈の伸長ますます旺盛なる頃 ，清淘 2種の水をもっ
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て浸水比較試験をなせり， （移植 7月1日） ，ただ以蜀水は粘土を溶解せしめしもの匹して ，

濁度は水 1,0 0 0 C C中，粘土0.565'/であった。

不没水 I1昼夜 2
 
4
 
6
 
8
 

97 5 6 I無収穫 I無収穫 I無収穫
1 0 0 

931 801 54 2 5 

表に見る如く渇水による冠水は被害甚大であって， 4日間湛水すれば無収穫である。 これに対

し清水であれば減収量は 20，，，に過ぎない又湛水深が深い程，被害が大であることは当然である

が ，その葉先きが水面上に出ているか否かによる減収率の差は若るしい。又生育の時期が穂牛前

期最大 ，次いで穂牛期，開花期の順である。

b 早魃被害

旱魃のため泄摂不能となった時 ，その減収状況を調ぺて見ると ，その時期によって被害祉が異

なる。即ち活沿期の被害は大きい。それより時期が遅れる程減少して8月が最少とな加穂牛前期

匠なると被害は大となり，穂牛期が最大となって開花期には減少し始めて，以後次第に減少する。

旱魃強度と被害最について行った試験杞略説すると ，泄水停止2週間に及ぷと減収の被害が現

はれて来ることは日本の試験結果と東南アジアの水田の実際と一致していると云う。

c 塩害

稲は塩分濃度o.1，，，妬て被害を感ずる。 0.2 5~0. 3 5，，，匹至れば枯死する。塩害は稲の生育

初期程大となる。殊に分けつ閉止期前が致命的に大きい出穂以後は殆んど被害はない。発芽期に

おいては塩分濃度が極めて稀薄なれば却って促進の効果がある。

1株籾重
I 

塩分 (Nacl)濃度佑 i 穀物収址

゜
3 0. 3 5 Q 1 0 0，，， 

1 3 1. 2 6 1 0 5.0，，， 

3 2 0.4 5 6 1.5弔

4 1 0.8 1 3 5.4 % 

5 o. 7 0 2 3.0弔

．
 

．
 d 高混障害

稲のため花は昼間高温で， 夜間涼しい程度の低温が よい。 日照の強い昼間 30~3 2. 3℃夜間

はこれより 10℃低く， 昼夜平均が最良の条件である。
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時期的に云うと分けつ期までは高温諒害はないが穂学前期頃から温度が高すぎることはよくない。

高温防害に対しては ，日中深水とし夜間は落水する。掛け流し灌漑も高混障害防止の一つの方法

である。九州方面では湛木区より掛け流区の方が収祉が多い。

高混応害の試験結果は次の如くである。

．
 

試験年 泄水区 掛流区

昭和22年 1 0 0 1 3 0 

2 3 1 0 0 8 0 

2 5 1 0 0 1 2 0 

2 6 I O 0 1 0 5 

c 早期栽培と塁業水利

以前は我国単位面積当りの米の収位は，西南暖地匹多く，北方寒冷地匠少かった。北部は日照

気福共匠少＜，短期間に成育を遂げて収穫を終らないと，寒冷に見算はれる恐れがある。西南暖

地に於ては生育期間 12 0日ぐらいの収穫益の多い晩中稲を栽培出来るが，北部は90日ぐらい

の中早稲を栽培しなければならなかった）そのため単位面積当りの収益は南部北部に優り ，しか

もそれが当然であるとしていた。

ところが北部寒冷地帯では ，長年陀亘って耐寒多産の品種改良匠努め ，遂いに成功して現在で

は逆転して寒冷地である北部の方が，温暖地の南部よりの単位面積当りの収儀は大となるに至っ

た。

そこで西南暖地でもとの北方の早生の新品種を移入して，北部と同様の気温の季節に栽培する

様匠なった。これが早期栽培である。

栽培はその品種に適する気温即ちその種の故郷の気温と類似する季節に行はれねばならないの

● で，西南暖地では6月苗立， 7月移梢を行っていたものを 3~ 4月苗代， 5月移梢となり又収穫

もl0月～ 11月でったものを7~ 8月行う様になった全成育期間 12 0日が 90日に減った。

泄摂期間がこのよう花減ったので，湘漑用水翡も少なくて済むことは当然である。広地域の水

田地帯の場合河川の上流地城と下流地域と匠普通栽培と早期栽培とを分けて行うこと花よって ，

河水の需要のヒ・ークを緩和することができるとして歓迎されている。その上嚢業労力の需要期を

も分散出来る。

早期栽培が本来の店業の目的は 2つある。第1VCは成育が早く ，成熟期が 7~8月であるので

日照気温とも匹豊富の時であり且つ茎葉もまだ生活力が衰えていない時であり ，種子の充実が充

分して行はれ収麓 ，品竹とも匠良好である。第2VCは日本では ，8~9月が台風の季節であり文旱

-4 5 -



魃の季節であって ，災害の多い時である。早期栽培匠於てはこの時期には既匠健全な成熟を遂

げており或は収穫を終っている。その他第2期作物栽培の時間的余裕を与えること ，早期栽培匹

よれば日本でも稲の 2回作が可能であって， そ心収穫は10加／haを出した実例がある。

D アジア諸国の灌漑事情

アジア諸国の淮漑事情を見ると各国とも匹海外技術を導入して ，各地に進歩した大規模な貯水

池計画 ，導水路計画が行はれ ，或は実施の段階匹入り ，更に完成を見たものもある。 しかし近代

的用水源施設の水を受ける水田の整備は殆んど行はれていない。私の見たところ安南山脈匹沿う

海側の平野部は南北匠狭長にして相当の傾斜もあり ，洪水の被害の状況 ，河水の取水 ，貯水池の

建設構想等日本の場合と酪似している。従って湘漑操作なども日本の方式はほとんどそのまま適

用出来る。 日本よ りこの旧アンナン地域に優れた点は気温の制約なく何時でも栽培出来るところ

である。田梢えと収穫が隣り合せの水田に行はれている光景などは日本匹見られない奇観である。

多くの平胆な大平原では ，洪水がほ しいままにはんらんして ，これに適応する栽培方法 ，栽培

時期が採られている。普通栽培の外花浮稲 ，減水季稲 ，二回移植稲などがそれである。収址は少

く日本の 1/ 4ぐらいで1加／haのところはよい方である。

この様な高混 ，多隔のアジアに較ぺて ，中近東方面には砂漠の影響を受けた高温ではあるが ，

極度に乾燥した地方がある。 この様なところでも水田は多少行はれている。 この様な砂漠でも湘

漑水が充分匹あれば稲は育つ。併し周囲の空気が余りに乾燥していると ，根より吸収する水分が

葉よ り蒸発する水分を補い切れず ，葉は巻いて遂いに葉先きより黄変して枯死する匠至る。要は

稲の上屈部の徴気象を如何匹して盤潤に維持するか匹ある。水田を集団して栽培すること防風林

を設けることなどがその対策である。

前述した日本の栽培方式も現地の事情を察 して適当匠漸次適用すぺきことは云うまでもない。

例えば日本では湛水深3.0~1.5cmを標準としているが ，日本でも九州地方では根の過熱を防

ぐため匠 ，深水と し或は田越湖漑を行はなけねばならない場合がある。 東南アジアの水田が甚水

深を 1o en以上とし或は田越淮漑を行うのも一概匹 ，改良さるぺきかどうかわからない。又日本

でも浅水は病虫害の発生 ，土府中塩分の上昇を促すことがある。東南ア ジア匠は地下が浅く塩分

を含む広大な地城が存在する。

東南アジアのある地域では乾燥季 (11月より 3月まで）た生育する品種の育成匹従事してい

ると聞いたが ，これが完成すれば灌漑計画匠好都合である部面がある。現在の稲の栽培開始期間

は 4~5月であって， この時の用水源として ，前年の雨期の水を貯溜し，半年匹近い期間の乾燥

季は ，水面蒸発匹より水深 1mの損失をほしいまま匠されると云前記の如き不利を免れない。若

．
 

．
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し上記のような改良品種が出来ればこの問題が解消される。

我国の如き排水計画を実施すれば ，河川の氾濫がもたらす肥料の供給を失うことも考慮妬入れ

ておかねばならない。

l[ 各地域の土地環境と水の需給様式等の開係を代表する事例

アジア匠於ける地城的現境の異る三大用水源をなす利根川 ，メコン川， ナイル川を挙げ，そ

れぞれの流域の水，地貌， 気象の条件，水利用状態将来の計画を説明し，今後の灌摂排水企途匠

対する参考とするものである。

A 利根川

河況

利根川の流域面積 15, 7 6 0 kJ.（山地41％平地 59弔）を擁し ，本流の延長32 2 k鵞， その

平均流鵞 ，下流布川地点匠て，最大 7,5 3 5成／ 8,平水 14 5吋／s'渇水 47が／ 8'最小

6. 5成／ sである。江戸川分水前の栗椎匹於て最大 10,692成／8 ，平水 19 5が／ 8,渇水

95rrf/s,最小6.2 7r(/ sである。

河況係数即ち最大流蘇と最小流量との比較は栗橘匹て 48 4となっている。

利根川年間総流量は ，本流 70憶ト ン，派川江戸川 46億トン，計 11 6億 トンである。これ

匠途中からの取水巌を加えれば 13 0~1 4 0億トンとなる。

用水利用状況

利根川水系総合開発が政府で実施決定された 19 5 7年当時の調ぺ匹よると，利根川水系全体

の耕地面積は22 s. o o oha（水田 13 s. o o oha，畑 90, 0 0 Oha)あり，その水田の総取水

gは水田単位用水量29m／日と云はれておるので約 466rrl/sとなる筈である。

利根川全水系の平均取水袖は上記の如くであるが ，利根川本流匠ついては溜概面積78,000

haを有しこれ匠対する取水械は 200rrf/sとなる。この取水は上流部に多く ，八斗島下流 15 

〇而／ s栗橋下流 72成／ sを取水している。このほか上水道 7'llf/s,工業用水 2成／ 8'江

戸川維持用水 9が／ s，利根川維持用水 50rrt'/sが必要とされている。栗橋下流匠於てこれら

を合せて l4 0成／ sが必要とされている。

現在の耕地状況匹ついて云う と， 22 s. o o oha(1.)耕地 (13 8, 0 0 0奴亙）水田， 9o. 0 0 0 

ha(1.)畑）の改良 ，開墾可能面積 23,0 0 0如あると云はれている。工業用水，上水道の需要は目

覚しい膨脹を示している。

利根川水系総合開発計画の主なるものは貯水池 8ケ所，総貯水容栢 10 4徳トン，有効貯水星
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1 2侭トン又河口匠近い霞が浦，印播沼等は調整地として用水の不足を補給し，常陸川及本流

紀て河口堰を設けて海水の逆流を防ぎ使用可能の水量を増加せしめ様とする計画であって ，全工

事略完fしている。

この計画陀よって供給を期待される量は下記の如くである。

------- 1 9 7 0年 1 9 8 0年

用水区分 成 ／s ?i / s 

上水道 4 6 2 6 5.9 

工業用水 3 2.6 4 9. 9 

臭業用水 4 1. 6 3 6. 2 5 

計 1 2 0. 4 1 5 2.0 5 ． 
利根川流域の早期栽培

早期栽培を利根ii¥流域である関東平野匹於て普及匹努めた結果 ，その普及率は著しいものがあ

る。ことに下流部妬多く，千葉県では水田総面積の 80，，，を占め ，茨城これ匠次き.'埼玉これに

次ぐ。

上流匠行く程及ち北方匠至る程普及率は低下している。理由としては ，早期栽培は乾田応士効

果が少ないこと及び2期作の麦と競合すること或は上流部は同時匠北方であり ，気温が低いこと

などである。

大体千葉県が6.5血／haの収穫があり ，2期作匹よって 8伽 ／haを挙げている。群馬県の乾田

の早期栽培は ，普通栽培 10 0に対して， 12 2，，，に過ぎず ，時匠は90，，，と云う減収を示す。

この様に利根川の現状陀於ては ，上流匠普通作 ，下流匹早期作が優勢であるので，取水のヒ・＿

クが緩和されていると考えられている。ところが実際は異っておって問題となっている。

普通作と早財作とが確然と上下流に分れておらず，相当匠交錯しているので ，取水期間は以前よ

り長〈取水最も多くなっている。更匠水菅理栽培管理を厳重に行はなければ効果が挙らないのみ

ならず ，却っ て水盤要籠及び労働力等上下流交錯して過剰旦が要求される様になる。

B Mekong 川

Chibet I'(源を発するメ・コン河は ，Lao s, Th a i La n d , Cam b c d i a, V i e -

tnamを流れて東支那海に注ぐ。その流城面積 80万u,流路延長 4,3 0 0キロである。ラオ

ス陀入りてより河口陀至るまでをメコン河下流と称し多〈q開発の対象とされている。この部分

だけで流城面積 61万は，延長 2,6 0 Ok罵を有する。又支配する耕地面積 57 0万ha'そのうち

．
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小規模ながら潮漑設備のあるもの 20万haである。

メコン河流域の上流部をなす，中国とラオスの国境からVienTieneの附近まで丘陵地を

なし，森林地帯となっているので耕地少なく ，雨多く年雨祉 3,0 0 071111!に達する。地形上メコン

河本流や支流の沿岸部に洪水が氾濫する程度で被害酵徴である。

その下流部をなすメコン河は殆んど直線状に南流して，その東側匠は狭長なラオスの平原を ，

西側にはクイ国東北地方のKOrat Plainを分けている。

ラオス側は雨多く，平原地帯に水田を連ねている。ラオス総水田面積 40万ha大部分はこの地

城にある。沿岸耕地にメコン河の洪水は氾濫するが地形上奥深く及ぶことはない。これに反し西

側のコーラート平原は標高 10 0~2 0 0米の低平な高原地帯に僅少な雨饉 1,00 Ommt:,［ドが降

● り， 17万haの水田は洪水と旱魃妬なやむ。更匹下流匠至ってはメコン河の右岸をなす，カンボ

ジアは一大平原をなし標高は 10 0米以内匹ある。雨位も 1,0 0 0711叫以下である。国の中央に琵

琶湖の4倍の面積を有する Grand-Lac （太湖）を囲んでいる。その周辺が大稲作地帯を

なし，面積 20 0万haを有する。

太湖の面積は，メコン河本流の流出入水花よって乾季 3.o o ohaから雨季 1o. o o ohaの高水

位 13 kil，低水位 2,6 0 0 lei（琵琶湖の約 4倍）間にある。

周辺の氾淮地域匠加えれば雨季 3o. o o ohaとなる。河口附近は南ペトナムを主とするDelta

地域であって，河口からデルクの土限ComPon Chamまで44 3hある。雨紐は 1,5 0 071111! 

であって特花雨祉地帯とは云えないが上流からの洪水が集積して ，デルク総面積 50 0万ha（内

3 0 0万k珈水田）のうち 40 0万haは冠水する。そのうち 100J5haはJoncPlainと称

し，不毛の荒廃地である。

雨季は 4~10月，乾季は11月～3月の間であって，一般稲の生育期間は7~12月の間で・ある。メコン河下流の増水は5月から始まり 9~10月最高匠達しその後， 12月までに急速匹

落ちて，乾季匠入ってからは除々匠減水して 3月最低水位に達する。 PhnomPenhの祉水標に

よると低水位 2~3mから商水位 10~1 1 mを往復している。因に河口から 33 Ok罵J:流のプ

ノンペンで潮位を感ずる。

河口よりの距離 I洪水位 渇水位 場 所

1. 5 o o km 

3 3 0 

+ 1 6 7 m 

+ 1 1 

+ 1 4 5 m 

+ 2 

NongKhai 

PhnomPenh 

プノンペン匠於けるメコン河本流流位は次の如しである。

低水流量（ 10 0年匠一回） 1,2 3 0が／ 8 
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平均低水流量 （年間平均）

平 均 流 量 （年平均の年間平均）

推均洪水械 （年最高の年間平均）

水 定 最 大 （氾濫による溢流加算）

平水量の比流量

河状係数

1, 7 0 0成／ 8 

1 1, 0 0 0 • 

3 9, 0 0 0 • 

6 0, 0 0 0 • 

1.4が／ s/1ooki

3 5 

低水紐＝年間 27 5日間は下らない流祉 ，平水量＝年間 18 5日間はこれ以下匹下らない流紐

デルク地帯ではそれぞれの地帯の河水の氾濫状態匹応じて ，雨季一回移植作 ，二回移植作，浮

稲減水季作等が行はれる。収枇は浮稲o.9 2加／ha正常栽培のもの1.2 4伽／haである。戦前に

於てはメコンデルクの米の収祉は籾28 0万トンでうち 13 0万トンを輪出している。

メコン河下流域の開発計画

人口の急増は，鉱物森林資源の開発匹先立って，食糧の増産に力を尽し，これ匹伴う湘漑排水

運河発電の計画が爆発的に行はれつつある。 ECAFEの推奨下に流域 4ケ国会議が戦後間もな

く成立してこれが調査 ，計画が進められ支流に於ては既に工事の完成を見たものもある。

元来戦前から淮漑排水計画小規模ながら進められ改良された水田畑も相当面積匠達していた。

Laosに於ては 5ケ処に灌漑計画が樹立されておりその灌漑面積は1.9 0 0加以上にのぽってい

る。 ThaiI and の東北地方Korat平原匠於ては既設の78ケ処の小溜地匹ては用水不足の

ため，合計 31,450/ta灌概する 25ケ処の小貯水池計画，その他 2Iケ処の中級の貯水池計画

妬より湘漑面積 33 s. 6 o oha,発霞能力 17, 5 0 0 kWの開発を実現しょうとしている。

Cambadiaに於ては， 8ケ処の貯水池計画が樹立されており，これ匹よって潮漑面積19, 6 

7 oha又5ケ処の取水計画匹よって， 1o o. o o ohaを灌漑しよ うとしている。

南Viet-Nam匠於ては灌概のみを目的とするものは殆んどなく ，塩害防止，洪水侵入防止，

放戌賢吝土などを目的とする築堤，樋門計画が多い。灌漑計画としては， Bassac河西側の IO0 

万haの耕地匠ポンプ灌漑計画が樹立されている。

以上は主として戦前から行はれ或いは戦後匠跨って行れているものであるが，その後ECAFE

匠よ り推奨された4ケ国会議成立 して，この機関によりメコン下流 4ケ国匠跨る総合の開発計画

が樹立されることになり ，19 5 9年から日本は 2ケ年匹亘 り支流調査をして 3ケ処匠ついて概 ．

要の灌漑 ，発電治水水連の総合計画を樹立した。その後機運の熟したもの匠ついて，順次設計匹入

り，工事匠着手し既に完成したものもある。

これと並行してメコン河本流を締め切る貯水池計画も調査に入り計画匹人ったものもある。

-5 0-
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地 区 | 
が／ 8 万kw 1 0 0万吋

名
湘桟用水 常時発霞出力 有効貯水砒

Luang Prabang (Mekong下流域 1 0;0 0 0 

最上流）

Pa-Mong (Vientiane上 I3 0 0 4 0 3,000 

流 30 km地点）

Khemarat (Nam Mune上流 1 1 0 0 500 

1 4 ka) 

Khong (Stuntreng上 1 6 2 ＇ 
流 5o k111) 

Sambor (Kratie上流 1 0 0 5 0 900 ． I Nam Theun 1 5 k/11) 

(Mekong左岸支 3 0 0 （メコン下 3,500 

流 LaOS内） 流へ常時放出）I 
Thon LeSaP (Combobia国内） 2 0 0 35,000 

．
 

このトンレザップ計画は特殊なものであって ，トレンザップ河忙制水樋門を設置して ，プノン

ペンに於けるメコン河水位が十5.7 5 mに達した時 ，始めて洪水をグランラックに導入して ，メ

コン河洪水の調節を計り，湘漑尻利用し ，水運の便を企てる。この調節によって ，他のメコン河

本流の諸計画と相侯って ，プノンベン陀於けるメコン河洪水位を十 9.7 5 m匠おさえ ，メコン洪

水 を34 0億立方米だけ貯溜する。 このうち灌漑のため200m'/sを利用して ，195,000

加 を湘摂する。

C N i I e 河

中近東匠多〈見られる砂摸その他の乾燥地帯の水問題の参考例として ，ナイル河を採り上げて

その環境や水利用等を説明しようとするものである。

ナイル河は UgandaのVictoria湖（面積 61,000kii)VC発しAlbert湖（面積

6, 7 o o k,l)を合せて北流 し，Sudan国のJuba妬達してからは緩流となる。

そのため洪水は河川を溢流して面積80万加の大湿地帯 (Sudd Region) を形成する。

この湿地帯の年間の流恐の 2 分の 1 が蒸発匠よって失われる。tの残水は L~ke NOVC集積し ，

ここをwhite Nileの水源地として東流する。別VCEthiopia 国から流出する豊富な水

を集めた Sobat河を右岸に合せて北流し ，Malakal を経て緩流（勾配7万分の1)となり ，

kestiVC至り ，更vc11ok111下流の白ナイ）レ唯一の横断堰堤である ，:Jebel Aurya Dam 

に達する。この間の水面勾配13万分の 1である。

その下流Khartou叫C於てEthiopiaのTana湖より発するBlUB Nileと合流し
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て，ナイル河本流となり北流する。更に右岸に Atbara河を合せて遂VCEgyptに入る。

エジプト匹て Heigh Aswan Dam,Aewan Damを経て Cairo妬て地中海に入る。

降雨羅は北部より南部に至る程増加するナイル河流城はエ・ジプトからスーダン北部まで年間

2 5lll霞ぐらいの砂漠で右岸側VCNubianDesert,左岸側に Libyan Desertを控えて

いる。更匠上流に至ると降雨裔梢々増加して， Khartoum 近辺で20 01117/tである。この附近

までは作物は，人工泄概なしでは絶対に育たない。 Malakale より南方匠至れば 1,000~

1.200111111.の雨位を有する。背ナイル及サパット河の水源をなすエチオビアの高原は雨益 2,00 0 

111111を有しUgandaVCも豊富な降雨を見る。

ナイル河の特長は豊富な水源となる流域はUganda,Victria湖周辺及エチオピア高原の

みである。支流として本流を滋養するものは， Sabato河が年間を通じて， Atobara河が洪

水季のみ侭流入を見るのみである。一般河川の如く流城からの流入匹より下流匠至る程流位が増

加することなく，一本のパイプラインの如＜，流入点は上流水源と上記2河川の合流点のみである。

従って本流に横断堰を設けるとその下流の既設のダムは調整池の状態となる。アスワンダムと

ハイアスワンダムはその関係たある。

河川流量について云うと，本流匠於ては支流Atobara合流点が最大であって ，下流妬至る程

減少しCairoVCては年間平均 92 9侭トンである。この数値は年匠よって異なり最小零成から

最大 1,0 0 0穏トンである。特別の年たは 1,50 0億トン匠達することもある。因匹アトパラ合

流点下流の本流流費と，メコン，利根川の流量を比較すると

＼ ナイル河 メコン河 利 根 Jll 
I 

年間平均 2, 7 4 0が／ 8 1 1, o o o 1rt I s 1 9 8. 9が／ 6 

年間最大 13,500 ， 40,000 ’ 1 0 6. 2 ’ 
年間最小 3 1 0 ＇ 1, 2 3 0 ’ 6 2 ＇ 
河況係数 4 5 ’ 3 5 ” 4 8. 4 ” 
流城面積 3 0 0万U 8 0万kil 1.6万は

ダム計画たついて云うと，河水の利用率が極度匹激しく到底日本などの比ではない。月〇ち年を

越して貯溜し旱魃匠これを利用する計画である。ハイアスワンダムの有効貯水益は 80 0億トン

であるが，この屈はエヂプトが使用権を有するスーダン匠在る前記アウリセンダムの貯水醤 10 0 

億トンとハイアスハンダムの年間蒸発贔 10 0像トンとを差引いた60 0億トンが既設アスワ

ンダムに供給される。そのうち在来の耕地の使用益 48 0億トンの浅位 12 0億トンが新規に利

用され得る水品であって，これ匹よって新耕地 60万h.aが開発可能となる。
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以上の様な河況であるから ，ナイル河の耕地妃て ，河水を利用する時期は雨季を標準としない

でナイル河の水位の上昇期を選ぶ3 ナイル河の水位流位は ，中 ，下流城の降雨季と無関係である

と云うことである。

次ぎ匠栽培作物の種類

ナイ）レ河流城たては ，稲を栽培していない。南部の降雨地帯でその栽培試験が行はれているの

みである。同じアフリカでもガ ーナでは裂民が古来小規模の栽培を行っている。ナイ）レ河中下流

部流域はガーナの如く大気か隔潤でなく，砂洪より吹〈熱風匠よって空気が乾燥するためである。

従って水田を渠団的匠大面積の栽培をなし，防風林で囲んで湘漑水を豊富にして ，稲の上附部

● の大気層の湿気を乾風匹よって奪い去られない様たしなければならない。

近〈事業化しょうとしている Tongeの米作計画は6,0 0 Ohaの躾団の水田であるから以上の

様妬考慮が払はれれば成功すると思う。棉は比較的乾燥陀耐える作物であるが ，棉を栽培する日 ，

白両ナイル合流点南部匠狭まれたGejira地区を中心として ，36 3, o o ohaの大泄摂設備の

耕地がある。その他畑作 ，果樹園などを合せて ，エジプトI'(25 0万ha'スーダンに20 0万ha

の耕地がある。

今後の計画としては ，南部の混地帝付近にTonge米作地泄漑計画 ，Juba-Nimule地域

匠3,80 ohaのカフエ園ポンプの碓摂計画等がある。

水利計画としては，ピクトリア：湖吐口のOwen-fallDam(/_)謀上計画 ，以下上流流部の 4

ケ処のDam計画 ，大湿地帝の排水計画 ，カー）レツーム下流部でス ーダン領土内に属する 5ケ処

のダム計画があって，発竜と湘漑を目的としている。

存ナイル匠於てはクナ湖 Dam計画 ，下流青ナイルた沿う Sennar,Roseire,Khashm

．
 

Elgirba の3ダム及Gneid Pump等花よって 1,4 0 0, 0 0 0 haの耕地を灌漑すると共

妬発電を可能としている。これらは目下工事中であるか或は完成している。
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熱帯匠おける農園開墾と管理および土壌保全

択ついて

東京臭工大学殷学部教授

中田 昌 卯氏

はじめ に

昭和 11年から20年までスマトラにおいて，オイルパーム，ゴム，コーヒー，キナ等の仕事

匠従事 していた。

当時の作業体系と しては，手労働を主体としたもので現在のように大型トラククー，プルトー

ザ匹よるものではなかった。・ 熱帯農業に関する問題の一般的傾向 として ，根本匠なる賢料はきわめて少なくて ，それを右か

ら見たり ，左から見たりしている場合が非常陀多いわけである。

既存の資料について

塁場の開設 ，開堅 ，士壌保全など四関する資料を皆様もよくご存知と思うが次のような ものが

ある。

C I〕 農場開 設 匹参考とな る全般的な資料

(1) 東京教育大学塁学部（助教授） 千 葉 弘 見

「ランポンの煤業開発匠よせて」

（内容 煤業開発と社会的立地・ 気象，地質などの問題）

海外農業ニュース Kri. 2 1 昭和 46年 8月 20日

海外塁業開発財団 （以下海外塁業ニ ュースとなるのはすぺて財団のものである）

(2) ベッフィック コンサルクント顧問 下 川 善之

．
 

「ランポンの地形と水利」

（トウモロコジ栽培地と運搬の問題など）

海外農業ニュ ース 妬 2 l 昭和 46年8月20日

(3) 最上 章 ランポンの土

海外農業ニュ ース Mi 2 0 昭和 46年7月20日

（土壌関係と没食防止など）

C II〕 ジ ャングル（森林）地域の閑塾

(1)東京塁工大学炭学部 中田 昌 卯

「熱帝匠おける開墾作業について」

-5 5 -



（ジャングル地帯の開整と農地保全）

熱帯農業 2巻 1号昭和 33年 6月

(~野村海外事業株式会社 浜上吉雄

「スマトラ妃おけるオイルパーム園について」

（開墾とオイルパームの楢付け，手入れ農地保全）

海外塁業ニュース ho. 2 7 昭和47年 2月20日

(3) 平川正直

「最近匠おけるオイルバームとオイルパ—ム園の開設」

（開墾作業と塁地保全）

海外農業ニュース 妬 2 7 昭和47年 2月20日

(m〕 アランアラン草地帯の開墾

(1) 前ミツゴ ロ社長 大原 寛

「南スマトラ。ランポンのミツゴロ農場開発について」

（アランアラン地帯の開墾）

海外農業ニュース屈 1 4 昭和45年 1月20日

{2) 後藤隆郎

「ミツゴロ第三塁場の開墾から現在まで」

（アランアラン地帯の開墾）

海外農業ニュース Yo. 2 0 昭和46年 7月20日

(N) 低湿地帯の開懇 宮地勝彦

「スマトラ・アジャム園の経営匹ついて」

（低混地・ ・ ・ ・ ・ ・ （沖積陪，泥炭地）たおけるオイルベ—ム農場の開設と水贅改善）

海外農業ニュース 転 2 7 昭和47年 2月20日

． 

． 
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土地（閉場）選定の留意事項

まず全般的な留意事項について述ぺる。

(1) 便利さ

一般に熱帯匠おける塁場作物は ，輸出を目的としたものが多いことや ，開発途上国の場合には ，

交通 ，運蜜手段の不備な場合が多いので，輸送コストは軽視できない場合がある。

たとえば

（介 オイルパームのように加当り ，年間の生産鵞が 5トンとか6 トンもあり ，しかも輸送の途

中で手をかければかけるほど品質が悪くなるような場合匠は ，港との距離が非常に問題にな

．
 

る。

（口） トウモロコツのように非常に単価が安い作物を栽培する場合も ，運賃が問題になる。

り これに反して茶のような場合は ，経〈て ，単位重械当りの単価の高い作物は港から遠 く離

れていても，気候や土質の適した所に栽培した方がよい。

前記下）1|氏その他の汽科匹よると ，1Kg当りの積出港渡しの価格は次のようである。

F-O. B. パン・ジャン港 (1 9 6 9，下川海外農業ニュース 21号） コクプミ港

トウモロコジ 2 0ルビヤ 1倍 1倍

米 3 
l 

大豆 4 

コーヒ ー 1 2 0 6 6 

コ・ ム 1 5 0 7. 5 

コッョ ー 1 6 0 8倍 8 ． 
(2) 梢生による地力と気象（適地適作）の判定

これ匠は自然状態の梢生によって判定する場合とその地方に栽培されている作物に よって判定

する場合がある。

(a) 自然状態の植生

(i) 大きな木の幹がすんなりと伸びて ，良く 茂っている所は大体地味がより）

(jり 葉が丸く て， 柔かい植物 ，特匠丸い葉の柔らかい草の類が茂っている所は ，土地は肥沃

で土壌の物理性もよい。

(iIi 葉がとがった植物，葉の細い植物，たとえばアランアラン草のようなものが多い所は一
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般に土地がやせて，酸性の場合が多い。

日本でも富士山の本栖湖の付近では ，外輪山と富士山と植物がはっきり分れていて ，地質

の相違がわかる。

悦 芝の生えているような所は ，土壌浸蝕を受けて ，土地もやせている。

M 海岸にある楢物が生えている所は海水が入ってきている。

(b) 栽培作物匠よる判定

教育大学農学部千葉弘見

海外殷業ニュース 栃 2 1 昭和46年 8月20日を参考

コ ー ヒ — 非常に肥よ く，乾季雨季の区別が多少あった方が良い。

肥よく ，降雨が均等にある。 あまり強い乾季がない。

肥よくで ，排水良好な傾斜地

降雨が均等で土層が深 く土地の物理性が良い。

雨が均等ならどこでも良いといわれるが ，ゴム園を見た場合には

地下水が高いと木が倒れる し，日本のお茶は川の近くで霧があっ

て ，朝日の当るのがおそいような所で良い茶を産するといわれて

いるが ，ゴムの場合匠は ，霧があって ，朝日の直射光線をさえぎ

っていると ，クッ ピング（切り付け）したゴム液の表面の乾燥が

おそいため ，ゴム液はたくさん浸出し ，生産品が多くなる。

以前は ，ゴムの採取祉の大小は ，ゴム園の付近を通れば ，ゴムの樹に置いてある，アルミニュ

ームのコップが大きいか小さいかで ，その晨場の生産鵞を判断することができた3

トウモロコン 乾燥したり ，他に適当な作物が得られない湯合に栽培されるとさ

コショー ． 
チンケイ

オイルパ ーム

． 
コム

キャッサバ

煙

キ
草

ナ

れているが ，ト ウモ ロコンの場合には ，スマトラ北部のよう匹均

等に降雨がある所では ，特別な乾燥季に播種ができないだけで ，

連続して播種と収港ができて ，生産祉も多いようである。無肥料

で連作すると急速に収量が減少するよう匹思えた）

雨が均等に降る火山灰土壌地帯で ，土壌の物理性は良い。

火山性の土質で排水のよい気候の冷しい所。

． 

(3) 気象 ，特に降雨

気象の中で特四玲雨について強調したい。降雨を調査される時には ，次のような事が問題匠な

る。
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① 年間降雨祉と降雨日数 （大よその気象を知るのに役立つ）

スマトラ島アチエ地方野村農園の記録では， 2,0 0 0 mm--2, 7 0 O mm平均 2,3 o om訊，

1 2 0日～ 14 0日である。

② 年間降雨伍の多い年と少ない年の比較

平均的妬は，年間降雨鵞も降雨日数が相当あっても ，4年に1回とか5年vc:1回，非常

に降雨の少ない旱ばつのあるような所がある。

したがって記録は少なくとも 10年間ぐらいの記録を必要とする。そのような所で，永年

作物を植えるような場合は，旱抜年が過ぎたらなるべく早〈棺付け，次の旱抜年までには

ある程度生長して丈夫な樹としてお〈必要がある。

③ 雨季の降雨祉と降雨日数

雨季はいつか，どの程度かを知る必要がある。雨季匠合わせて緑地（被覆植物）の植付け ，

作物の棺付けを行ない，洪水などの災害状況 ，工場位置の建設臭場内交通網の計画などを

たて，開墾はいつやるかなどを定める。

④ 乾季の降雨岱と連統旱天日数

特に連続旱天日数が重要で，①その他の諸条件は良くても，連続旱天日数が多い所では ，

栽培作物の制限を受ける。

R・；；ャングルを伐採して，火入れをするのはこの時期に行なう。

⑩工場用水が得られるかどうかを調ぺる。スマトラ島アチエ地方における，野村農園の記

録では， 1月から 2月匹かけて，約 20日～ 25日間の無降雨の時があり ，7月から 8月

にかけても多少の無降両日数があった）

(4) 土壌と地質

土層が厚いかうすいか ，ということは長い目で見れば生産量に重大な影響があり注意する必要

がある。

表七が流亡し，雑草の草たけも短かく ，荒れた士地であっても，土陪さえ厚ければ ，これは適

切な処理，たとえば緑肥（カバープラント）を植えるとか ，日蔭樹を植えるとか ，耕起して有機

質肥料を入れるような手段か施すと ，半年ないし 1年で，土壌は見ちがえるように良くなって改

良する ことができる。

反対にトウモロコ、ンを栽培するような場合，土地を裸にする・・・・・・土凛を直接太陽の直射光線

にあたてて，無肥料で連作をすると ，2~3作で生産描は急速冗落ちてしまう。土！襄の悪化も非

常に早い。。 したがって，現状で良い土壌ということだけでなく，改善の余地があるかどうかが
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重要な問題になっている。

もし地質学の知識があって ，土壌の成因とか ，全般的な土屈の状態をはあくすることができな

ければ，殷場選定匠大い匠役立つと思う。

山麓の土層はいくら厚くて，肥沃であっても，ほかは土層が薄いかも知れないし，山麓の扇状

地では山つなみ匹よる災害を受けることもある。

(5) 地形と作物の関係

普通の作物は平地に栽培すれば良いがすであるが，作物によっては傾斜地になると問題がある。

(j) オイルパームの場合について述ぺると ，オイルパームは加 当り年間生産祉が多く ，1haか

ら年間 25トンとか 27トンとかの新鮮果房を収穫し 1つの果房の重位が 15 h'..g~3  5 Kg, 

まれに5o Kg以上もあるような果房もあった。果房を切り採る作業も重労慟であるが，果房 ・
を道路とか鉄道まで運び出すのも大変な重労働であるから地形が非常に関係し，地形の複雑

な傾斜はなるぺくさけたい。

さらに ，人夫が収穫した新鮮果房を工場へ運ぶ屈が前にも述ぺたよう匹ぽう大な位になる。

特匹機関車輸送のような場合は ，登り坂があると，そこが輸送饉を規制してしまって，輸送

能力が落ちて非常に不経済となる。

したがってオイルパーム塁場は ，できるだけ港に近い，平地が望まれる。

（iり ゴムの場合は， 1人 1日の採収量は 18 t．かん 2ケ分ぐらいで，毎日の切り付ケ（ク・ソビ

ング）は手先の器用さは要求されるが，あまり重労働ではない。多少傾斜があっても，それ

ほど影響はない。

(6) 労働力

作物の種類や作業の内容匹よって必要とする労働の質が違うことはいずこも同じである。

2~3その例を申し上げます。

(j) オイルパームでは直労働が多く ，男の労働者を必要とする。そのためJ製場ではどうして

も男女比率で男が多くなり，生活上の問題が起りやすい。

(iD ゴム，男でも女でもあまり変らないような仕事が多〈 ，男女比率は 1に近くなる。

伽茶，女匹適した仕事が多く，男の比率が下る。

叫 コーヒー，女に適した作業の方が多少多いが，ぜん定 ，工場など男の仕事もあり女がやや

多い程度。

以上のうち(i)~{iib(I(ついて ，スマトラ島では，戦前は・ジャワから 3年契約で労働者を募集し，

常雇として労働力をまかなってきた。
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コーヒー塁場では ，収穫期は短期間に集中する傾向があるので ，袋場付近からの臨時雇を必要

とする。

また ，スマトラ北部ではジャングルの開墾匠おける伐採作業は地元住民の請負作業 ，土木工事

は中園人の請負作業として行なわれた。これらの労働力があるかどうかが問題である。

スマトラのミツゴロ塁場でもトウモロコジの収穫季匹は臨時の人夫を必要としているようであ

る。

開 墾

開墾を大別するとジャングル地域の開墾 ，アランアラン草地帝の開墾，低滉地の開堅などがあ

るが

● (1) ジャングル地城0開墾

広大な面積では航空写兵測量を実施することも出来ず ，もし既存の航空写真が入手できれば開

堅計画上非常匠有利である。

写真上で開塾の計画の区域 ，地形 ，大木の有無 ，低湿地の有無と排水路の方向，区画線 ，逍路

線の計画を入れることができる。航空写真が得られなければヘリコプク ーで飛び地図上で計画す

ること匠なる。

(i) 開墾予定地域の決定

開墾の予定地が決ると，地図の上に開墾予定地の外郭線を記入するつまた栽培作物によって

適当と思われる農場の区画などを考慮して作業通路（あるいは調査通路）の計画線を図上に

言己入する。その作業通路の間隔は 40 0~1, 0 0 0 mで ，ー投VC4 0 0~600mぐらいの

ことが多い。

農場区画匹ついては次のような報告がある。

(iD 農場の区画

．
 

印 スマトラ，ランポン地方のミツゴロ塁場でトウモロコジ栽培の場合

縦 50 0 m X 横 40 0 m 

（口） 傾斜における短期作物 最上 章

ランポンの土 海外農業ニュース 妬 2 0 昭和46年 7月20日

土壌保全力が大きいもの

緑肥類 ，落花生 ，甘藷

土壌保全力中位の作物

陸稲
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土壌浸食の大きい作物

トウモロコジ

圃場の傾斜 5度が限度（特別の場合8度）

圃場の幅 5 0~ 6 0 m 

圃場の長辺 2 0 0~3 0 0 m 

りオイルバーム 浜上吉雄

海外農業ニュース妬 2 7 昭和47年 2月20日

追路幹線 12. 5 m／泣支線 25m/ha 計 3 7. 5 m / ha 

（幅 6~7m) （幅 4~ 5m) 

収穫 ，監督道路を含め 5 5 0 m／，切 汽関車 2トン車 3 0~4 0台 ． 
戦前 3 2 0 m~ 380m間隔

紅 〈

戦後 200m 

図上で計画した作業通路を現地に移してジャングルの中に ，人間の通れるぐらいの通路を切り

開くと同時に， 20 mとか 50mどとに長さ約 2mのくいをたて，上部を削って白く見えるよう

する，これが見通し線と距離標匹なる ，なるぺく番号をつけさせる。高地，滉地 ，川の位置とそ

の大きさ ，などを測定し ，できれば概略の高速も測定して略図に記入させる。

作業員はトランシット係 1名，巻尺匹よる距離測定，ナクを主とするがノコなどを持った伐開

係り約 5人合計 6人で 1日の作業位は平均 70 0 mぐらいである（浜上さんの賢科）

この作業では濯木とつる植物下草を切り払う程度で大きな木はよけて通る。作業通路ができる

と，その路線から入って現地踏査を行ない，土質調査，塁地としての適否などを調ぺると共vc'

将来生産物をどのよう匠運搬するかなど匠ついても検討する。

ひとたびジャングJレ匠入ると見通しがきかず人間の感は狂いがちであるから注意が必要である。

たとえば，ちょっとした丘程度のものでも大きな山に思えるし，大きな低滉地と思っても，伐開

後干上る場合がある。

(iii ジャングJレ匹入る場合の注意

① ジャングル内の動物

北部のアチエ州匹は ，象 ，虎 ，熊，ォランウ ークン ，鹿 ，野生の水牛イ ノジン ，ヮニ，へび

たしきへひ．，がらがらへび ，コプラ ，かわいらしいものとしては野生のにわとり ，九官烏な

ど，色々の動物がいるが日中ジャングルに入る時匠出会うのは大体 ，ィノジ・ンかへびぐらい

．
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他の大動物と出合うことは少ないようである。

少動吻としては「サソリ」と「蚊」「南京虫」と「山ひる」「ダニ」などが＼^る。

②服装

． 

ボーツ・・・・・・ヘルメットの上等のを使い昔はコルクの芯の入ったヘルメツトを使ってい

たが ，雨が降っても，中まで通さず，雨にぬれても・ンヤンとしたものであることが必要で

ある。

靴は，あみ上げ靴を使い私共はアチエ靴と呼んでいたが，編上げ靴で ，皮と布が半々位匹

使ってあって， 通気が良く て，足がむれないし，靴がぬれても，洗って干せば中まで良く

乾くので愛用していた。

③ 山ヒルの予防法

悪臭の強いものをヒルの入りやすい所につけておく ，

たとへば

．
 

モスキトン

ナフクリンを粉状匹砕いたもの

防腐剤を布たつけて靴の上花巻く

的 下刈り・伐採

開墾区域が決まると ，ジャングルの伐採を始めるが ，その場合 ，作業通路で区切られた何区

画ずヽかを ，伐採 ・火入れ，焼払い（後かたつけ）まで入れていくらと云うようvc,この仕事

匹なれた請負人匠請負わせる場合が多い。

伐採匹当っては，まず下刈りを行なう。下刈りは，蔓植物の根切りと，濯木，雑草の刈払い

を行なう。

蔓棺物の根切りをするのは ，大木が倒れるとき ，死傷者を出 さないためであり ，泄木を切る

ことは ，大木の伐採作業を容易匠したり ，火入れのとき ，ょ＜焼けるし ，開墜作業のとき ，じ

やまものを少なくするためである。この作業匠要する労力は加当り 5~6人である。

伐採匹当っては ，風の方向，地形などを考慮し同じ方向に倒すよう匠心掛ける。昔は数本妬

切り口だけを付けておき， 最後の 1本を倒すこと花よって一度に倒すよう匹していた。 この場

合の問題点は ，幹が倒れただけで ，根株から離れないと ，幹は空中高 く支えられることになり，

焼払いがうまくゆかないことである。

幹を切る位置は，根元は太いこと ，板根があって切り匠くいことなどもあって ，一般匠やぐ

らを組んで，地上 2~3m付近で切る習慣がある。幹の切り口の付け方は，倒す方向の切口を
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下匠，反対側の切り口を上匹つける昔は ，伐採後はそのまいて対骰し

たが，最近はチェーンソー 1人 3人を 1組みとして倒れた大木の枝の

切り落しゃ，幹もいくつかに切って，乾燥を早めたり，火入れ後のあと

かたつけ作業を容易匹する処性をとっているようであった。

枝打ち作業は加当り 7人～ 15人程度と云われている。

M 火入れ。焼払い（後かたつけ） I~\ 
伐採後1.5~2ヶ月を経過すると，大木の幹の皮が剥上って来る。この様子が木の幹の乾燥

状態を判断する。

スヤトラ北部，野村塁場の湯合は， 1月から2月妃かけておよそ 20日～ 25日のほとんど

雨の無い日が視き ，7月から 8月にかけても多少雨の無い日が院くが ，この旱天の始めに ，伐

採した木が乾燥しているのが理想的で，旱天匹入るのを見計らって火入れをする。

責任者は火入れに先立って現地に赴き，朝の風の方向，午前 8時， 10時頃の風の方向，正

午頃 ，午后 2時 ，夕方の風の方向などをたびたび調査しておく。

火入れは風下からはじめる。火入れの用具は青竹の節を抜いて燈油をつめ ，ポロなどでふた

をしたものとか ，時には生ゴムなどをつけ木のようにして火をつける。人夫の間隔はおよそ

1 0~1 5 IDぐらい匹 1人の割合で ，一列に並ぺて ，除々に風上匠向って後退する。

どんなに風の無い日であっても ，火人れを行なうと ，風が起こり ，龍巻きが生じ遅れた人

夫が ，火の龍巻きに巻き込まれないよう匹注意する。

浜上さんの賢料匹よると火入れ作業の能率は1人当り 4haとなっている。先匹もふれました

が ，焼払いがうまくいって ，燃え浅りが少なくなれば後の仕事が大変らく匹なるし，失敗して

燃え残りが多くなれば非常に多くの労力を必要とすること花なる。

火入れ後 3日ぐらいは放置しておき 3日ぐらいたつと ，大木は燃え税けたり ，消えたりする。

燃え残った幹や枝は所々に集めてなるぺく間隙のないよう積んで再び焼、く。この労力は浜上さ

んの汽料によるオイ ルバ ーム塁場の開設程度でha当り 15~2 0人とされている。

焼払い ，跡かたつけ ，などの作業は ，後で栽培する棺物花よっても違ってくる。たとへばオ

イルベームのように ，ほとんど病気たかからないものは，地表にあるぢやまな枝や幹を焼けば

良い ，ゴムのように非常に病気やきのこ（菌子）にやられやすいものは，根を徴底的に取り除

かないと，根株や根についた病気がゴムの木にうつること匹なる。

キナはマラリヤの薬で，わが国でも解熱剤として使用されていたが標高の高い ，冷しい処で，

火山性の排水の良い所匠栽培され灰を嫌うと聞いていたが ，開懇に当っては ，樹木は伐採すると

． 

．
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めて積んで焼いてはいけない。

焼払い作業が終りに近づけば，塁場区画の祖ll祉，植付け位置の地取り，土壌浸食防止の各種工

事，道路の建設，緑地 (Cover Plants)の植付け，排水溝の掘削などが行われる。

土地が裸地状態で太賜の直射光線匹当っていると，土壌は急速に悪化してしまう。詳しいデ

ークがあるわけではないが ，有機物はどんどん分解してなくなり，土壌はかたくなるように感

じる。どの位の早さで有機物が分解するかというと油椰子の空果房をかなり高く積んで置くと ，

半年たつとほとんど消えてな 〈なっていたという ことがあった。

アランアラン草は急速に入って来それを防ぐ最も良い方法として考えられているのは ，緑地

植物 (Cover Plants) によって地表を覆うことである。

Ni緑肥植物と日蔭樹

ー 一般匠使われている緑地楢物匹は次のようなものがある。

① Pueraria Phaeeoloides,Behth. (Pueraria javanica,Benth) 

．
 

これは日本のくずばと良く似た豆科の植物で，日なた匠非常匹強く，永年にわたって生育し

続ける。この永年にわたって生育を統けることが非常に重要である。生育は非常匹盛んで，

日なたでは ，土壌を 1m近くも厚く被覆する。ただし種子があまりとれず一且生育した後で

は，はい蔓を切って ，苗を移植するが ，開墾地などの場合 ，種子から育てるよりも苗を移楕

した方が非常匠早く被授する。 ピューラリヤの種子採取時の注意 ・・・・サヤ（種子）の毛匠毒

があるものがあるから注意すること。

② Centrosema Pulbescsns,Bent加南米原産 ，これは日蔭に強〈 ，永年にわた

って生育をし統ける。

開堅地では，一般匹ピューラリヤとセントロセーマの種子を 2: 3の割合で混ぜて ，ha当

り6~7Kgの割合で混ぜて，所々匹土を少しけづってすじまきをする。

日向や，雨季にはピコーラリヤが繁茂し，日照りが焼いたり，日蔭が多くなるとセントロ

セーマが顔を出して，それを交互に〈り返えす。

③ Mimosa invisa,Mart. この草は熱帯アメリカの原産ねむり草の一種，日当りの

良い所で，短期間にものすどく良く生育し，土壌を早く被覆すること，有機物が大旦匹で

きること，根匠は根粒菌もついて，土襄を良くする点などの特長があるが欠点としては，卜

ゲがものすご〈て ，人間がその中に入って作業をすることを嫌い，比較的生育期間が短かく，

枯れたり，乾季など匹生育がガクンと落ちて落葉する。そのため，煙草園で，煙草を作り終

って ，数年間放置するような場合匠使用したが ，最近のように ，トウモロコ 、ンなどを栽堵す
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するような場合匠は，後を休閑する場合匹 ，ビスーラリヤ ・セントロセーマ，と混合すれ

ば利用価置があると思う。

その他コ＿ 1::-樹は半日蔭を好むので日蔭樹を植え日本のネムの木と外見はまったく同じ

ものである。コ ーヒーの木をポット我培をして，一方匠はネムの木をいっしよに植ぇ，他方

匹は植えないと，コ—ヒーの木の生長が違ってくるという実険の報告を見たことがある。

ネムの木を一諸に植えるだけで ，コーヒ ーの生育は良くなるといわれている。傾斜地のコ

ーヒ園では等高線匹そって，ネムの木の種子をまき，実生ではけがきを作り ，これを短かく

刈り込んで，土壌の侵食防止と，腐植の生成と土壌改良を兼ねておる。

この方法はオイルパームやゴムその他の農場で，傾斜地の農地保全の方法として見習う必

要がある。

コ＿ 1:: -園の場合は，開花期の直前 ，この日蔭樹の枝打ち（ぜん定）を行って，日当りを良

くし開花と結実をよくするようにするが，緑肥 (Covsr Plants)の手入れとしては，

浜上さんの資科花よると

元肥として配合肥料をん埠り 35 Kg施すと初期生育が非常に良いといわれているし，播種

前に土を癖く起して燐酸奴埠り 57 Kg程度をすき込めば，同様な効果があるといわれている。

元肥のほか ，最初の 18ヶ月間(/(,3~4ヶ月ごとに，燐酸を,1.a当り約 56Kgその後は年

1回ないし2回加当り l1 2~2 2 5 Kgの燐酸を散布すると良いといわれている。

新関墾地では ，雑草の種子がないので，このようたしておけば雑草の入り込む前に地表の

カバーが得られる。

(Vii)土木的な土壌保全対策と土壌改良対策

土木的手段としては次のようなものがある。植付穴を堀ることと ，その土匠よって，小

クレス（小台地）をつくり ，通路 ，ゴムの切り付け作業などの足場をつくる。昔は開堅と

云えば全面耕起を行なったが ，土壌浸食は多いし，油椰子では全面耕起の効果よりも，大

きな植付け穴のほうがオイルバ ームの生育『有効なことがわかったので全面耕起をやめて

植付け穴を堀ること花なった。

棺付け穴の大きさは戦前私どもは縦横80~1 0 OC/1沼きさ 6ocmというような大きな穴

を堀り ， これ匹オイルパ —ムの空果房を入れて肥料としたが，現在マレ ー ジアでは約 5 0 

虚 x5 ocmx深さ 4ocm程度の植付け穴を堀つているらしい。

クレスエ ：ゴムやオイルパームの樹列に沿って，小段を設け ，作業通路とすると共に，

大雨時の地表流のいきおいを防ぐ。

．
 

．
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盲溝：所々に盲溝を堀って地表水の地下への浸透 ，土壌浸食の防止 ，その土を使って ，クレ

ス（小段エ）を施している。

底湿地 ・重枯土地匹おける排水溝

底混地や重粘土匠おける排水溝は非常匹有効で ，土壌は非常に良くなる。楢付けの樹列が決

まると ，排水溝はすぐ堀りなるぺく排水諮は樹列と平行にするC．．と樹列を横切るものの数は極

力少なくするというのは ，樹列を横切った溝は ，後の手入れや収穫作業のじやまとなるし ，橋

をかけると，多くの経残と ，補修費がかさむ事匠なる。

排水溝を堀るときは ，一度匠多数の排水溝を堀らず ，2本必要と思っても先ず 1本を堀って

しばらく様子を見る ，3本必要と思っても 2本を堀って様子を見る必要がある。

あまり最初から十分な溝を堀ると ，余分の出費をすること化なる。ジャングルは混地でも ，

伐採すると干上る場合がかなりある。

マレ — ツアの殷園の排水路の規格は大よそ次の 3 通りだと云われる（浜上氏資料）

上 巾 底 巾 深 さ
に一

5 m 2. 5 0 0. 9 m 

2. 5 1.8 o. 6 

1 2 5 1.0 0.6 

(2) アランアラン草地帯の開墾

スマトラ島ランポン地方匠おけるミツゴロ農場の例があるが ，90馬力ぐらいのトラクク ー匹

直径 3ocm,長さ 10 mぐらいの丸太をつけて引張り，草を押倒す。

この作業は草を倒すと共に ，根株 ，や岩の所在を発見するの匹役立つ ，根株は堀り出し，穴が

あったら埋め ，岩石は取り除〈。この作業によって ，後のトラックク ー匹よるあら起し作業の能． 率を上げることができる。
荒起し作業後 3日して， デスクハ ロー で砕土する。

しかいこれだけではアランアラン草は死なず ，地下から芽を出してくる。新 しいアランアラ

ン草の芽が 1ocmか15cmに伸びハ ロー をかける。完全に枯死させる匹は ，1ヶ月の間に 3~ 4 

回ハロ ーがけを重ねる。引続いて，整地 ，作畦して トウモロコ、ンが播種される。

ミツゴロ塁場では一圃場を縦 50 0 m,横 40 0 mの2ohaとし九3

したがって， 最初のアランアラン草の荒起しは播種の 1ケ月前匹行なうのがよい。

砕土の良否は トウモロ コンの発芽に影響するので ，デスクハロ ーを縦 ，横交互に4~5回がけを

．行ないついでツ ース．ハローで均平作業を行なう。 しかしなまじっか匠省略する と， 雨の少ない
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時には生育むらが出来るし，雨の多い時にはくぽみに水がたまって流出し土壌浸食をおこす。

また，後の管理作業もうまくゆかない。

アランアラン草の枯殺剤

日本で私が実験した結果匹よると日本のチガヤでは，

S D （粒状） ・・・・・・・・・・・・昭和電工 1 0 g／が

ダウポン （粒状） ・・ ・・ ・・ ・・・・ ・・石原産業・日産化学工業

保土谷化学工業

、ンヨーメ ート （水溶性） ・・・・ ・・・・昭和電工

を1が当り 10／が散布すれば枯殺の効果がある。

(3) 低混地の開堅

宮地勝彦氏のアジャム園た関する報告

（海外農業開発財団，海外農業ニュース 妬 2 7 昭和47年2月20日）匹よれば

1 0 g／が

1 0 g /が

．
 

土質は海岸匠近い川口附近で，土質は沖積屈ないし泥炭層干満の差は7111,4, 0 0 0加の中匠

4 O Okiiの排水溝（K芦り 10 0 m) を堀り， 9ケ所に水門を作り，自然排水した3

工場用水改良としては，ミョーバンを入れ有機質を沈殿させて上澄みの水をポイラー用水として

使用し，有効であった3

北海道における泥炭地の農地造成を見学した結果，泥炭地ではまず排水が必要であるが，水路

を堀っても，すぐ両側から押されて埋まってしまうので，何回も何回も堀りなをすということが

ある。

有効な方法としては，ポンプ船で掘削すると同時に，遠くへ吹きとばす方法がとられた）

土地が乾燥すると地盤が下ってアジアム園のように汐の干滴の差が 7mもあればよいが， l~

2 mのところでは ，地盤の低下が問題たなるであろう。

また泥炭地であれば熱帯では有攪物の分解がもうれつに早いので，有機物の分解匠よる地盤の

低下も問題になるであろう。一般に，山土を補給することは，土地の生産性を高めるの花非常匠

有効とされている。

泥炭地の土中に木の根が張っているときは耕作上非常にうまくなく，この根の除去は，泥炭が

乾燥して ，地表が沈下するたびに行なわなければならないので，短年生椎物栽培の耕作匹は，か

なりの負担となるであろう。

以上

．
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質 疑 応 答

（質） 排水溝は等商線たそって作るのか。排水溝にしても ，幅5mという と大きな断面であり，

5度でも排水溝を斜面たそって作ると云う専になるとかなり大きいものになる。斜面に

そった水路ということにな るとかなり落差を作ったりしなければならないが，それはど

うゆうふうになるの力b

（答） ゆるい勾配の所は少な〈 ， 山があって平地ということで，こういう場合はカバ—プラン

トでカバーしておりましたから山もな匹も考えていない。

カバ— プラン ト の間を流れてくるのは ，あまり土を持ってこない。水路で流すという． ことについては，ある程度流しても傾斜があまり問題たならない。
コーヒーの場合は排水はよ く，水路はいらなかった。

（質） 傾斜地が多いと云われましたが運送匠は何を使われたか。

（答） 鉄道を使っていた。 3 8 0 m間隔匹レールを敷いてあった。幹線は10トン位の機関車

を使っていた。 2トンのトロッコを約 30~4 0台位引っばり ，傾斜地の場合 15~  

2 0台位いであった。

（質） 泥炭地の場合，やり方としては八郎潟たかなり開発方法の実積があるが ，スマトラたは

泥炭地があるか。

（答） 私はその場所に行っていないのですが相当あるそうだ）

（平川） 戦前，三菱がやっていたアジャムに農園があり ，南スマトラの東海岸州では一番は

しであったが ，それからパカンバJレ ーま でずっと混地帯であった。

（竹） 混地帯では大木はあるのか。． （答） 細い木があり ，ある程度水揺を利用 して材を出している。
（:'.i't) 禄肥を植える場合 ，オイルパームを植える時か ，それとも何年かして苗を植えるのか，

（答） 開墾の場合，地表面を出したら 1日も早く何かでカバーをするというのが大事な構想で

あった，だから木を切って，焼いて ，かたづきはじめるとすぐ種をまく。
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熱帯地域の作物害虫

貶林省農業技術研究所

畑井直樹氏

外地経験が長く ，戦時中は，華北産業科学研究所に 4年半 ，クイのバンコック匠ある稲作保護

研究センクー (Rice Protection Research Centre)VC:2ケ年設立のため滞在，

その他 ，台湾 ，フィリビン ，ジャワ（インドネツア研究協力第 1号として調査匹参加） ，ヵンポ

ジアのパックンパン紀も行っておられた。日本では海外での経験を持つ害虫の専門家は非常に少

なく，そういう意味では非常に貴重な人である。

熱帯作物の害虫でいわゆるプランテ ーツヨンクロ ップを中心匹話しをして欲しいということだ

ったが ，今ご紹介があった通り私は今迄稲作中心の害虫をやってきたので，稲の害虫のことなら

解るけれど他の作物の害虫匠ついては経験陀も乏しいので艮く解らなへ）いろいるな作物を見て

はいるけれども ，学問的な意味においては見てない。そのような訳で経験のある方のご意見や文

献から少し拾っているが ，今日は稲を中心匹話しをしてゆきたいと思う。汽料を配布してあるが，

その資料を最初から説明してゆきたい。学名と英名がでて来るので多少とっつき匠くいと思うが

これは多少意識的にそうした訳である。

というのは ，私共の様な害虫専門家仲間でも困るこ とが往々匹してあるのだが ，日本ではここ

匠例えば一番上の方匠ヒゲマダライナゴという名前が書いてある。こういう日本の名前（和名）

で我々は学校でも習い，社会でも通用する訳だが，外国へでると後に rice grasshopper 

と書いてあるよう侭 common nameがあるのだが ，これは実はあまり通用しないのである。

● Ort ho pt ear a 

Acrididae 

Hieroglyphus banian F. ヒゲマダラ イナゴ rice graeshopper 

Bangladesh,Thailand 

pa tang a s u c c i n c ta L. セス ・ジツチ イナゴ Bombay locust 

India, Malaysia, Thailand, Vietnal!' 

Ox va sp. イナゴの 1種

philippines,Bangladesh,Thailand, Vietnam 

Locutitamigratoria manilensis Meyen migratory locust 

クイワンバック（飛蛙）
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Philippines 

Atractomorpha psittacina De Haan オンプバックの 1種

Philippines 

Gryllotal1'hidae 

Gryllotalpa africana Beavois ケラ mole cricket 

Indonesia, Philippines, Vietnam 

Hemiptera 

Coreidae 

Leptocorisa oratorius Fab. (ミナミクモヘリカメム・ン）

L. 

． 
Bangladesh, Cambodia, india, indonesia, Malaysia, 

Philippines,Sri Lanka, Thailand, Vietnam 

acuta Thunb, ホソクモヘリカメムン rice bug 

Canmbodia,India,Indonesia,Malysia,Pakistan,Sri-

Lanka. 

L. chinensis Dalla クモヘリカメム・ン Corbe-c-c rice bug 

Laos, Ma 1 ay s i a 

Podopidae 

Scotinophara coarctata Fab. ミナミクロカメム・ン

Indoneeia,Malayeia, Sri Lanka, Thailand, Vietnam. 

Lygaedidae 

Btiieeus gibbue Fab. コパネナガカメムン

Thailand 

．
 

この common nameも国匹よって色々な名称を使っているので統一された common na-

meというのはなかなかない。英国流の使い方だとか，あるいは米国流の使い方だとか色々な使

い方があり ，必ずしも特定のものを指すということ匹ならないので，外国匹行〈と良く解るが，

害虫専門の人でなくても良＜．学名を使う。これは日本人たとっては大変不得手なことなのだが学

名で憶えてないと何が何んだか解らなくなるのでこの資料には学名で書いてある訳である。

（質問）ここにヒゲマダライナゴを rice grasshopperと書いてあるが，外国ではこれを

使用しないという事ですか
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（答）殆んど使わない。 Hieroglyphusという属名を使っている。それでないと同じイナゴ

でもどのイナゴかの区別がつきに〈い。それから後に出て来るけれども，例えば，賢料3枚目の

中程にChilo Suppuressalis walkerというニカメイチュウがあるが，これは日本匹

いるニカメイチュウであり，日本では英名をRi c e s t em b o_ r紅といっている。

ところが Rice stem borerといっても東南アジアに行っても，他の国を廻ってもメイチ

ュウ類匠なってしまいRice stem borersと複数形を使っている。 日本の場合はニカメイ

チュウとサンカメイチュウしかないので，二化と三化で区別がつ〈訳でRice stem borer 

でも二化メイチュウになる訳である。

だから日本の文献を見ると皆Rice stem borerと書いてある。これは実は外国に行った

場合には通用しない。少しややこしくなるが， striped rice borerといった方がむしろ

通りがいい訳である。その様なことで普通外国では学名を使っているので，ここに学名を書いて

ある。

害虫の種類は沢山あるがこヽ匹は東南アジアの中で主なものを拾ってある。この一項目の Ort-

hopteraは直翅目の類でイナゴとか，バ ックとかの類である。その内の一番上のヒゲマダライゴ

(rice grasshopper)は， 3cm程度の大きさでクイだとか匠かなり多く，これは稲だけで

はなくトウモロコン陀もつく し，他のもの匠もつく。その次の行VCShailandとBanglade-

shと醤いてあるが，これはここに分布しているということであるが，これは昆虫学上の分布では

なくて，この国では重要な害虫であるという意味であって，本来の分布はもっと広いものである。

そういう意味で国名があげてある。それから次はPatanga succineta L.といってこれ

はセスジッチイナゴで， Bombay locustといい，ィンドのボンペイの名が付いている。

イ ン ド，タイ，ペトナム，マ v- •ンアなどに広く分布している。これも稲だけでなく，トウモロ

● コ、ン， バナナ匹もつくものである。多少余談花なるが私がクイに行ったS3 8年にクイでこの虫が

メーヅ地帯匹大発生し，後でスライドで見て頂くが 25年ぷりの大発生という事でクイ政府も重大

視し，私が丁度FAOの専門家としていたものだから呼び出されて対策を講じた，その時に・ジャン

グル地帯内のメース‘地帯で，雨期になると自動車もなかなか入れないといった様なところで薬剤散

布は飛行機匹頼らざをを得ないため，アメリカ大使館の方匠急拠連絡をとり，当時ペトナムで枯葉

作戦に空中散布をしていた飛行機を持って来てそれで殺虫剤散布したことがある。これも中国のイ

ナゴ （飛蛙）と同様に大発生する虫で，かなり大型の虫である。

その次のOxya spは普通日本にもいる様なイナゴである。これは種名が明確でないので ，イナ

ゴの1種として書いてある。その次が， Locusta migratoriamanilensisと書いてあ
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ある。

日本ではクイワンバックといっているが中国では飛蛙といっている。これは現在では熱帯地方

では中国たはもちろんいるがフィリビンにかなり多い虫である。戦後米車の飛行機でかなり薬剤

を散布してかなり発生を押えている様であるが，話匠よると時に大発生している様である。昔は

防除の方法がなかったものでかなり堪大な被害があって ，時にはフィリピンから台高まで飛んで

来たととがある。そういうかなり長距離をとぷパックである。私が華北匠いた頃このバックの防

除の研究をしていたが ，当時華北では河北省や河南省匠多く発生しており夏花なって麦が育って

＊る匹従がい，それと雑穀類が育つにしたがい北上し ，そして秋匹はまた南匹帰ってゆくが ，時

ー」今の東北地方，当時の満州まで飛んでいったという例もある。発生地帯は割合狭く混地帯の

ある様な所で土の中に卵を生んでそれが冬を越してふらん化して来る。

そうして幼虫は 5齢で成虫になるが 3齢ぐらい匹なると段々移動を始め，移動しながら色々な

ものを喰ぺていって親匹なると一辺に飛び立つ。その時の幼虫群の移動で私が見た一番大きいの

は正面幅が約 3キロ，奥行きが 1キロ程度ありその時に測ったのでは虫数は平方メ ートル当り

7 0匹程康であったそういうのが家といわず全ての物を乗り越えて進んでゆくと，少々の小川

があっても次から次に背中をどんどんどんどん越えてゆくという移動の方法を取っている。

だから相当のもので壁なんかもビックリついている。ペーJレバックの小説匠良く出て来る 9天

ために陪し，という言葉が決してうそではない。そして本当にその群が飛んで来るのを見ると雨

が降っている様匹見えるし ，雨雲の様に見える。それから鉄道，汽車が止ってしまう。スリップ

する訳で移動の時踏みつぶされる。最近の中国は私も知らないのでどの様な防除をやっているか

知らないが ，大変なものだった。

（質）防除方法はないのですか。

（答）今は薬剤があるが，昔は私がいた当時は戦争をやっていた時分で／U各軍なども出るような

荒蕪地が発生地帯だったものだから私共もそこに自由匹入れないし ，入っても薬がなく，だから

当時は移動して来る幼虫を防ぐために 1キロ ，2キロの長い殺を堀りそこ匠落ちて来るのを上か

土をかぷせて殺すという具合でそうすると 3トンや 5 トンはすぐ取れる訳です。

（質）それは異常発生なのか ，そ几とも毎年でるのか。

（答）毎年出る。ほとんど ，しかし年花より多少の振れがある。唯 ，今は薬剤が良いものがある

ので書訳簡単に殺せるだろうと思う。だから今の中国でどの様匹やっているのか聞いていないが ，

そういうのがクイワンバックである。

次匠オンプバ ックの 1種というのがある。これは日本匠はいないがこういう虫もあるというこ
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とである。それから次妬ケラがある。これは日本たもいるが ，このケラは水稲ではなくて陸稲

の害虫である。次にクモヘリカメムンがある。ここたは 3種あるが，これは 3~4年前の本を見

て戴くと種名が違っているかと思う。 3.4年前匠種名が変っているのでこれで岱えておいて戴き

たい。 ミナミクモヘリカメム・ンという方のは ，正式な名前でなく便宜上つけた名前ということで

カッコをしておいた。こういうのが ，こういう国々陀いて稲の穂 ，乳熟期の穂の汁を吸って日本

匠もある斑点米などをつくった りしている。そういう虫であるが薬剤には割合弱い虫である。次

匠ミナミクロカメム・ン (Scotino Phara coarctata Fab) というのがある。次に

コガネナガム、ン (Blissus gibbus Fab)。こういうカメム・ン類がかなり南方匹は多い。

Coccid.ae 

Ripersia oryzae Green 

Bangladesh, Thailand. 

Pseudococcus sp. 

Malaysia 

Saccharococcus sacchari Cockered 

Malaysia 

4 genera 

Thailand 

DeltocephaLidae 

rice mealydug 

コナカ イガラ ム、ン類

Nephotettix nigropictus Stal クロス、プツマグロヨコバイtropical

green rice leafhopper 

Bangladeshiindia,Malaysia,Philippines,Thailand, 

Vietnam. 

N. virurescens Distant クイワンツマグロヨコバイ Oriental green-

rice leafhopper 

Bangladesh,India,Maiysia,Philippines,Sri Lanka,Thail-

and,'vistnam. 

Inazuma dorsalisMotsch.イナズマヨコバイ zigzag-striped leafhopp-

er Bangladesh,Malaysia,Vietnam. 

Delphacidae 

Nilaparvata Lugens Stal トピ イロ ウンカ drown planthopper 
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Bang 1 ad es h, I nd i a, Ind ones i a, Ma 1 ay s i a, Th a i 1 and. 

'l'ettigellidae 

Tettigoniella spectra Distantツロオオヨコパイ white paddy 

cicadellid Bangladesh,Sri Lanka. 

Thysanoptera 

Thripidas 

T h r i p B O r y Z a B w. イネスリップス

Bangladeeh,MalYsia,Philippines,Sri Lanka,Thailand, 

Vietnam. 

Co1eoptera 

Hiapidae 

Hiapa ar10igera 01. トゲトゲ

rice thrips 

rice hiepa 

Bangladesh,India,Indonesia,Thailand,Vietnam 

賢料の 2頁目にコナカイガラム ・ンがある。 これは南方に行かれて最初は驚かれると思うが，私

もクイに行って驚いたのはコナカイガラ ムジみたいな虫が水稲を加害しているということで ，ヵ

イガラムジの類が稲についてかなりの害を及ぼしているということである。日本では少ないので

あるが。話しが余談になるがクイ匠ついた時非常に驚いたのは稲の初期成育の害虫が多いという

ことで，丁度気候は 10月頃から乾期匹入り， 12月～ 1月頃が一番涼しくて， 3月～ 4月頃匹

なると猛列に暑い ，そして 5月～ 6月匹なり雨が降り出して田植えが始まるということで，苗

代から田植の頃日本はまだ涼しいのだけれどもあちらは暑い時期である。そういうことで苗代が

始まるやいなや虫が集つて来るという具合で ，初期成育の害虫は以外た多ハ）次たウンカ．ョコ

バイ類であるが ，日本匠いるツマグロヨコバイは殆んどない）プロス ・ジツマグロヨコバイとクイ

ワンツマグロヨコバイの 2種類が多い。このヨコパイ類も少し種名が変っており， 3~4年前文

献を見ると違った種名となっている。これは実はウイルス病を媒介するのがツマグロヨコバイと

イナヅマヨコバイで ，ウイルス病のある地帯ではこのツマグロヨコバイ がかなり重要な問題花な

るが，ウイルス病の少ない地帯では直接の加害があまり大きくないのでそれ程問題にならない。

先日熱帯農業研究センク ーで今クイに行っている方がヨコバイ類のことを研究しておられるが ，

1昨年頃にオレンジリ ーフというウイルス病が発生したが，去年 ，今年と発生がほとんどなくな

って来ている様である匹もかかわらずヨコバイ類の方は余り数が変らないといっている。だから

保毒虫の塊係がどうなっているのか ，その辺がまだ解明されていないようである。田植直後にク

． 

．
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イだと非常に数が増えてその後は余り増えないというのがこのヨコバイ類である。

（質）フィリピンのッンゴロなんかもこれですか。

（答）ツンゴロもこれである。ツンゴロと同じ様な病気で，同様にこれ匠よって媒介されている。

次たトピイロウンカとセジロウンカ，これも日本で騒ぐ程の重要性はない様である。

（質）先程のフィリピンのツンゴロというのは日本匠はいないんですか。

（答） 日本匠はいない。次匠ンヽ ロオオヨコバイというのがあるが，これも熱帝地方には多いが日

本では余 り問題たはならない。

その次に稲のスリップスがある。これが先程言った稲の初期成育で問題となる害虫の 1つがこ

のスリップスである。 アザミウマといっている。日本では問題にならないが ，クイあたり ではか・なりひどく出ているものである。次匹あるHispa armigsraolトゲトゲといっている。 こ

れも日本では殆んどないんだけれども，かなりひどく出ている。特匠インドネジアのジャワあた

りだとメイズの害虫匠もなっている。後で写兵で見ていただ〈が少さい黒い虫だけれどもかなり

の被害を出してい入 汽料の 3頁目 でフィリヒツのコガネムジの 1種でこの様な虫がある。

． 

Scarabaeidae 

Leucopholis irrorata Checrolat 

Philippines 

Lepidoptsra 

Noctuidae 

コガネム・ンの 1種

Spodoptera mauritia Boisd. ン` ロナ ヨトウ rice armyworm 

Bangladesh,Indonesia,Malaysia,Sri Lanka,Thailand, 

Vietnam. 

Laucania ssparata walker アワヨトウ

Bangladesh, Malaysia, Thailand. 

L. vanalba walker 

Sri Lanka 

Sssamia infsrsns walker 

Thailand,Vietnam. 

Py r a 1 i da e 

アワヨトウの 1種

イネヨトウ

a,rmyworm 

Pink stemborer 

Marasmia bilinealie Hampson ノメイ ガの 1種

Indonesia,Sri Lanka. 
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Nymphula depunctalis Gueen ミヅメイガの 1種

Bangladesh,Indonesia, Malaysia, Philippines, Sri LanKa, 

Vietnam. 

Chilo suppressalis Walker ニカメイチユウ striped rice borer 

India,Indonesia, Malaysia, Philippines, Thailand, Vie-

t nam• 

C• auricilius Dudheon クイワンイネメイガ stem boring cate-

rpillar India 

C。 Polychrysus Meyrick マラヤメイチユウ dark headed rice 

borer 

Bangladesh, cambodia, india,Malaysia, Philippines, 

Trypnryza incertulas walker サンカメイチュウ yellow atem 

borer 

Bangladesh, Cambodia, India, Indonesia, Malaysia, 

Philippines, Sri Lanka, Thailand, V i e n t aam • 

T• innotata walker ジロメイチユウ whita stam borer 

India, Indonesia, Philippines 

CnaPhalocrois medinalis Guenee コプノメイガ grass leaf roll-

er 

India,Bangladesh, Indonesia, Malaysia, Philippines, 

Thailand, V i en t nam• 

．
 

次は被害の面で問題になってくる鱗翅目の幼虫で最初が Hoctuidaeというのが夜蛾科 ，

その次 Pyral ido aというのが，この辺が一般匹東南アジアを通じて問題になる虫である。

それで Spodpptera．ンロナヨトウという Rice arunywormと書いてあるが，ヨトウ ・
虫の一種だけれども，これなども苗代でかなりヒドイ被害を与えた例が見られる。だから日本だ

と真夏の 7,8月頃にならないと出て来ない虫なのだが，苗代期たかなりの被害を及ぽすという

のが熱帯妬ゆくと日本と違う状況かと思う。次にアワヨトウであるが，これは日本匠いるのと同

じである。それから同様匹似た種類のアワ・ンヨウガがある。それからのメイ虫と称するものがあ

る。先程いっfr.. Rice -stem borerで，私共は Rice stem borersと複数形でい

っているが次の Sesamia in ferensイネヨトウが含まれる。 それから次忙メイガ科で

あるが maraamia 1メイガの 1種でイ ンドネ ・ンア，スリランカに限られている。 ミズメイガ

はかなり広く分布している。ただ被害そのものはこの2つともかなり極地的ではないかと見られ
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ている。次陀ニカメイチュウがあるが先程いった通り striped rics borerといった

方がむしろ正確だと思う。これは日本ではニカメイチュウが一番害が多いが熱帯地方では割合害

の少ない虫である。ただ現象として興味のあるのは ，フィリヒ・ンの国際稲研究所の圃場は農場が

できるまではサンカメイチュウが多いところであったようだが IRRIの研究所が出来てからはサ

ンカメイチュウが減少してニカメイチュウ匠置き変って来ているということである。台湾でも最

近サンカメイチュウが減ってニカメイチュウが増えて来ていると聞いている。そういう虫の置き

変えというのが勢力が変って来ているという現象が見られる。ニカメイチュウは日本では2回発

生するからニカメイチュウといっているが南方匠ゆくと 3回でも 5回でもでる。その点ニカメイ

チュウという名前は必ずしもふさわしくないという事になってくる。次匹やはり Chi lo属で

● aur i c i l i us というのがある。これはインド匹多いが•他の国匠もいるが稲の害虫としては，
インドが多い様でクイワンイネメイガと呼んでいる。次に ChiloPolychrysus meyr-

ickマラヤメイチュウであるが，日本の中でも人匹より ，本によりネックイメイチュウとも呼

んでいる。ただマラヤメイチュウと名付けた方が早かったものだから ，湖山氏がマラヤにゆかれ

てマラヤメイチュウと名付けられた訳でその方をここに取り上げてある。これがニカメイチュウ

より多い虫である。マレイ半島だとむしろサンカメイチュウよりもマラヤメイチュウの方が多い

とされている。クイあたりでもどっちが多いか解らないという程多い虫である。非常にニ カメイ

チュウ匠似ている。次がサンカメイチュウである。日本では良く Paddy borerと呼んで

いるが yellow stem borerと呼んだ方が，幼虫の色が黄色いので適当かと思う。南の

方では普通にいうとサンカメイチュウとマラヤメイチュウが多い訳でそれと先程のイネヨ トウと

が多い様である。次に・ンロメイチュウというのがあり，これは分布が割合限られておりインドと

インドネジア ，フィリビンあたりで，フィリピンでも局地的に分布しているという虫でシロメイ・チュウと呼んでいる。インドネツアも普通はこれとサンカメイチュウと後に出て来るイネジン ト

メクマバエとの 3つを主要害虫匠あげているが私がインドネジア紀行った折話を開いて見ると最

近 、ンロメ ロチュウが減って来ており，そしてむしろサンカメイチュウが増えて来たという風妬聞

いている。次はコプノメイガで，これはハマキの類だがこのコプノメイガが多い。次の頁のやは

りハマキの類でツトム・ンの類がある。少々日本のツトムツとは違う。次に Diptera双翅目で

ハエの類だが，ここに Pac hy d i pl o s i s o r y z a eというイネジントメクマバエ ，

Rice gall midgeがありインドではガールフライといっているが，むしろゴールミッジ

と言った方が正確かと思う。これはバングラデッジュ ，ィンド ，カンボジア ，ィン ドネツァ ，ス

リランカ，クイ，ペトナム，中国の南の地域南支にいて ，フィリビン，台袴など匹はいない。
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蚊に似た小さなハエであるがかなりの害を及ぽしている。次にあるクキハナバエの1種，それ

からキモグリバエの 1種はかなり極地的なものの様である。

Hesperiidae 

Hesperia Philino Moschl 

I n d o n e s i a, S r i La n k a. 

Parnara mathias Fabr. 

Indonesia,Sri Lanka 

ツトム・ンの 1種

ットムツの 1種

Diptera 

Cecidomyiidae 

Pachydiplosis oryzae Wood-Mason イネジントメクマバエ

rice gall midge 

Bangladesh,Cambodia,India,Indonssia,Sri Lanka 

Thailand,Vietnam. 

Muscidae 

Atherigona exigua Stein クキハナパエの 1種

Indoneeia,Sri Lanka 

Chloropidae 

Oscinella frit r.. キモグリバエの 1種

Bangladesh 

（質）このツントメクマバエは 2,3年前インドネ・ンアで異常発生したそうだが，確かジャカル

クの東方で ，これはその異常発生する性質をもっている訳ですか。

（答）虫というのは経常的に常にコンスクントに出るというのではなく，その年花より発生匠か

なりの振れがある。gall midgeもインドネジアで 3年前に大発生があったという事を聞い

ている。

（質）それで新品種のIR-5だとかの品種だけについて在来の品種にはつかなかったという事

だが ，そんな事があるのか。

（答）ある。 クイでも在来品種では余りつかない。それでむしろ新しい品種たつく。これは抵抗

性のある機構は良く解らないが，クイで日高君という人が研究しているが，抵抗性品種でかなり

のメドがついて来ている様に聞いている。薬でも効くが，薬剤を散布するとなると広面積たまた

がるのでなるだけ抵抗性品種でいこうという事である。現実匠は抵抗性品種でかなりい〈のて

． 

．
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はないと思う。

（質）そうするとそういう虫が余り集まらない品種という事力b

（答）集まらないというよりも ，喰いつかない品種といった方がよい。、この虫は葉っばに卵を生

みそこでフ化するとウジのような小さな幼虫が ，葉っばから水の中匠落ちてくる場合と ，水滴に

より葉梢部に入るのと 2通りあるらしいが，どちら匹せよ水が介在してそれと根元の方に入って

行き，そこで虫癌をつくり，それで・ンルバージュートという白い茎をつくつてそこで分けつが止

まってしまう訳である。それでその中で，成長点を侵口器の成育が止まってしまうので稲が小さ

くなってしまう。そういう被害を与える虫である。

（質）ゴールというのはどういうものか。

（答）ゴールというのは玉の事で日本語の痘の字に当る。例えばクリクマバチがあるが ，あの様

なものをゴールといっている。クマパ工科というのがその様なゴールを作る虫であるが， イネ

ジントメ クマパエは日本にはいない。この様な虫がいる訳だが，後で写兵で一部のものは見て戴

けると思う。

稲については新しい統計を持っていないが，この表の一番最後を見て戴くと解るが， 70年度

のFAOの Prodaction year Bookから取ったもので， Maige Rice Laga-

r cene Bauanas Coffee Palm oil とそれの生産の統計を戴せてあるが，国別匹

は出ていない。東南アジアで ， Far Eastというのは大体そうなのだが，これはここで解る

通り平均収位は加当り1.98トンとなっている。ヘククーノレ当り 1o o Kgだからトン匹直すと1.

9 8トンになる。日本が 5トン余りたなっているので，かなり低いものだと言える。これはモミ

重である。日本はモミ重匠すると 5 • 4トンに確なるかと思う。

東南ア・ジアの各国の稲作を簡単陀述ぺたいと思う。カンポジアは戦争匠より最近大分変って来

● ていると思うが ，水田が 23 4万ヘククールといわれている。カンポジアの場合平均収屈がヘク

クー ノレ当り 1.0 7トンという事で，ここは害虫の発生被害が少ないけれども，要するに稲そのも

のが余り良い出来ではなく，肥料もほとんど入れていないと ，非常に悪く言えば日本の明治時代

の稲という様な事かと思う。薬剤防除でも殆んどやっていないし，今戦争で特にそうだと思うが，

防除体制も出来ていない国である。

スリランカ（セイロン）は， 42万ヘククーJレあって，平均収益はヘククール当り1.7 7トン

妬なっている。害虫は今この表にある通りだが，多少農家が薬剤をまいている様である。ただ相

変らずDDTとか， BHCとかいった塩素系のものが，日本では使用されていないが ，安いし ，

良く使用されている。
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それからインドは3,5 0 0万ヘククールで日本の 10倍以上あるが， L3トンという非常匹低

い平均収益陀なっている。

インドネジアは国に色々な島が沢山あって広いが ，73 5万ヘククーJレあって，その内の 50 0 

万ヘククールはジャワ島匠ある。インドネツアでは ，これはもう終ってしまつたのだが 42年頃

にピマス計画というのがあって，これは地域開発だが ，このピマス計画というのがあって国と企

業体とが契約をして10 0万ヘククーノレ程の増産をするという事でかなり薬剤が散布されていた。

その時は企業体はスイスのチパで医薬品などもやっている会社 ，それから現地のコパという会

社，住友が嗅係していた。西独のヘキス ト， 三菱化成などがそれぞれ自社の得意の薬剤を持込ん

でチバが 50万ヘククーJレ，コバが，15万ヘククーJレ，ヘキストが 25万ヘククー）レ，三菱が

2 5万ヘククールで，特にチパの場合はジメクロンを飛行機を持ち込んで散布したが余り効果は

あがらなかったという事である。先程言った通りメイ虫が主体である。そういう経験はあるが ，

実際の防除は余りやられてないというのが現状である。

ラオスは今停戦になったばかりなのだが ，92万ヘククールの水田があるという事であるが，

平均収枯 0.8トンと言う事で東南アジアの中では最も低い収益となっている。

マレージアは大体マレ ー半島部が主体で38万ヘククーJレ，ここは割合高く平均収量2.7 1 • 

トンという数字がある。

次はバングラデッジュであるが，これは戦争でどの様な事になったか良く解らないが約 1,0 0 0 

万ヘククールあり ，平均収屈は 1.68トンという事匹なっている。ここは飛行機でも薬剤を散布

したりしていた。

フィリピンが 32 0万ヘククールで，平均収饉がl.3 1トンで低い。

クイの稲の栽培面積は 60 0万ヘククール余りある。平均収屈が1.6トンという事花なってい

る。東南ア・ジア各国ではインドの外はクイがかなりの出先の試験場があり，研究機関は整備され

ているが現実にはあまり塁家の圃場では防除していない。ただ，クイの場合紀は国営防除匹なっ

ており，国匹普及局に出先迄組織があり Pe st C on t rol Un itという のが防除組織 （防除

班というのが）である。それが虫が異常発生すると防除機と農莱を持さ込んで自分で散布すると

いうことをやるのと ，今どの程度匹なっているのか解らないが，かってはセスナ機が 9援，ヘリ

コプクーが 2機あってそれが薬剤散布をしていた）ただ日本のヘリコプクーのパイロットは散布

技術の研修を受けて ，かなりの防除効果を収めているが ，私が見た範囲ではクイのバイロットが

軍人で煤業関係者のいう事を聞かないで粗雑な散布をしていた

南ベトナムは水田が 24 3万ヘクク ールで平均収屈1.9 9トンという事である。南ペトナム花

．
 

．
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はかなりの台高から技術者が大って指導している様である。

ただこヽで考えなければならない事は東南アジアでは実際農家が防除機も薬剤もなかなか買え

ないという事。それで統計匹色々な貶薬の統計があるが ，輸入されている農桑の大部分はそ菜だ

とか ，果樹だとか匹回って水田には殆んど使われていない。それから農家の生活 レペルが非常に

低くて ，彼らの取る動物蛋白というのが 川で1日中釣りをして取る小さな魚なのであるCそういう

魚であ加昆虫，ネッ・ミ ，カニも食ぺている という事でそういうものが大変匠貴重な動物蛋白源で

あるという事 ，それから特匹クイみたいな国陀ゆくと良く解るが ，中央平原あたりにゆくと灌漑

排水が出来ていない。河からのオーノ'-フローで田が 、水匠つかっている。そうすると家は田と

水路の間死ある訳で，家の下が全部水匠つかっている。その水でウプ湯を使えば食器も洗うとい

う事であり迂濶匹薬は使えないという事かと思う。それと同時忙水が非常匹貴重なもだから，湘

漑排水のない所でも水を止めて ，天水に頼って湛水 しているので ，かな り注意 してやらないと危

険を共なう事があるかと思う。それから深水地帯匹ゆくと粒剤みたいなものはほとんど効かない

という事で実際の防除は非常匠やり匠くい。更匹先程言ったメイチュウ匹しても年匠数回も出る

と，日本だとニカメイチュウは発生の山をはっきり作っているが誘ガ灯成虫発生の山がでたら

それから 1週間後匠散布するとかで防除効果があげられる訳だが ，熱帯ではいつ行っても色々な

生育状態の虫がいるので卵もあれば幼虫もおり，親もいるという具合でそれが年中いてダラダラ

統いているので1回ぐ らい薬剤を散布 しても全然効果がない訳で完全な防除 というのは大変困難

かと思う。そういう意味で人匹 よっては稲の生育時期匠よって散布した方が良いという人がいる。

例えば穂ばらみ期陀やるとか ，そういう稲の弱い時にやるという事を言っている人もいる。はっ

きりした結論はま だ出ていない。それから 13頁目匹ある表は，東南アジアの貯穀害虫のリスト

である。これは横浜の植物防疫所の川本氏が調ぺられたものである。 1 5枚目匹ある 4-5とい

う表であるがこれはマレージアた於ける水稲のネヅミである。これは日本匠いるものは少ないの

で日本名はつかないのだが ，丁度兵中匠ある R,noruegicas,Hagway rat （英名）

とあるのだがいわゆる ドプネヅミである。こういうネッ・ミがいるが ，ネヅミ匹は各国とも手を焼

いている。林業試験場の方がカンポジアの日華友好煤場（センクー）で試険をしたのでも毒餌な

どをやっているが余 りいい結果は出ていない。やはり稲の方が旨いものだから毒餌匠はあまり来

ない様でもるc それでIRRIの国際稲研究所にゆかれれば良く解るが ，主な研究所では圃場の

湖囲 Vで還線を張り電気匠よって殺すよう匠しているが，その様な状態で現実の防除はなかなか困

難な様である。種類は良 く解らないが，かなりの大きさの ものがいる様であ入私もネヅミの事

．は良く解らないのだが ，クイで私が見たのでは稲を食ぺていると言うよりかじる訳で収穫頃にな
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ると稲が倒れ，丁度収穫期になると水田の水がひけてネヅミが入ってこれるよう花なる。それ

で詳しい調査はしていないが，メイチュウのいる茎を食ぺているきらいがある。だからメイチュ

ウの臭いがあるのか，それとも動物蛋白を取るためにかじっているのかその辺は解らないが，そ

のかじられた茎を見た事がある。

（質）一般の農家はそれを放置しているのか。

（答）放置している。相当被害が出ている様である。私がクイの東北部で取った欠株の出ている

所を写真を撮ったものがあるが，極地的ではあるがかなりの被害が出ている様である。

1 5枚目の4-6表であるが，これはアメリカで世界の食糧問題を扱ったものだが ，アメ リ

カの大統領の諮問＇機関匹周ぺたもので，これを見ると世界中で日本が一番農薬を使っている（面績

当り）という数字になっている。次の頁の上にインドというのがあるが，ィンドを見ると日本と比 ● 
較して 10 0分の 1程しか使っていないという数字になってお9,,これで余り防除していないと

いう事が解るかと思う。次に主要農薬の使用量というのがあるが， これではインドは多くなっ

ているが面績が多いので数量を多く使うという事である。 1 6枚目妬各国の農薬の輸出入の表が

出ている。これは先程言った通り稲だけで拾い出す事ができないものだから，この内稲に何佑使

用されているかと言う事は解らなへ）ただ実際見ていると華橋あたりの薩菜農家が非常に沢山使

用しているという事がいえるかと思う。それから 17頁匠これも飛び飛びのものだが台湾に於け

る稲作病害虫薬剤防除状況というのがある。それから次がフィリピンの計画がある。 16頁の右

の方匠クイの稲作の防除面績の数字が出ている。 Pest Control Unitが実際に行って

防除をして来る訳だが，行った時必らず虫や病気の発生程度，あるいは密度というものの調査を

しないい散布した後の調査もしない。そして実際には何佑防除したという数字が正しいかはい

ささか疑問があると思う。それから 19枚目のは 1つの計算であり，アジア，ァフリカ，ラテン

アメリカの既存耕地，現在耕作されている耕地である。食糧生産を増大させるに必要とする農薬

の所要位というのを同じくアメリカ大統領の諮問委員会で計算したもので，この程度必要だろう

というものを出したものである。
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（表 4 - 4) 束南ア ジア の 貯穀 害 虫

8
 
5
 

-~了→• 名 和 名 セイロン インド インドネ・ン了 クイ 台洒 世界各国

Trogaderma granarium EVERTS ヒメアカカツオプ・ンム・ン

゜゚ ゜ ゜Tsnsbroidss mauritaniasi LINNE コクヌ ス ト

゜゚ ゜゜゚ ゜Carpophihes dimidiatus FABRICIUS コメノ ケツキスイ ぐ）

゜゜
（） 

C hemipterus LlNNE ケリヤケンキスイ

゜゜
（） 

A 1 vs ve ru s adv ena WALT I』 コメノヒ・ンクム・ン

゜゜゜Cryz aephilus mercator FAUVEL オオノコギリコクヌスト

゜゜゜O. surinamens is LINNE ノコギリ コクヌスト

゜゚ ゜゜゚
の

C ryptuls s tes ferrugineu s STERPllJNS カクんやクスト く）

゜
（） 

゜
C) 

゜C. minutus OLIVIER チヒカクムネヒラクム・ン

゜゜゚C. tarcicus grouv EILE コカクムネヒラクムツ

゜゜Alphitobius diapcrimus PANZER ガイマイゴミム・ンダマツ

゜゚ ゜゜ ゜G natbacris maxillosns FABRICIUS コッノコクマストモドキ

゜Lrtheticue oryzac WATERHClJSE コメノコク又ストモドキ

゜゜palorus ratzebuigii WISSMANN ヒメノコクヌストモトキ こ）

゜ ゜Tenebrio moli tor LINNE チイロコメコミム・ンクマ・ン

゜゚ ゜
,3 

T. obacurua FAERICITS コメノゴミム・ンクマッ

゜゚ ゜Tribolium costancum HERBST コク又ストモドキ

゜゚ ゜゜゚ ゜T. contusum JACQ,UELIN du VAL ヒラクコクマストモドキ

゜゚ ゜゜゚ ゜
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子A 名 和 名 セイロン インド インドネジア タイ 台湾 世界各国

Lasioderma serricorne FABRICIUS クパコツバンムジ

゜゚ ゜゜゚ ゜St egobium pan ice.m LINNAEUS ジンサン・ン，，Sノム・ン

゜゜ ゜Rhizopertha deniticr FABRICIUS ナガゾノクイ

゜゚ ゜ ゜Araeocerus fascicualtus D取｝蒻R ワクミヒゲガゾウム・ン

゜゚ ゜゜゚ ゜Si tophilus granarius LINNE グラナリヤコクゾウ

゜゚
こ） こ） 。
゜S. zeamaie MOTSCHULSKY コクゾウ

゜゚ ゜゜゚ ゜S. oryzae LINNE ココクゾウ

゜゜゜゚ ゜corcyra cephalOllica STAINTON ガイマイツツリガ

゜゚ ゜ ゜8-:phestia elutella HUBNER チヤマダラメイガ

゜ ゜cadra cautella WALK コナマダラメイガ

゜゚ ゜ ゜Anagasta kuehniella ZELLER ｀ スヂコナマクラメイガ ゜゚ ゜Sitotrega cerealella OLLV ，ミ ク ガ

゜゚ ゜ ゜Ti nea granella LINNE コ ク ガ

゜
こ）

゜ ゜T. pellionella LINNE イ 力

゜ ゜Tinecla biselliella. HUMM コ イ ガ

゜
C) 

Holepyris holapyris hawaiensis ASHM Iバ）の 1種

゜CalLsobru.chaH chinansis FABRIClUS アヅキゾウムツ

゜゚ ゜c. rnacu la LU fl ~'ABRTC IJ S ョッモンゾウム・ン 。
Aca h os e L id es o iしsctus SAY インゲンゾウムシ‘

゜Plodia in ter Puneterlla HLBNER メ之メコクゴ

゜゚ ゜ ゜
． ． 



（表 4 - 5) マレージア匠於ける家鼠と野鼠

I 種 名 英 名

． 

Rattus r. diardii I MalaysianHouse-rat 

R. Jalorensis I Malaysian wood-rat 

R. argentiventer I Ricefield Rat 

R. annandalei I Singapore Rat 

R. noruegicus I Norway Rat 

R. exulans I Li ttie House-,a t 

Mus musculus I House Mouse I Tikus rumah terkechil 家鼠

~and i co t~ indica ~ Greater Bandi-Coot ~ Tikus besar hita:1 I 頑鼠
B. tengalensis I Lesser BandiCoot I Tikus besareker Pen4ek小鬼鼠

l 

マレー名 I中国名

Tikue ruman I 家鼠

Tiki.ls belukar 林鼠

TikuB Sawah 田鼠

Tiku.s Singapura 噺嘉披鼠

Tikus 111ondok l 転威鼠

Ti kus ruman ks chhil I 4躙

(J". L. Harrison 1962より作成）

（表 4-6) 耕地ヘククーノレ当り農薬使用量のI順位と主要

作物の収位の順位との関係

．
 

塁 薬 使 用 量 主要 作物の収量
地域又は国

グラム／ヘクク ー 順 位 キログラム／ヘククー 順 位

日 本 1 0, 7 9 0 1 5, 4 3 0 1 

ヨーロッパ 1, 8 7 0 2 3, 4 3 0 2 

アメ リカ l, 4 9 0 3 2,600 I - 3 

ラテン ・アメリ カ 2 2 0 4 1, 9 7 0 4 

オセ アニア 1 9 8 5 1,570 5 

イ ン／ ド 1 4 9 6 8 2 0 7 

アフリカ 1 2 7 7 1, 2 1 0 6 

世界の食糧問題（アメリカ大統領科学諮問委員会報告 南広訳時事通信社刊）匹よる。

-8 7 -



（表4-7) 東南アジア種国匠おける主要農薬の使用量 （単位 1 6弘g)

DDTと類含化合物 BHC. リンデン アルドリン デルドリン エンドリン
国 名

6 3 65 63 65 63 65 6 3 65 63 65 

ビルマ 1 1 5 228 728 465 49 254 1 1 77 

カンポジア 350 ．．． 2 17 

台 満 .·• 

ィ ン‘ ド 27,826 16$85 140,550 185,839 3JS30 26 93 220 631 5.130 1,434 

インドネジア 287 26 280 - 188 

ラ オ ス 75 -
西マレーツア

一

パキスクン 1,222 853 1,291 82 493 

フィリッビン 543 ヽ

ベトナム

（表 -9) 台湾における稲作病害虫薬剤防除状況

項 目 1 9 5 8 1 9 6 3 

種籾消 毒 （トン） 18,529 16,036 

い も ち病 (ha) 2 5,5 3 0 6 0, 6 2 0 

もんがれ病 (ha) 7 7, 1 5 3 

その他の病害 (ha) 7, 0 7 8 

メイチュウ類 (ha) 9 4,6 2 2 2 9 6, 3 1 3, 

その他の虫害 (ha) 1 3 5, 2 5 8 1 3 6, 3 1 1 

合計（除種籾消毒 徊 2 5 5,4 1 0 5 7 1, 4 7 5 

．
 

． 
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（表 4-1 0) フィリッピンの30 3事業計画匠もとずく稲作病害虫の防除状況

病害虫名 被害面積 防 面 積 防除従事店家数

メイチュウ類 77,394ha 7 3,7 7 5ha 44,389戸

ヨトウム・ン類 4 3, 4 9 1 3 9, 8 3 0 2 7,2 8 7 

カメム、ン類 63,739 5 9, 6 7 7 3 2, 9 2 3 

ミヅメイガ 14,709 1 4, 6 2 2 2 6, 9 2 0 
(rice casewcr叫

病 害 3 4, 6 5 9 3 1, 5 5 2 1 1, 1 9 7 ． 雑 草 3,0 9 2 3, 0 4 2 2, 4 1 2 

ムロ 計 237,084 2 2 2, 4 9 8 

ネヅミ（全作物） 3 4 7,6 5 4 3 4 7, 6 5 4 2 2,5 1 8 

註 AnnRapt Bur,pl,Ind,JniyI, 1764~June 30 1 965 

（表 4-1 1) クイ国における稲作害虫防除面積

（単位・ ha)

： 1 9 5 4 1 9 6 0 1 9 6 1 1 9 6 2 1 9 6 3 
メイチュウ 5 2 46,976 8.0 0 1 1 5,816 22,259 

ウンカヨコバイ 3 5, 5 9 3 8 5,7 1 2 3 9,91 8 34,741 102,045 

ジントメクマバイ 1 0 3 8 6 42 9,456 ． ヨトウムジ 1 9 6 7,848 28,586 1 0,6 0 2 9,041 

ノ‘ ツ ク 2 3 2 1 9,7 0 4 396 3,684 3,1 8 8 

コナガイガラ 1, 6 3 3 3 7,2 8 1 7,703 8,494 10,664 

ヨ トウ類 1, 9 4 4 5 5,9 6 l 36,634 1 3,989 43,549 

ネ ヅ ミ 6, 8 2 1 4,307 3,262 3 2.2 4 7 3 1,4 2 7 

力 二 4 5 2 1,9 4 9 1,4 9 9 6,0 l 7 1 0 9 
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（表 4-1 2) インドの第4次 5ケ年計画における病害虫防除計画

： I ]I m DlI V 
ムCl 計

66/67 67/68 6 8/ 6 9 69/70 70/71 

防 種子処理 1 7 25 36 49 60 

違
野鼠駆除 20 50 90 140 180 百面

万積 害虫・土壌害虫 1 0 1 5 1 8 24 30 
工

l 集約防除 25 45 7 4 100 1 2 5 

力
雑草防除 5 1 0 1 7 2 5 30 
l 
、一 合計 77 145 235 338 425 

（表4-1 4) アジア ，ア フリカ， ラテン ，アメリカの既存耕地で食糧の生産を増大させ

るるのに必要とする農薬の所要量

農業生産 農薬の所要最 所要経費 1 0 0万米ドル）

農薬 経費 農業省が負担する
の増加 率 (1,0 0 Omトン） 製 造 配合と配分 年間総経咎

120 一 580 

1 0 1 5 0 60 40 730 

20 1 9 5 1 6 0 80 950 

30 240 250 1 3 0 1,070 

40 285 350 1 9 0 1,390 

50 342 470 240 1,670 

60 402 5 90 320 1,9 6,0 

70 475 750 400 2,3 1 0 

80 558 920 490 2,720 

90 6 4 0 1,090 580 3.120 

100 720' 1.2 4 0 670 3,500 

｀ 

．
 

．
 

世界の食糧問題 （アメリカ大統領府科学諮問委員会報告 森 広訳時事通信社版）

-9 0 -



（表 4-1 5) 病虫害防除による収入増加の指定（ドル／ ha)

．
 

＼ 

防除匠り¥収よ嚢る増(収t 率
収 入 増 加 金 額

ha当）＼ 1 0 1 5 2 0 3 0 

l. 5 1 5 2 3 3 0 4 5 

2. 0 2 0 3 0 4 0 6 0 

3. 0 3 0 4 5 6 0 9 0 

4. 0 4 0 6 0 8 0 1 2 0 

5 0 5 0 7 5 1 0 0 1 5 0 

（註） ： 籾 1トンを 10 0ドルとした。

1 9 6 0年ー64年の平均収量 ：ピJレマ 1, 0 4 0 : カンホツァ

1 0 7 0 : セイロン 1.890: インド 1,480: インドネンア

1, 7 9 0 : ラオス 8 2 0 : マ V-ジア 2,0 9 0 : 

パキスクン 1,600: フィリッピン 1, 2 0 0 : クイ 1. 4 5 0 

ベトナム 2, 0 8 0 : 台湾 3. 2 2 0 （いずれもKg)

次の 5枚目匠サトウキピ (Suger Cane)の害虫のリストが作ってある。先程一番最後の

表匠あった栽培面積から見をと世界の栽培面積が 1,100万ヘククーJレあまりと言う事匹なって

いる。生産量が 5億8.0 0 0万 トンという FAOの統計がある。平均収量がヘククール当り 51 

● トンとな っている。 Suger caneの原産はアジアから南大乎洋城らしく15世紀にそれが

アフリカ，ヨーロyぺ陀運ばれ，更VC New world匹新世界 (New world)が発見された

直後匹持ち込まれたという様匠記録されている。それが逆に熱帯の適作地に持ち込まれ広がった

と言われている。だから旧世界というインド，ベキスクン（パングラデイジェを含む）台湾，

ジャワ， フィリビンなどが主要生産国になっている。 ただここで興味あることは一投に作物の主

要害虫はよく作物が輸入されて来た時に虫がついて来てそれが主要害虫匹なるというケースが多

いんだけれども Suger caneの場合を見るとどうも土着の昆虫が持ち込まれた Suger-

caneVC適応してそのまま害虫匹なったという様な事のようである。東南アジアの統計を余り持

．っていないが，ィンドは 19 6 4年， 65年の統計を見ると 25 0万ヘククール程の面積があっ
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て生産屈は 1,2 0 0万トンであると言われており，平均収量は， 48トンで世界平均が 51トン

だからそれよりも低くなっている。次に害虫があるが，これは日本匠は余りいない害虫が多いので

日本名はついていない。

Major insect pests of sugar-cane 

Lepidoptera 

Diatraea saccharalis Fab. (pyralidae) small moth borer 

Caribbean region, Venezuela,St, Kitts, Barbados,Domi-

nican Republic, u. s. A., Thailand. 
Scirpophaga nivella Fab. (pyralidae)オオメイガの1種top borer 

India,philippines, Thailand. 

Chilo tumidicostalis Hamp.(pyralidae) 

India, Thailand. 

Chilotraea infuscatella Snell (pyralidae) 

I n d i a, p h i l i pp i n e s, T h a i l a n d. 

Chiloauricilius Dugan (pyralidae) クイワンイネメイガ stem boring 

caterpillar,India, Java. 

即mmalocera depressella Swinh.. (Pyralidae) 

I ndj a 

Bissetia steniellus Hamp. (Pyralidae) 

Crambus me1ace11us 

Mauritius 

Dinf. (Pyralidae) 

•roo t borer 

Proceras sacchariphague Boj. (Pyralidae) 

Mauritius 

Sesamia inferens wlk. (Noctuidae) イネヨトウ Pink etemborer 

Ma u r i t i u e, J a v a, T ha i l a n d. 

Hemiptera 

Aeneolamia varia saccharina Dist (Cercopidae) アワフキム・ンの 1種

sugar-cane froghopper 

Trinidud, venezuela, Mexico, Brazil. 

Pe r kins i e 11 a s a c ch a r i c id a K i r k, (Fu 1 gar id a e) クロフッノウンカ

sugar-cane Planthooper,west Indies,Mauritius,Thailand 

Saccharosyoue saccharivora westw. (Fulgoridae) ア‘ンプトウンカの 1種
(J.S. A. Central and South America. 

Pyrilla perpusilla wlk, (Fulgoridae) 

India, Thailand. 

．
 

． 
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Aleurolopus barodensis Mask. (Aleyrodidae) コナジラミの 1種

India 

最初の Diatraea saccharalisは small moth borerといい，メイガの類

が多い様である。ただこれはこの表に最後VCU, S. A. の次たクイと書いてあるが，クイの虫

のリストを見るとあるが，本来この虫は西半球で南北アメリカに多い虫であるのでクイの方は疑

問匠して杞＾て戴きたい。これは幼虫が葉を食ぺた後に茎に入り込むもので，芯枯れを起こす。

かなり重要な虫の様である。次匹ある Scirpophago nivellaというのはオオメイガの

1種で西半球の前の Diatraea に匹敵する虫の様である。 次のchilo tumidicos-

tulisは1ンドやクイたいるメイガの 1種である。次もメイ虫の 1種で chilotraea in 

• fuscatellaは，インド ，クイ，フィリピッンなど如いるものでやはりメイガの 1種である。 ．

その次にあるのは， chiloauricilliueというのはインドの稲の害虫であるが，稲の

他に Sugar caneにもつくので・シャワでも問題になっている虫で，クイワンイネメイガと

いう虫である。次に下から 2番目の Sesamia inferensは稲ヨトウ。これは先程言った

稲の害虫でもあるし， Sugar caneの害虫としても重要である。その次たある Cram-

bus melacellasは若い Sugar caneの地下部妬入り込む虫で，これもメイガの

1種である。次VC Hemiptera（半翅目） ＇がある。これはカメムンだとか，アプラム・ン，ゥ

ソカなどの類である。一番上匠あるのが ，アワ フキムジの 1種でこれはア・ジアの方匹は余りいな

い様である。その次はクロフツウニカペでこれはクイたもいる様である。下から 2番目の py-

rilla perpusillaという虫があるが，これはインドの北部で非常た重要な虫の様であり，

切り株で越冬するといわれている。これはウ｀ノカの類であるので汁を吸って糖分が抵下すると呂

われている。次のコナ・ジラミの 1種と苔いてあるがこれは葉梢の中で繁殖する時匹病害を伴な

● う事があると言われている。次がコナガイムツの類である。次はコパネナガカメム・ンの 1種であ

るが，これは余り西半球匹はいない様である。 ここVC co mm on n am e を書き落としたが，

この Macropes excavatusという虫は Sugar can.a Blackfly と呼ばれてい

る。次の Silpha flavaはアプラム・ンの1種であるが，これは yallOW Sugar 

phidと言われている。文献を見ると南北アメリカ以外では余りアプラム・ンは問題匹なっていな

という様匹なっている。
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Saccharicoccus sacchari CkII. (Pseudococcidas) 

コナカイガラム・ンの 1種

India, U. S. A. 

Macropes excavatus Dist. (Lygaeidae)コパネナガカメム・ンの1種

India 

Silpha flava Forbes (Aphididae) アプラム・ンの 1種

U. S. A., :r a ma i c a, T r i n i d a d, B r i t i s h Gu i a n a, V e n e z u e 1.1, 

Isoptera 

Odontotermes assmuthi Holmgr. 

Microtermes obesi Holmgr. 

C o p t p t e r m e s h e i r i s w a s m. 

India 

Coleoptera 

D e r m o l e p i d a a l b o r h i t u m w a t e r h. 

Lepidi ota fr en chi Blkb-

L. consotrina Gir. 

Pseudolophyla furacea Burns 

Lepidiota trichosterna Lea 

Clemora Smithi Arr. 

Mauritius, Barbados. 

Coch 1 i o ti s me 1 o 1 on tho ides Gers t. 

Anomala exitialis per. 

Tananyika 

A g r i o t e s s p p. (E 1 a t e r i d a e) 

Europe. America, Australia. 

termites ジロアリ

greyback beetle 

French s cane beetle 

Consotrina beetle 

childers cane beetle 

Bunderburg cane beetle 

． 

Orthoptara ● 
Lo c us t a m i g r a t o r i a L. トノサマバック Asiatic locustct 

Australia 

Colemania sphenaroides Bol・

India 

D.eccan wingless grassho1-per 

Hieroglyphus banian Fb- ヒゲマダライナゴ rice grasshopper 

India,Thailand 

H. n i gr o r e p le t u e B o l. 

India 
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その次匹ジロアリの類が 3種程戴せてある。シロアリは梢付け直後に茎の根元妃入り乙んで芽

を破壊する。そしてさらに植物体の中匠入りこむ。働きアリが加害する様である。それが白アリ

の被害である。次はCobo:ptsra （鞘翅目）で，テントウム‘ン，カミキリムツ，ハムツ，ゾウ

ム ン`な どの類でこのリストたあるような虫が沢山いるという 事である。次は Orth6Ptera 

でこれは直翅目で先程稲の所匠も出て来た。 Locusta migratoriaはトノサマバック，

それから先程あったヒゲマダライナゴ (Hierogly:plhasbanian Fb) これは稲の害虫

でもある。

実際の防除であるが耕種的防除法としてはメイ虫類に対しては ，一般に夏期の植付けよりも秋

の植えつけの方が被害が癖減するという様に言われている。其の他，切り株の処理 ，哺場の清掃・ゴミの焼却だとか」罰場の中の落ちた葉などの焼却をやるぺきだと言われている。それから大変

手間のかかる方法だが人為的な方法として卵塊をあつめる。これは天敵を保護すると言う意味が

ある。それから芯枯茎の抜き取り，これは日本でも昔稲で盛ん花やった。それから太い茎だから

自転車のスボークを突込んで幼虫を刺し殺す方法などが上げられている。

（質）それはクイの場合ですか。

（答）これは西欧の場合の方法であり，クイでは現実花殆んど防除は行なわれていないと思う。

メイチユウに対しては薬剤防除は茎が太いせいか余り効いていない様だが ，インドではBH C , 

DDTを1ヶ月間隔で散布しても余り収紐匹影響はなかったという事で余り効果がなかったと言

える。 アメリカでも DDTその他の薬剤で良い結果が得られなかったと言う事が言われている。

特にメイ虫類では薬剤散布では非常匠困難だという事がいえる。去年か一昨年頃奄美大島とか

沖縄で試験が行なわれている様だがメイ虫類の防除というのは非常に困難な様である。その外半

窃目 ，鞘翅目， 直翅目の虫匠は薬剤が良く開き ，BHCが広く使われている。東南アジアは ，特． にBH CやDDTが余言廿て使われているようである。
メイズの栽培面積は 1億 1千万ヘククーJレ ，生産祉は2徳 2千 6百万トン。ヘククー）レ当り

2. 4 1トンという事匠なっている。 日本の トウモロコ ・ン とは大分虫の種類がちがっている。

ただ，メイズも実際たは ，あまり防除は行なわれていない。コーヒ ーも塩素剤がかなり使われ

ている様であるが ，プラジルあたりた多い，アラビカは BHCを使うと ，匂いが浅る様である。

東南アジアに多いロプスクーは，あまり浅らないようである。

＜スラ イド説明＞

（質） 防除が ，むつかしいという事だが ，たとえばニカメイ虫厄強い ，品種や育成の研究が行

• なわれると思うが ， どの様匠行なわれているか，
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（答）メイ虫についてやっているという事はまだ聞いていない。ウンカ・ヨコバイ類については，

IRRIでやっている。インドのある品種は，これに低抗性があるという事がわかってきた，た

だし，この品種は非常にまずい品種であるので， IRRIで今いろいろ交配をやっている様であ

る。

（質）同じまづい品種でも栄養状態が良くなったために，今まで虫がつかないでいたのが，っく

様匹なったという事もあるのか

（答）よ くわからない。低抗性のメカニズムというのはよくわかっておらず， 実際匠かけ合わせ

て，虫をつかせてみて，実際つくかつかないかという様なテストを行なっている訳である。

（質）ニカメイ虫は茎の太いものの方が，入りやすいように思うのだが

（答）そういう傾向がある。クイの東北の方で ，たまたま雨が非常紀少＜ ，稲の育ちが悪い時が ・
あったが ，そび痔，稲を割ってみたら ，二，二令位までの幼虫は，入っているが，それより大き

い幼虫は茎が小さくて死んでいた。だから細ければ ，たしかに入れないという事になる。しかし

細ければ弱いという事になるから，むしろ茎の肉の厚みのある方が艮いという事になるのかも知

れない。又以前，山梨大の先生が ，` ンリカが多い茎には入り難いというデークーを出した事があ

る。

（質）ニカメイ虫 ，サンカメイ虫の常発地帯というのがあるのか

それとも単発的に発生するのか

（答）大体は常発地帯である。東南アジア全般的にいる。ニカメイ虫の方は南たいくと少なくな

る。突発的匹大発生をするのは，天敵の閑係か ，気候の関係かはよくわかっていない。クイでは

稲の試験場が 18あり，発生予察をいろいろ研究しているし，ィンドでも ，新しい研究プロ・；；ェ

クトが出来かけている。ただ困るのは，各地で霞気というものがあまり無いので，石油ランプみ

たいなものを使って誘蛾灯をやってい入試験場では ，いろいろな薬を使って，試験をやってい

る。

（質）薬を使って ，ネヅミを殺す場合の方法は

（答）かなり広い範囲匠わたって ，ゃらなければ効果はない。そうすると ，マレージアあたりで

は経済的に合わないようである。

（質）イクチは東南アジアたはいるのか

（答）いるようである。

（質）ョトウム・ンの発生を事前匹知る事はでき ないのか

（答）今，発生予察の研究をやっているが ，今の段階ではわからない。これは出る時と出ない時

-9 6 -

． 



． 

． 

があって，研究し匠くい。

（質）害虫の被害の位の表わし方は，どういう方法でやっているのか？

（答）これは絶対匹正確であるという訳ではないが，無被害のものを作り， （薬で完全に防除し

たり，ァミをかけて虫を防いだりして）これ匠対して，被害のあるものを作って比較す入この

時，ポットに稲を植えて虫を一匹，•五匹，十匹という様匹つけておき，これを飼育箱で育てる。

そして無被害の物と，収位を比較して，虫の数によりその被害率を出すという方法でやっている。

しかい虫の種類もいろいろあるから ，非常匹正確なデークーというのは困難であるが ，かなり

近いデーク ーは取れる訳である。
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編集後記

財団の紹介 ――—新しし、読者のために

海外農業開発財団は発足以来 ，液 4年を経まし九3 その間 ，海外匹おける農業の閑発や協h

事業で働こうとする方達の登録事業をやり，現在数約 90 0名近い登録者を得ています。

それらの人たちを民間の開発事業や政府の技術協力事業花数多くお世話してまいりました

また， これらの登録要員のためた各種の研修事業 ，たとへば塁機具 ，畑作 ，林業 ，塁業士 ，木

研修やリーク・ー格の専門家のための総合研修などを繰返し実施しました3 研修は国内だけでな

く，若い技術者と東南アジア ，アメリカ ，メキンコなどの事業現場や研究機関などへ送って派

遺前の研修を実施しています。

本テキストの元匠なっている海外農業セミナーも一昨年から始めました。そして昨年から海

外の現地を巡って学ぷ「現地セミナー」を実施しています。次に財団は民間の依頼や政府の委

託によって各種の調査事業を海外で行ったり ，権威ある専門家をコンサルタントとして海外の

事業現場へ派遺してきましたさら妬惰報活動として「海外農業ニ―ース」を発行し ，既に

4 4号を数えましたこれはその時々の海外農業のトピ ックスを中心に編集して参りました

がもっと基礎的なまとまったものとして ，登録要員の通信テキスト用匠発行してき たのが ，こ

の「海外袋業セミナー」 です。これを通巻 12号を数えました。このほか全登録要員た対し，

隔月匠「ニュースレクー」を送っています。これは海外専門家自らの投稿を中心匹編集 してい

ます。なお，戯業英和 ，和英辞典の発行 ，熱帯野菜 ，普及方法 ，熱帝稲作などの既刊のもの ，

目下進行中のものなど数種あります。財団は毎月 1回ぐらいの平均で ，その時どきの重要課題

をとらえて研究会を催し，これらをまとめまし九）ランポン ，パングラデッ、ンュ ，ィ ンドンナ

等は相当長期匠わたり取り組んで来た研究課題です。

以上財団活動のあらましを述ぺましたが，財団は民間と政府の接点に立ってこれまで活動を

続けてきたと言って良いでしょう。
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講 師 略 歴

加賀山 国雄

昭和16年 12月

昭和 35年

昭和40年

昭和42年

昭和42年． 昭和44年
昭和46年

昭和47年

現 在

大正 6年 2月16日生

東大農学部卒業

農林省普及教育課長

晨林省農産課長

煤林省農政局参事官

農林省農地局計画課長

農林省大臣官房技術審議官

塁林省嚢林水産技術会議事務局長

退官

財 甘味資源振興会会長

塁林水産技術会議委員

海老名 六郎

昭和 33年 帝広畜産大学獣医科卒業

昭和 33年 農林省入省

新冠種畜牧場勤務

（乳牛，ホJレスクイン種の改良増進）

米国ホルスクイン種牛購売渡米

日本， カンポジア友愛畜荏センクー勤務（養牛部門担当）

畜産局畜政課国防経済担当（資本物の自 由化対策）

農業者大学校，畜産担当

昭和39年． 昭和40年
昭和44年

昭和46年

狩野

子A 歴

子A 位

徳太郎

大正 14年 3月 東京帝国大学塁学部農学科卒業

昭和14年 7月28日 農学博士（排水暗梁の間隔及び深さ並びに最大排水

最の決定法侭関する研究）

昭和31年8月23日 工学博士（低湿地排水の方式に関する研究）



略

罰 昭和 30年 4月 2日 日本農学会賞 （低湿地排水の方式に関する研究）

歴

昭和32年 4月 2日 農林大臣賞

大正 14年4月20日 任京都帝国大学助手

昭和 4年 3月31日 京都帝国大学農学部講師

昭和 7年5月31日 任京都帝国大学助教授

昭和12年 8月18日 任農林技師

昭和21年4月 1日 任農林技官兼外務技官（勅令 19 3号）

昭和24年6月 1日 命仙台農地事務局建設部長

昭和24年 12月24日 命開拓研究所開発部長

昭和25年 4月 28日 命農業技術研究所農業土木部長兼農業土木部

農業水利科水利研究室長

昭和25年 4月30日 東京大学講師併任

昭和 25年 9月 25日 農業改良研究員専門技術員試験審査員併任

昭和31年4月 9日 国土総合開発審議会専門委員被任

昭和 31年 9月 17日 資源調査会専門委員被任

昭和31年 7月 19日 日本建設機械化協会顧問

自昭和31年 10月 8日

至 昭和32年 3月31日 東京農工大学農学部非常勤務謂師

昭和 34年 7月22日 地盤沈下対策審議会委員被任

昭和34年 1月12日 ヴェトナム， ラオス，クイ及カムボジアの各国へ

出張を命ぜられる。

昭和 35年 1月12日 同上

昭和 35年 2月11日 長崎大干拓特別委員会委員委嘱

京都帝国大学農学部，農林省農政局，仙台農地事務局，農業技術研究所に

勤務し，その間 32年間匹わたり，農業水利学並びにその技術の研究に専念

し，（1）暗渠匠よる河口処理方式の研究，（2）湘漑用水取入堰堤設置方式の研究

(3)可動河床水理摸型実験，（4）毒水処理方式の研究，（5）等角写像法の農業水利

への応用，（6）低混地の排水の研究等多くの研究成果を発表した。

当研究者はこれらの研究成果を各地区の農業水利工事匠適用して成功を収

め，その結果は新方式として塁業土木技術に広く適用されつ＞ある。またこ

． 

． 



れらの研究が学界に於ても認られ農学博士，工学博士，農学賞等を与えられる匹至った。

著 書 農業水利 昭和23年 養賢堂

• 
編 焦

農業土木

農業土木講座

昭和 27年

昭和 35年

朝倉書店

朝倉書店

水贅源双囁第 4編農業用水脱稿

中

若者略歴

大正 1年． 昭和11年
昭和 11年

昭和21年

昭和21年

昭和 38年

主要若書

田 昌 卯

埼玉県秩父市匹生れる。

三重裔等晨林学校，農業土木学科卒業

スマトラ島，アチエ州，野村東印度殖産株式会社 カランイヌ油椰子炭園勤務。

終戦忙より引揚げ。その間ゴム， コーヒー，油椰子などの塁園に勤務。

東京農林専門学校助教授

東京農工大学農学部教授，農地運営工学講座担当，引続き現在に至る。

熱帯農業（分担） 昭和 33年

測籠学（上） 昭和47年

畑 井 直 樹

略 歴． 生年月日 大正 4年 8月2日生

本籍地 東京都

ヽ
現住所 東京都文京区小日向 2-1 -9 

A 子 歴

昭和16年 3月 東京大学塁学部農学科卒業

職 歴

昭和 16年 4月 農林省農事試験場昆虫部助手

昭和17年 2月 在北京華北産業科学研究所病虫科研究員

昭和22年 7月 農林省嚢事試験場害虫部農林技官



昭和 25年 4月 農林省農業技術研究所病理病理昆虫部研究室長

昭和38年 6月 クイ国農業省稲作保護研究センク ー匠国連 FAO専門家として勤務

昭和41年 4月 農林省農林水産技術会議事務局研究調査官

昭和43年 3月 塁林省農林業術研究所病理昆虫部主任研究官 鳥

海外渡航

昭和 16年 2月 中華民国（現中華人民共和国）

昭和 32年 9月 アメリカ合衆国

昭和37年 9月 フランス国

昭和 38年 6月 クイ国

昭和 38年 7月 フィリピン国 ． 
昭和38年 12月 フィリピン国

昭和 39年 9月 フィリピン国

昭和40年 2月 カンボジア国

昭和41年 5月 中華民国（台湾）

昭和41年 6月 カンポジア匡し クイ国

昭和 45年 2月 インドネツア国

．
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